

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　柚ゆ日び咲さきめくるは、時折、とても不思議な気持ちになる。

　なぜ、自分はここにいるんだろう。

　せいぜいライブブルーレイの特典でしか観みられない光景が、目の前に広がっている。

　ステージの舞ぶ台たい裏うら。

　明るいステージに比べ、舞ぶ台たい裏うらはひどく薄うす暗ぐらかった。

　たくさんの人の気配はするものの、顔ははっきりと見えない。

　スタッフさんが忙せわしなく動き回り、光量を絞しぼったモニターがぼんやりと光っていた。

　ステージはピカピカの照明とセットで光ひかり輝かがやき、既すでに入場しているお客さんが開幕を今か今かと心待ちにしている。会場全体に熱が立たち昇のぼっていた。

　舞ぶ台たい裏うらは舞ぶ台たい裏うらで、ライブを成功させるための緊きん張ちようと興奮で満たされている。

　静かな熱を強く感じた。

　……なぜ、自分はこっちにいるんだろう。

　観客席でサイリウムを振ふっているわけではなく。

「なに、めくる。ぼうっとしちゃって。いつものアレ？」

「いつものアレ」

　いつの間にかそばにいて、こしょっと話はなし掛かけてくる女性に言葉を返す。

　夜よ祭まつり花はな火び。

　めくると同じくブルークラウン所属の同期であり、だれよりもめくるを理解している人物。

　彼女は〝ミラク〟ＶＳ〝アルタイル〟のライブとは違ちがう衣い装しようを着て、人ひと懐なつっこい笑えみを浮うかべている。

　背が高く、スタイルの良いい彼女は今回の〝アルフェッカ〟の衣い装しようがとても似合っていた。

　めくるも花はな火びと同じ衣い装しように身を包んでいる。

　以前のライブでは彼女と違ちがうユニット、違ちがう衣い装しようだったが、今回はお揃そろいだ。

　ふたりとも〝アルフェッカ〟として、〝オリオン〟とぶつかり合う。

　今はそのライブ直前。

「ねぇ、みんなー！　円えん陣じんやろうよ、円えん陣じん！」

　少し離はなれた場所から、乙おと女めが声を掛かけてきた。

　桜さくら並なみ木き乙おと女め。

　声優好きならもはや知らない人はいない、言わずと知れた大人気声優だ。トリニティ所属。

　めくると花はな火びとは同期であるものの、人気は彼女だけ飛とび抜ぬけている。

　衣い装しように決して負けることのない美び貌ぼうと笑え顔がおを振ふりまき、めくるはそれだけで気を失いそうになる。もう聖母。聖母である。みなさーん、ここに聖母がいますよ～！

「わ！　いいですねいいですね！　円えん陣じんやりたいです！」

　乙おと女めの声に呼応して、ぴょんこ！　と手を挙げるのは、高たか橋はし結ゆ衣いだ。

　小こ柄がらな身体からだながらも異様にパワフルな彼女は、ブルークラウン所属の二年目。

　日に焼けた健康的な肌はだが、目を惹ひいた。

　結ゆ衣いの衣い装しようだけはへそが出ており、その部分から白い肌はだが見えている。いい。

　まだ二年目の彼女だが、ダンスの技術は群を抜ぬいている。

　あっという間に振ふり付つけを習得する彼女からすれば、ダンスレッスンは面おも白しろみがなかったかもしれない。

　それにも関わらず、熱心に自主練に励はげんでいた真面目でまっすぐな女の子だ。

「めくる、円えん陣じんだって」

「ん」

　花はな火びに肩かたを叩たたかれ、乙おと女めのそばに寄る。

　ライブ前の円えん陣じんは、言ってしまえば恒こう例れい行事だ。

　きっと向こうのユニットも同じことをしているだろうが──、こちらほどユニットにまとまりがあるかはわからない。

　めくるが心配しても、仕方がないことではあるけれど。

　全員の手が重なると、乙おと女めはにっこりと微ほほ笑えんだ。

「ここまで練習、いっぱい頑がん張ばったね！　今日はそれを出し切るだけ！　絶対上う手まくいく！　集まってくれたお客さんに、最高だった、って言ってもらおう！　そして──、わたしたちは、絶対に負けない！　いっぱい盛り上げよう！　アルフェッカー！」

　乙おと女めの掛かけ声ごえから、四人の「おー！」という声が重なった。

　そして、すぐにいっぱいの笑え顔がおで満みち溢あふれる。

　本当に、良いい空気だ。

　問題が起こることなく、まっすぐにここまでやってこられた。

　それを引っ張ってきたのは、乙おと女めだ。

　彼女の表情は、自信と落ち着きに満たされている。

　今までのレッスンで積み重ねてきた努力と経験が、それを作っている。

　そんな顔ができるほど、〝アルフェッカ〟は順調だった。

　歌うた種たねやすみ率いる〝ミラク〟を目にしているめくるからすれば、「ここまで平和なことってあるんだな……」と思わずにはいられないほど。

　だれもが桜さくら並なみ木き乙おと女めをリーダーだと認め、ついていくことに疑問を覚えなかったからだ。

　円えん陣じんを見守っていたスタッフも、メンバーも笑え顔がおのまま、その場から離はなれていく。

　しかし、めくるはなおも、乙おと女めの背中を目で追っていた。

「……よし。がんばろ」

　乙おと女めは長い髪かみを揺ゆらしたあと、ステージのほうを見て呟つぶやいた。

　両手をきゅっと握にぎり、小さな笑えみを浮うかべる。

「……………………………………はあ」

　その横顔に見み惚とれていためくるの口から、知らずため息が漏もれた。

　格好よすぎますう～……。

　こんなに綺き麗れいでかわいい人なのに、こういうところで格好よさを見せるのやめてほしい……。そういうギャップほんとダメ。これ以上、夢中にさせないで。その通る声が、横顔が、心を摑つかんで離はなさない。あぁ心臓痛い……。血が、血がめぐるう……。あああ、本当好き……。でもこれ以上ガチ恋こいを加速させないでください……。厄やつ介かい勢ぜいになっちゃう……。はう～。

　感動しすぎて涙なみだ出てきた。

「泣くのはえーよ。せめて始まってからステージ上で泣きなよ」

　いつの間にか隣となりに花はな火びが立っていて、笑いながら肩かたを叩たたかれてしまう。

　危ない危ない。慌あわてて涙なみだを拭ぬぐった。

「そんな、前回の歌うた種たねじゃあるまいし」

「いや歌うた種たねちゃんが泣いたのは、ちゃんとオープニング始まってからだから。めくるは始まってもないんだよ。そもそも、前回だってもらい泣きしそうになってたでしょ」

「否定はしない」

　というか、全力で涙なみだを堪こらえていた。

　あんな泣き方されてもらい泣きしないファンいんの？

　おかしな顔で不自然な方向を向いている可能性があるので、ディスク化されるときはチェックしないといけない……。

　めくるの視線を追うように、花はな火びは乙おと女めに目を向けた。

「乙おと女めちゃん、なんつーか貫かん禄ろくあるよねえ」

　真面目な声こわ色いろだ。

　めくるは咳せき払ばらいを挟はさんだあと、同じ温度で答える。

「そうね……。指名されたときは戸と惑まどってたけど、板についてるわよね。リーダーとして、ぐいぐい引っ張ってくれたし」

　そう言いながら思おもい浮うかんだのは、由ゆ美み子このことだ。

　彼女は前回、プロデューサーに指名され、リーダーを担になった。

　結果的に、問題児をまとめる羽目になっている。貧びん乏ぼうくじと言ってもいい。

　乙おと女めも同じだ。エレノア・パーカーが最も優すぐれたアイドルという設定のために、演じる彼女がリーダーに指名された。

　けれど乙おと女めは、ユニットの結束力を高めるため、進んでリーダー役をやっていた節がある。

　そしてそれは、大成功だった。

「ね。なんだか、印象変わったなー。前はもっとふわふわしていたのに。また随ずい分ぶんと差を付けられちゃったなあ……」

　花はな火びは腕うで組ぐみをして、苦笑いを浮うかべた。

　同期としては、思うところもあるのだろう。

「……………………」

　めくるも、乙おと女めは変わったと感じている。

　その理由をめくるは知っているが、それを花はな火びに話すわけにはいかなかった。

　なので、もうひとつの理由を彼女に伝える。

「前は、過密スケジュールだったでしょ。仕事をこなすだけで、いっぱいいっぱいだった。でも今は休みもあるし、余よ裕ゆうがある。ひとつひとつの仕事を丁てい寧ねいに進められる。それが大きいみたいよ」

「あー、なるほどね。そりゃつえーわ。プライベートも充じゆう実じつしてて、活力もあるって感じかな。あぁなると敵なしだねえ」

　花はな火びが腕うでを組んだまま、首を傾かたむける。

　花はな火びの肩かたがこちらに触ふれたが、そのままの距きよ離りで乙おと女めを眺ながめた。

　彼女の体温を感じていると、花はな火びの表情が変化を帯びる。

　気の毒そうにしていた。

　ただし相手はここにいない、別の人たちに対して。

「へろへろの乙おと女めちゃんひとりだけでも、〝オリオン〟の子たちには荷が重すぎるっていうのに。今はエナジー全開で慢まん心しんもなし。相手としては手て強ごわすぎるんじゃないかね」

〝オリオン〟ＶＳ〝アルフェッカ〟。

　対決ライブという形式を取っているので、ユニット同士で勝負をする。

　それは前回と同じだが、致ち命めい的てきな違ちがいが一点ある。

　実力差だ。

　そんな心配の声が出てくるあたり、花はな火びも勝負にならないと感じている。

〝アルフェッカ〟にいるのは、何も桜さくら並なみ木き乙おと女めだけではない。

　才能に恵めぐまれながらも努力を欠かさず、全力以上の力でぶつかろうとしている結ゆ衣い。

　経験も芸歴も上で、いろんな番組で人気を集めてきためくると花はな火び。

　一方、〝オリオン〟は一年目をふたり抱かかえ、ほとんどが十代で経験豊富とは言いい難がたい。

　大小の違ちがいはあれど、問題を起こしてきた子たちでもある。

　人気の違ちがいも大きい。

　前回のライブでは、ふたつのユニットの実力が拮きつ抗こうしていたために、だれも勝敗を気にすることはなかった。

　けれど今回のライブは、盛り上がりに差が出てしまうかもしれない。

　だからあの子たちは、必死に勝利を目指さなくてはならないのだが──。

「──万にひとつも、勝てる要素が見当たらない」

　そんな結論に至ってしまう。

　そして、こちらとしても負けるわけにはいかなかった。

　前回のライブで、歌うた種たねやすみが「あっちのユニットには夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひがいる。だから絶対に、負けたくない」と理由を告げて、主張したように。

　同じように「負けるわけにはいかない」という想おもいを抱かかえている。

　乙おと女めも。

　結ゆ衣いも。

　そして、めくるでさえも。

　めくるはここに至るまでの長い道のりを、ゆっくりと思い出していた──。
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　まだ、柚ゆ日び咲さきめくるが藤ふじ井い杏あん奈なでしかなかった頃ころ。

　めくるが声優を好きになったきっかけは、それほど珍めずらしい理由ではない。

　中学時代、クラスメイトから勧すすめられたアニメにどハマりして、出演している声優のファンになり、追いかけているうちに好きな声優が増えていった。

　アイドル声優ならば、ライブやイベントに行き、ＳＮＳを眺ながめ、その可か愛わいさに身み悶もだえる。

　演技に虜とりこになった声優なら、その人が出演しているアニメや映画を探して観みた。

　やがて、好きな声優のラジオを聴きくまでになる。

　大好きな声優が口にする話は、多た岐きにわたった。

　日常的なものから作品のこと、時には真面目な話もあったが、どれもがめくるにとっては刺し激げき的てきだった。

　その中で、最も印象に残った話がある。

『──養成所時代の先生がさ、ほんっとーに怖こわくて。今でも夢に見るわ』

『あー、わかる。うちもめちゃくちゃ怖こわかったなー。自分が下手なのも自覚してるし──』

「養成所？」

　聞き慣れない単語を耳にして、めくるは早さつ速そくスマホで調べた。

　声優養成所。

　言ってしまえば、声優の学校のような場所だ。

　声優に必要な技術を学ぶことができ、実技や座学などのカリキュラムがある。

　現げん役えきの声優が講師を務めることもあるらしい。

　形式としては様々で、声優プロダクションが運営しているものや、学校法人として経営している専門学校もあるそうだ。

　ただ、どれも共通しているのは、声優になるための機関であること。

「ここに通ったら、声優になれるってこと？」

　それはめくるに、頭に隕いん石せきがぶつかるような衝しよう撃げきを与あたえ、異様なほど蠱こ惑わく的てきな発見でもあった。

　声優というのは、雲の上の存在だと思っていた。

　特別な人間が特別な道を歩み、その先にある扉とびらを開いてようやくなれる職業。

　けれど実際は、養成所に通い、事務所に所属できれば声優と呼ばれるらしい。

　なんだかぐっと、現実的で身近な話に思えてきた。

「……わたしも、声優になれるのかな」

　呟つぶやいた言葉は、本当に思いつきだ。

　なんとなくの、深い意味のない独り言。

　けれど、それはどうしようもないほどの興奮をもたらし、心臓が凄すさまじく高鳴る。

　世界中のどんなことよりも魅み力りよく的てきに感じた。

　家から通える養成所を調べてみると、東京にあった。

　電車で二時間ほど掛かかるけれど、通えない距きよ離りではない。

「声優の養成所に通ってみたい」

　そう両親に相談したとき、親はおそらくごくごく当たり前の反応をした。

「声優なんて不安定な仕事、絶対にやめたほうがいい」

「それで一生食べていけるのは、一ひと握にぎりの人たちだけ」

「悪いことは言わないから、ちゃんと自分の人生を考えて」

　両親は戸と惑まどい、困り果て、辛つらそうにそう進言してきた。

　今まで問題らしい問題を起こさず、平へい凡ぼんに生きてきた娘むすめが突とつ然ぜんそう主張してきたのだから、両親の動どう揺ようももっともだった。

　しかし、めくるとしても自らの人生を賭かけて、「声優になる！」と宣言したのではない。

　むしろ、声優業界はそんなに甘くない、とめくる自身が感じている。

　ただ、その世界を覗のぞいてみたい。

　可能性がある場所に足を踏ふみ入いれてみたい。憧あこがれの人たちと同じ場所に立ってみたい。

　感覚としては、聖地巡じゆん礼れいやスタジオ見学に近いかもしれない。

　丁てい寧ねいに説明したうえで、両親に頼たのみ込こんだ。

　野球好きの少年がリトルリーグに入りたいと言っても、「プロ野球選手にはそう簡単になれない」と説教することはないだろう、と。

　もちろん、養成所に行くには多大なお金が掛かかる。

　今まで大きなわがままを言ったことがない杏あん奈なの、数少ないおねだりであった。

『養成所に通ってダメだったら、声優の道はすぐに諦あきらめること』。

　めくるの普ふ段だんの素行がものを言ったのか、両親のほうが折れた。

　条件を出されながらも、めくるは養成所に通わせてもらえることになった。

　そんな条件はないも同然だ。

　めくるも同じ気持ちである。

　所属が難しい、厳しい、と言われるブルークラウンの養成所を選んだのも、めくる自身、本当に声優になれるとは思っていなかったからだ。







「こんにちは。君、かわいいねえ。学生さん？　あ、あたし中なか島じま美み咲さき。よろしくねー」

「え？　あー……、藤ふじ井い杏あん奈な、です。よろしくお願いします」

「あ、タメ口でいいよ？　あたしのが年上だろうけど、同期じゃん？　仲良くしようよ」

　ビリビリとした緊きん張ちよう感かんのある養成所で、ナンパのように声を掛かけてきたのが彼女──、後に夜よ祭まつり花はな火びと名乗る女性との出会いだった。

　一回目の講習は挨あい拶さつ程度だったが、その時点で養成所は険しい空気に包まれていた。

　講師が最初から、「養成所に通っていても、事務所に所属できる人間はごくわずか」

「だけど所属できて、ようやくスタート」

「所属するのも難しいが、声優を続けていくのはもっと厳しい」

「甘い考えをしているなら来ないほうがいい」と、散々に脅おどしたからだ。

　めくるも全く人のことは言えないが、「声優になろっかな～」くらいの軽い気持ちでやってくる人が後を絶たないらしい。

　生半可な覚かく悟ごで来ているなら、時間の無む駄だ。

　本気で声優を目指すなら、死しに物もの狂ぐるいでだれよりも抜ぬきん出でる必要がある。

　競争することになる。

　講師の言葉で引ひき締しまり、意識が芽生え、未知の空間で周りの様子を窺うかがい合あう。

　その中で花はな火びが気さくに声を掛かけてくれたのは、めくるにとっても救いだった。

　花はな火びとは妙みように馬が合った。

　講習が終わると、近所のファミレスでしゃべるのが恒こう例れいになる。

　ふたりともお金がないので、ドリンクバーとポテトだけを注文し、それをゆっくり食べながら話はなし込こんだ。

「まーでも。友達ができてよかったよ。あたしさぁ、ひとりで上京してきたから。こっちに知り合いいないし、途と方ほうに暮れてたんだよね」

　花はな火びは、にひっと人ひと懐なつっこい笑えみを浮うかべる。

　後々知ったことだが、花はな火びはだれに対してもフレンドリーだけれど、あまり踏ふみ込こむタイプではなかった。

　養成所で声を掛かけてきたのは、彼女自身、孤こ独どくに参っていたのかもしれない。

　学生のめくるには、「友達がいない」という状じよう況きようは想像できないことだ。

　なんとなくおそろしくて、めくるは話を流した。

「上京かぁ。やっぱ東京って家賃高いの？」

「たっかいたっかい。最初、騙だまされてるのかと思ったもん。今度うち来る？　せんまいのに家賃だけは一丁前でさー」

　年上の女性と敬語もなしで、そんなふうに話す。それはとても新しん鮮せんな体験だった。

　養成所に通うのは、楽しかった。

　電車で二時間も掛かかるのは大変だったけど、声優になるための講習は刺し激げき的てきだったから。

　座学も楽しいけれど、何よりも実技に胸を躍おどらせた。

　だって、マイクの前に立つのだ。

　今まで家でこっそりやっていた演技の真ま似ね事ごとを、人前で大っぴらに披ひ露ろうする。

　マイクの前で声を作り、映像に合わせて感情をコントロールし、無音の世界に自分の声を吹ふき込こんでいく。

　憧あこがれた声優たちと同じことをする。これ以上に楽しいことなんてなかった。

　演技を聞いた講師が、厳しくも的確に指導してくれる。

　その講師が、自分の知っている声優だったときもあった。

　養成所の出来事ひとつひとつが、めくるに酩めい酊ていするような幸福感をもたらす。

　少しくらい通うのが大変でも、全く気にならなかった。

　カレンダーで次の受講日を見つめ、指折り数えて鼻歌を口ずさむ。

　友人からは、「もしかして、彼かれ氏しできた？」と訊きかれるほどに、さながら恋こいする乙おと女めのようであった。







　驚おどろいたのは、憧あこがれが思いも寄らぬ方向に転んだことだ。

「……ん。藤ふじ井いと中なか島じま、いい感じだね。この調子で頑がん張ばってください」

　養成所に通って半年ほど経たった頃ころ、演技を聞いた講師がぽつりとそう言ったのだ。

　思わず、花はな火びと顔を見合わせてしまった。

　普ふ段だんあんなにも厳しい講師が、素す直なおに褒ほめてくれるなんて。

「……はい。ぼっとしない。次！」

　講師が取とり繕つくろうように手を叩たたき、マイクの前から退くよう言われる。

　それで、本当に評価されているんだ、と実感できた。

　こんなに嬉うれしいことはない。

　めくるは声優に憧あこがれ、彼女たちの真ま似ねをしていただけだ。

　好きな声優の演技を研究し、練習し、ひたすら没ぼつ頭とうした、何の工く夫ふうもない愚ぐ直ちよくな努力。

　でも、その憧あこがれが形になった気がした。

　同期の中では、花はな火びとめくるが最も評価されていた。

　周りからは羨せん望ぼう、時には嫉しつ妬との目で見られることが多くなり、それは卒業が近付くほどに顕けん著ちよになった。

　事務所が運営する養成所を卒業しても、必ずしもその事務所に入所できるわけではない。

　それどころか、ブルークラウンのオーディションはほかよりも厳しい。

　講師には何度も何度も、口くち酸すっぱく聞かされていた。

　だからこそ、いよいよオーディションが近付いてくると、空気がぴぃんと張りつめる。

　自分たちは、本当に所属できるのか。声優になれるのか。

　不安と期待が充じゆう満まんする。

　そして、『あのふたりなら入れるんじゃないか。いや、彼女たちでも無理ではないか』。

　花はな火びとめくるを指して、そう囁ささやかれることもあった。

　花はな火びは「自分のことだけ心配してりゃあいいのに」と不満そうだったが、それは違ちがう。

　彼女たちは自身を心配するあまり、こちらに目を向けている。

　卒業間近、花はな火びとめくるは同期の中で一、二を争うと言われていた。

　もし、そのめくるたちが無理だったら、ほかの人たちはもっと厳しい。

　現実の壁かべは自分たちが想像した以上に分厚く、高く高くそびえ立つ。

　めくる自身も、その壁かべに恐きよう怖ふしていた。

　諦あきらめる覚かく悟ごもあった。

　親からは「オーディションに落ちたら、もう諦あきらめるんだよ」と諭さとされている。

　当初の約束を守り、そのとおりにするつもりだった。

　人生を賭として戦えるほど、憧あこがれは覚かく悟ごに変わらない。

「自分は声優になれなかった」と寂さびしい思いを抱かかえながらも、ただの声優ファンに戻もどる。

　花はな火びはどうかわからないが、めくるはきっぱりと諦あきらめるつもりだった。

　オーディションが近付いても、花はな火びとは不自然なくらいそのことについて触ふれなかった。

　しかし、たった一度だけ。

「あのさぁ、杏あん奈な。もし、杏あん奈なだけオーディションに受かっても、気にせずに入所してよ」

　目も合わせないまま、花はな火びは独り言のように呟つぶやいた。

　そんなこと言わないでよ、とは返せなかった。

　それは、「あなたが落ちても、自分は入所するから」という宣言でもある。

　めくるは黙だまって頷うなずくしかなかった。







　しかし、そんな心配をよそに、めくると花はな火びはあっさりとオーディションに合格した。

　自室でくつろいでいるときに電話が掛かかってきて、さらっと合格を告げられたのだ。

「詳しよう細さいは書類見てもらったらわかるから。送っておくね。また電話する」

　そう簡素に告げられ、一方的に電話を切られた。

　後から聞いた話によると、「どうせこのときに詳しよう細さいを説明しても、浮うかれて聞いちゃいねーから。落ち着いた頃ころにまた電話するの」とのことだった。

「合格したの……？　本当に……？　え、夢……？」

　しかし、本人としては当とう惑わくするしかない。

　そんなふうに首を傾かしげていたら、すぐに花はな火びから着信があった。

　ふたり揃そろって無事に合格したらしい。

　両親は微び妙みような顔をしていたが、ひとまずめくるは部屋でこっそり泣いた。

　このとき、めくるはまだ高校生だった。

　高校生であるからこそ、両親は活動に大きく反対しなかったのかもしれない。

『卒業までに現実を見てくれれば』。そういう空気があったことは否いなめない。

　めくる自身も、その可能性は十二分にあると思っていた。

　そんなに上う手まくいくはずはない。甘くない。

　すぐに挫ざ折せつするかもしれない。

　そう自分を律しようとしたが、どうしても期待に胸を膨ふくらませてしまう。

　事務所に花はな火びと向かう際、彼女はまさしくその言葉を口にした。

「ねぇ、杏あん奈な。あたしたち、養成所で一番上う手まいって言われてたじゃん」

「自分で言うのは恥はずかしいけど、そうね。評価されていたのは、わたしと美み咲さきだった」

「で、今。声優事務所でかなりの大手、ブルークラウンに入所が決まったわけじゃん」

「そうね。ブルークラウンはおっきい。すごい声優もいっぱい抱かかえてる」

「……ねぇ、これさ。もしかして、イケちゃうんじゃない!?　あたしたち、上う手まくいくんじゃない!?」

「早いって。まだスタートラインにも立ってないんだから」

「そう言う杏あん奈なだって、にやけているくせにぃ」

　きゃっきゃとはしゃぐ姿は、まぁまぁ新人らしかったと言える。

　いやまぁ、ここまで条件が揃そろえば、十代の女の子が勘かん違ちがいするのも仕方がない。

　藤ふじ井い杏あん奈なも中なか島じま美み咲さきも、養成所の中では抜ぬきん出でていた。

　けれどそれは、周りと比べれば、というだけ。

　声優業界の荒あら波なみは、その程度の評価は簡単に飲み込んでしまうのだ。







　事務所に入って、初めて先せん輩ぱいに挨あい拶さつしたのは歓かん迎げい会かいのときだった。

　毎年、事務所が催もよおしてくれるらしい。

　とてもオシャレなお店を貸し切り、所属している声優や社員がお酒と食事を楽しむ。

「新人はここで、偉えらい人や先せん輩ぱいに挨あい拶さつしていくの。まぁ最初の仕事かもね」

　苦く笑しようしながら教えてくれたのは、担当マネージャーの吉よし沢ざわだ。

　三十代の大人っぽい女性で、一から丁てい寧ねいに指導してくれている。

　幸い、花はな火びも同じ担当で、歓かん迎げい会かいにもいっしょに来てくれた。

　花はな火びと吉よし沢ざわに挟はさまれているので、多少は緊きん張ちようもマシになると期待していたのだが。

　店の中に入った瞬しゆん間かん、まるで意味を成なさないと思い知った。

　めくるにとって目も眩くらむような光景だったからだ。

　お店にはたくさんのテーブルが並び、それを囲む大人たちがいる。

　そこに、めくるのよく知る声優たちが座っているのだ。

　おまけに、お店は高級そう。

　ただでさえ会社の歓かん迎げい会かいなんて、学生のめくるには怯ひるむイベントだ。

　さらには大好きで大好きで、「この人たちがいるから、ブルークラウンに入りたかったんだ！」と叫さけびたくなる声優がいっぱいいる。

「ぶ、ブルークラウン・オールスター祭……、ち、チケット何万円するの……？」

「お、落ち着け杏あん奈な。イベントじゃないから。歓かん迎げい会かいだから」

　立たち眩くらみを覚えためくるを花はな火びは支えるが、彼女の手も震ふるえていた。

　これはとんでもない初仕事だ……。

　吉よし沢ざわが手を引いて挨あい拶さつ回まわりを進めてくれたが、上う手まくいったとはとても言えない。

　何度、「緊きん張ちようしなくていいよー」と笑われただろうか。

　その中で、こんな話をしてくれた先せん輩ぱいがいた。

「藤ふじ井いさんに中なか島じまさんね。よろしくよろしく～。ふたりはデビュー前なんだよね？　吉よし沢ざわさん、芸名は決めたの？」

「あぁいえ。その手の話は、まだしてないですね」

　既すでにだいぶお酒を召めしていた先せん輩ぱいに、吉よし沢ざわは苦く笑しようを返す。

　多少は空気に慣れてきた花はな火びが、そこで首を傾かしげた。

「芸名のほうがいいんですか？」

「絶対！　芸名のがいい！　芸名にしときな！」

　花はな火びの問いかけに、先せん輩ぱいは大きく声を上げる。

　ビシッと人差し指を向けて、胡う乱ろんな声で告げた。

「あたしは芸名にしとけばよかった、ってずっと後こう悔かいしてるから」

「特にこだわりはないですけど……、本名ってそんなに支障があるんですか？」

「あるね。ありまくり。売れたとき、割と困るよー。宅配便もそうだし、なんかの書類も思い切り声優としての名前を書くわけじゃん。相手があたしを知ってることもあるのよ。『もしかして、声優さんですか？』って訊きかれんの。面めん倒どうくさくない!?　気ぃ遣つかうしさあ」

　ぐらぐらとグラスを揺ゆらしながら、先せん輩ぱいは言う。

　隣となりで別の先せん輩ぱいが「飲食店とかでは偽ぎ名めい使うけどねー。これ声優あるあるね」と笑っていた。

　そういうものらしい。

　確かに、煩わずらわしさはありそうだ。

　売れる売れないはともかく、芸名で避さけられる問題があるなら、考えておいてもいいかもしれない。

　吉よし沢ざわも「そのほうがいいね」と頷うなずいていた。

　……それはそうと。

　めくるはさっきから一言も口が利きけないでいた。

　酔よった女性の先せん輩ぱいから隣となりに座るよう促うながされ、ずっと肩かたを組まれているからだ。

　めくるがまだ学生ということもあって、可か愛わいくて仕方がないらしい。

　男性陣じんはその辺り気を遣つかっているようだが、女性陣じんは気軽にスキンシップしてくる。

　ある意味、めくるは男性より女性声優のほうが緊きん張ちようする。

　大好きで仕方がない、画面の向こう側の存在がこうして接せつ触しよくしてくれるのだから。

「ねぇ、杏あん奈なちゃんもそう思うでしょぉ～？　名前までそんなにかわいいけどさぁ、学校でバレたら面めん倒どうくさいと思わない～？　どう？」

「ぁ……、ぁっす……、そぅ、思ぃ、ます……」

「ぬははは！　顔真っ赤～！　そんなに緊きん張ちようしなくていいって！　かわいいな～！」

　赤くなるばかりで何も言えず、ただただ小さな音を漏もらすことしかできない。

　だって推おしのお渡わたし会に行って、急に肩かたを組まれたらどうする？　死ぬでしょ？

　体温が上がって頭がぽわぽわしてきて、めくるはこのときお酒も飲んでいないのに「酔よう」という感覚を味わった。

「杏あん奈なちゃんたちも二次会行くでしょ～？」と誘さそわれたが、吉よし沢ざわが「ふたりは未成年なので」と断ってくれた。

　一次会で既すでに満まん身しん創そう痍いだったから、正直助かった。

　帰りは花はな火びに肩かたを貸してもらい、駅まで送ってもらう。

「……杏あん奈なさぁ。この調子で大だい丈じよう夫ぶ？　これからいっしょに仕事していくっていうのに」

「無理……。いや、ちょっと何か考える……。このままじゃまずいわ……」

　花はな火びに介かい抱ほうされながら、駅まで歩く。

　ふらふらにはなったが、心は満たされていた。

　遠いはずの世界の人たちと、会って、言葉を交かわした。

　とんでもない体験だ。

　もう子供じゃない、なんて錯さつ覚かくするには十分な、充じゆう実じつした時間だった。







　大人の世界を知って、声優の世界に足を踏ふみ入いれ、めくるはふわふわと浮うかれていた。

　授業中、ぼうっと「芸名ってどんなのがいいかなあ」と考えたり。

　先生に注意されて、周りから笑われたり。

　ある日、事務所に呼び出され、学校帰りにそのまま電車に飛び乗った。

　制服を着き替がえる間もなく往復四時間の電車移動はしんどいが、それさえも楽しめた。

　呼び出された理由もとてもワクワクするもので、乗車中もずっと顔がにやけそうになる。

　その日の話は、仕事に関しての説明。

　そして、芸名についてだ。

「ふたりの芸名はこれでいくから。そのうちサインも考えないとね」

　三人が集まった会議室で、吉よし沢ざわがホワイトボードに文字を記していく。

『柚ゆ日び咲さきめくる』

『夜よ祭まつり花はな火び』

「………………」

　それを見てから、思わず花はな火びと顔を見合わせた。

「あ、ごめん。電話だ」

　その先の説明を聞きたかったが、吉よし沢ざわはスマホを持って退出してしまった。

　改めて、ふたつの名前をまじまじと眺ながめる。

　そのまま、ぽつりと呟つぶやいた。

「……あたし、芸名って自分でつけると思っていろいろ考えてたんだけど」

「わたしも。画数まで調べちゃったよ」

　いくつか候補まで絞しぼったのだけれど。

　自分で自分の名前を考えるのは気き恥はずかしかったが、それなりに気に入る名前ができた。それをお披ひ露ろ目めできないのは、残念なような、ほっとしたような。

　その照れくささを隠かくすように、芸名にやいのやいのと野次を投なげ掛かけた。

「ていうかわたしの、これなんて読むの？　ユズビサキ？　呼びづらくない？」

「んー……？　あ、これ『ゆびさき』じゃないの。下はめくるだし。ゆびさきでめくる」
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「ダジャレじゃん」

「それを言うなら、あたしもあんまり変わらないよ。夜よ祭まつり花はな火びって。どうなの」

　これが、自分たちのもうひとつの名前。

　そう考えると、何とも落ち着かない。

　けれど、相方の名前については冷静に意見が言えた。

「……でも、美み咲さき。割と似合ってるよ。夜よ祭まつり花はな火び。美み咲さき、花はな火びって感じするし」

「え、そう？」

　花はな火びは意外そうに目を丸くし、ホワイトボードの名前をじっと見つめ直した。

　そうかな、そうかなー……？　としきりに首を捻ひねったあと、今度はこちらに目を向ける。

「それを言うなら、杏あん奈なのほうが似合ってない？　めくるって。ひらがなで何かかわいいし、杏あん奈なもめくるーって感じする」

「そう……、かな」

　柚ゆ日び咲さきめくる。

　しばらく眺ながめてみるが、これが自分の名前だなんて実感は湧わかない。

　でも確かに、かわいい気はする。

　悪くない。

　……いや、むしろ、いいかも。

　お互たがい、そんなふうに気に入り出したのかもしれない。

　しばらく黙だまり込こんで名前に見入ってしまった。

　その空気をごまかすように、花はな火びがふざけて口にする。

「結構いい感じなんじゃない？　ねぇめくる」

「なによ花はな火び」

「めくる」

「花はな火び」

　その響ひびきがくすぐったくて、しばらく声を殺して笑ってしまった。

　別の名を名乗るのもそうだが、友人を違ちがう名前で呼ぶのもなんだかこそばゆい。

　未知の感覚を楽しんでいたが、ふと気が付く。

　ちょっとした不安が芽生えたのだ。

「これが芸名ってことは、現場では美み咲さきのことを花はな火びって呼ばなきゃいけないのか」

「そうねえ。いやー、大だい丈じよう夫ぶかな。うっかり本名呼んじゃいそう。現場ならまだいいけど、イベントとか人前に出る仕事が被かぶったらヤバくない？　ぽろっと出そう」

　具体的でわかりやすい例だ。

　声優が壇だん上じように上がったり、人前に姿を見せるのはごくごく当たり前になっている。

　もし、同じステージに立ったり、番組がいっしょになったら。

　気を張っていても、咄とつ嗟さには普ふ段だんの癖くせが出るものだ。

『あ、みさ……、花はな火び！』と言いい間ま違ちがえる可能性は十分にある。

　その光景を思おもい浮うかべていると、自然とこんな言葉が漏もれ出でた。

「……普ふ段だんから、芸名で呼び合ったほうがいいかもね」

「そうすっかぁ。ちょっと照れくさいけど、失敗するよりはいいもんね。ねぇめくる」

「なによ花はな火び」

「めくる」

「花はな火び」

　さっきと同じやりとりをして、くすくすと笑い合う。

　しばらくそれを楽しんでいると、吉よし沢ざわが部屋に戻もどってきた。

　芸名の話だけでも十分に刺し激げき的てきだったが。

　次に吉よし沢ざわの口から出てきた話は、それを上回っていた。

「これから受ける、オーディションの予定を話していくね」

　オーディション。

　これに合格すれば、自分の声が作品に吹ふき込こまれる。

　憧あこがれた声優の世界に、本当に足を踏ふみ入いれる。

　今までずっとともにしてきた名前ではなく、新しい名前といっしょに。

　それを実感すると、心が震ふるえた。

　あぁわたしは本当に声優になるんだ、と。







　ただ。

　月並みな表現をすると、現実はそんなに甘くはなかった。

　柚ゆ日び咲さきめくるのデビュー作は、『カラメル高こう校こうプリン部ぶの栄えい光こう』。

　ブルークラウンの事務所の力か、あっさりとデビュー作は決まった。

　ただし、演じるキャラクターは〝生徒Ｂ〟。

　単発での出番で、セリフも少ない。重要な役どころでもなかった。

　それに不満があるわけじゃない。

　ガヤやモブをやるなんて当たり前だし、現場に立てるだけで嬉うれしかった。

　スタジオに行って、アフレコブースの重じゆう厚こうな扉とびら、並ぶ立派なマイク、ミキサールームを見たときは感動した。

　スタッフに挨あい拶さつして、声優の先せん輩ぱいに挨あい拶さつして、あたふたするのは堪たまらない体験だった。

　中にはやさしく声を掛かけてくれる人もいて、胸がいっぱいになった。

　ただ、一いつ生しよう懸けん命めい練習して宝物のように大事にしていたセリフが、すぐに「はいオッケーです」と言われて出番が終わるのは、ちょっとだけ寂さびしかった。

　でも、その寂さびしささえも貴重なものだと、すぐに気付くことになる。

　次にそのチャンスを摑つかむのに、多大な努力が必要だったからだ。

「あ！　待って待って待って……！　あー……、行っちゃった……」

　無情にも扉とびらが閉まり、乗ろうとした電車は元気よく夜を走っていく。

　それを見送ると、はあ、とため息がこぼれた。

　ホームは閑かん散さんとしていて、人の気配がほとんどない。月がやけに輝かがやいて見えた。

　仕方なく、冷たいベンチに腰こしを下ろす。

　その途と端たんに激しい風が吹ふいて、目を瞑つぶった。

　風が強くて鬱うつ陶とうしい。

　セーラー服がバタバタと揺ゆれるせいで、めくるはぎゅっと身体からだを抱だいた。

　次の電車が来る時間を調べて、再びため息を吐つく。

　ここから二時間掛かかるっていうのに、帰る頃ころには何時になるんだろう。

　学校が終わってダッシュで駅まで向かい、制服のまま電車に飛び乗った。

　電車の中ではメモを見つめて、何百回と練習したセリフを頭の中で反はん芻すうする。

　そこまで準備して時間を掛かけても、オーディションで演じる瞬しゆん間かんはびっくりするほど短い。

「はい、ありがとうございますー」と言われ、さっさとスタジオをあとにした。

「このために四時間かぁ……」と考えると、途と方ほうもない疲ひ労ろう感かんに襲おそわれる。

　これで受かれば苦労だとも思えないが、そう簡単に役は取れない。

　うつらうつらしているうちに電車がやってきて、めくるは慌あわてて乗り込んだ。

　帰りの電車は疲つかれた社会人でいっぱいだ。

　それに交ざって吊つり革かわに摑つかまっているうちに、眠ねむくなって目を擦こすった。







「オーディション？　受かってない受かってない。ぜんぜんダメだよ。受けてはいるけど」

　花はな火びはトンカツにかじりついたあと、笑いながら手を振ふった。

　ある日の日曜日。

　オーディションを受けた帰りに、花はな火びと遅おそめのランチの約束をしていた。

　良いいお店がある、と連れてこられたのがこの定食屋だ。

　東京だから、てっきりオシャレなお店に連れて行かれると思っていたが。

「ここ、ご飯がおかわり自由だし、量も多くておいしいのに安いんだよね。そんでカツがめちゃくちゃ美う味まい！　あ、おばちゃんトンカツ定食大盛りで！」

　花はな火びが嬉うれしそうに注文するので、めくるもカツ丼どんを頼たのんだ。

　すると、トンカツがこんもりと盛り上がり、黄色い卵からほくほく湯気が立たち昇のぼる、そんなカツ丼どんが現れた。

　花はな火びのほうも、わらじのように巨きよ大だいなトンカツが皿を占せん領りようしている。ご飯も山盛りだ。

「食べ切れなかったら、あたしが食べるから」

　そう笑って、花はな火びはサクサクとトンカツを食べ始めた。

　大きなカツの塊かたまりが、花はな火びの口の中に消えていく。

　めくるがおそるおそるカツ丼どんに箸はしを入れると、出だ汁しの香りがほわっと浮かんだ。

　口に運ぶとじゅわっとカツの風味が広がり、やさしい卵の味が追いかける。

「あんな……、めくる。ここのカツおいしいでしょ」

「うん……」

　おいしい。量が多すぎるので、手伝ってもらうことになりそうだが。

　この量と味でほかのお店より安いのだから、かなりお得だ。

　花はな火びは満足そうにご飯を頰ほお張ばっている。

「あたし人より食べるからさー、こういう量いっぱいのお店はありがたくてありがたくて。おばちゃん、いつもありがとねー」

　花はな火びが声を掛かけると、はいよー、と小気味よく返ってくる。

　めくるもカツを摘つまみ上あげて、パクッと口に運んだ。

　お腹なかいっぱいになるのは間ま違ちがいないし、財さい布ふもそこまで痛まない。

　正直、ほっとした。

「わたしもあんまりお金ないから、助かる」

　オシャレなお店に興味がないわけじゃないが、今の財さい布ふ事情では厳しい。

　ランチで二千円も三千円も使うのは避さけたかった。

　大人になったつもりでも、金銭感覚は全く変わっていない。

　声優としての報ほう酬しゆうは雀すずめの涙なみだなのに、出費ばかりがかさんでいく。

　今日だって、母から「お昼代」として千円もらったけれど、ただの学生のときよりもよっぽどお金を出させている。にも関わらず、自由に使えるお金は以前より減っていた。

　財さい布ふの中の小こ銭ぜにをチャリチャリ確かく認にんするのは、気が滅め入いる。

　しかし、花はな火びが同じような悩なやみを抱かかえているのは意外だった。

「でもみさき……、花はな火びって、普ふ段だん働いてるんじゃなかった？　もっと生活に余よ裕ゆうがあるもんだと思ってたけど」

「んなこたぁねえ。東京で暮らすのは大変だよ。こっち来て思い知ったね」

　花はな火びは箸はしを揺ゆらしながら、大きなため息を漏もらした。

「働いてるって言っても、所しよ詮せんバイトだしさ。収入に対して支出が合ってないのね。だから必死こいてバイトするんだけど、オーディションって急に決まることもあるじゃん？」

「あるね。明日行ける？　って言われたときはびっくりした」

「平然と言ってくるもんね。バイトあるから無理っすー、なんて言いたくないから受けるけど。代わりにバイトを休むと、店長にはめっちゃ嫌いや味み言われるし、オーディションには受からないし、お金ももらえないし。いやぁ、しんどいわ。そのうちクビになるかもしれん」

　わはは、と笑う花はな火びの顔には、陰かげりがある。

　明るく言っているが、めくるが想像しているよりも辛つらい状じよう況きようなのだろう。

「はー、世せ知ち辛がらい世せ知ち辛がらい、泥どろくさい泥どろくさい。ご飯をお腹なかいっぱい食べることだけが楽しみだね」と花はな火びはカツを口いっぱいに頰ほお張ばる。そのときだけは幸せそうだった。

「……わたしもお腹なかいっぱい食べよ」

「そうしなそうしな。めくるはまだまだ成長期だし、いっぱい食べるといいさ」

　愚ぐ痴ちをこぼし合いながら、安くておいしいご飯にかじりつく。

　そんなある日、めくるに転機がやってきた。







『めくる！　これはチャンスだから！　とにかく集中して！　なんとか、なんとかもぎとってくるんだよ！』

　マネージャーの吉よし沢ざわから、鼻息荒あらい電話が掛かかってきた。

　電話の内容は、オーディションのオファー。

　テレビアニメのオーディションに呼ばれたのだ。制作側から指名されたらしい。

　オーディションのオファー自体は珍めずらしくないし、特別喜べるものでもない。

『試ためしに声を聴きいてみたい』くらいの温度感で呼ばれることもあれば、合格が確約というわけでももちろんない。

　けれど、めくるにオファーがくるのは初めてだったし、吉よし沢ざわの話だと感かん触しよくがいいそうだ。

　現実感のないふわふわとした心持ちで、めくるはそれを聞いた。

『前に、オーディション受けたでしょ？　荒あれ狂くるう～、の。そうそう。音おん響きよう監かん督とくがめくるのこと覚えてて、新作のオーディションをぜひ受けてほしいって。声優は若めの子で固めるらしいんだけど、めくるの声がぴったりなんだって！　結構な役だよ！　受かったら大金星！』

　吉よし沢ざわが興奮するのも仕方がないくらい、良いい条件だった。

　早さつ速そく資料を送ってもらった。

　タイトルは、『灰はい色いろの街まちが呼よんでいる』。赤ずきん役。

　現代を舞ぶ台たいにしたシリアスなファンタジーで、めくるの受ける役は主人公の親友役。

　物語の重要な秘密を握にぎるキャラクターだ。

　この作品に受かり、演技が認められれば、その先も呼ばれる可能性がある。

　胸むねの奥が痺しびれるような感覚に陥おちいり、じわじわと喜びが広がった。

　もしかしたら、この作品がきっかけで自分も声優らしくなれるかもしれない。

　憧あこがれた、たくさんの声優たちのように。

　話をもらってから、この役一点に心血を注いだ。

「自分が絶対にこの役をやるんだ」という気き概がいを持って、資料を読み込み、ひたすらに練習を重ね、マネージャーや花はな火びにも協力してもらって、限界まで仕上げた。

　これ以上はないくらいに。

　そして、オーディション当日。

　程ほど々ほどの緊きん張ちよう感かんを持ち、「これだけやってダメなら、もうどうにもならない」という一種の開き直りが、めくるのコンディションを高めていた。

　受からなくても、悔くいはない。

　けれどこの時点では、赤ずきん役は自分にうってつけだと思えた。

　オーディション会場の静かな廊ろう下かを、落ち着いた気持ちで歩いていく。

　理想的な状態だった。きっと、満点の演技ができる──。

「あれ。もしかして、めくるん？」

　突とつ然ぜん、後ろから声を掛かけられた。

　振ふり返かえると、見知った女性がこちらに手を振ふっている。

　ゆっぴーだ！

　ティーカップ所属の女性声優で芸歴は三年目名前は松まつ浦うら唯ゆい奈なデビュー作は『ホワイト・リボン』の敵チーム選手新人とは思えない演技力とサバサバした性格が人気で今注目されている新人声優でやったー見られて嬉うれしい私服かわいいうわあ脳のう裏りに焼き付けておこう！

「おはようございます、松まつ浦うらさん」

　慌あわただしい内心を悟さとられないよう、めくるはにっこり笑って挨あい拶さつを返す。

　愛あい想そはよく、かといって親しみやすくはなく、あくまで表面上で受け流す。

　これが、めくるが声優をやっていくうえで身に付けた処世術だ。

　徹てつ底てい的てきに公私を分けて、相手に踏ふみ込こませない。

　踏ふみ込こまれたら死んでしまうからだ。

　当然としか言いようがないが、この仕事は声優と接することが多い。

　そのだれもが憧あこがれの声優ばかりで、素の自分で話せばきっとふにゃふにゃしてしまう。

　絶対に支障が出る。

　だからこうして、壁かべを作ることでなんとか柚ゆ日び咲さきめくるを保っているのだ。

　ゆっぴーこと松まつ浦うらは、以前、現場でやさしくしてくれた先せん輩ぱい声優だ。

　こうして気さくに話はなし掛かけてくれるなんて、身み悶もだえしそうなほどの幸福である。

「めくるんもオーディション？　灰はい色いろの～、かな？」

「あ、そうです。今からで」

「そうなんだ！　ふたりとも受かるといいねえ」

　彼女はやわらかく微ほほ笑えむ。

　そうなったら、本当に嬉うれしい。またいっしょに仕事をしたい。

　けれど、めくるはあることに気付いてしまう。

　声優好きであるからこそ、彼女をよく知っているからこそ、気付いてしまった。

　愕がく然ぜんとしているうちに、松まつ浦うらは話を進める。

「すっごく良いい仕事だもんね。わたしもこれ、本当に受かりたくて。こんなに、やりたいな～！　と思った役も久しぶり。だから、頑がん張ばる。めくるんも頑がん張ばって！」

　清すが々すがしいくらい、まっすぐな目をしていた。活力に溢あふれていた。

　彼女は本当に、この役に受かりたくて備えて来たのだろう。

　自分と同じで。

　もう既すでに答えはわかっているのに、めくるは訊きかずにはいられなかった。

「あの、松まつ浦うらさん。松まつ浦うらさんは、何役で受けるんですか……？」

「ん？　赤ずきん役！」

　去り際に元気よく答えると、松まつ浦うらは廊ろう下かの奥へ消えていった。

　あぁそうだろう。

　彼女なら、赤ずきん役がぴったりだ。

　好きな声優が受ける役と、自分が狙ねらっている役が同じ。

　そんな当たり前にあり得るだろう事こと柄がらに、めくるは凄すさまじく打ちのめされていた。

「……………………」

　近くにあったトイレに、堪たまらず逃にげ込こんだ。

　心がぐらつく。動どう揺ようしている。

　このままオーディションを受ける気にはなれなかった。

　どうしようもない事実が、めくるの大事な部分を押おし潰つぶそうとしている。

　松まつ浦うら唯ゆい奈なより、柚ゆ日び咲さきめくるのほうが赤ずきん役に相応ふさわしい。

　そんなことは絶対に言えない。

　めくるはそうは思えない。

　だというのに、めくるは今から、彼女の演技と張り合わないといけない。

「……………………」

　今まで練習してきたものが、急に色いろ褪あせてぐずぐずに崩くずれていく。

　何より、その事実を受け入れていることが問題だった。

　──もし、松まつ浦うら唯ゆい奈なが赤ずきん役に受かったら、自分はすごく嬉うれしい。

　彼女の声質や演技なら赤ずきんにとても合っているし、彼女がこの作品で飛ひ躍やくするかもしれない。そう考えると、めくるは目を輝かがやかせてしまう。

　それは──、柚ゆ日び咲さきめくるが受かるよりも、よっぽど嬉うれしいことだった。

　受かりたい。頑がん張ばりたい。

　この役は自分がやりたい。

　そういった感情が露つゆと消えていき、声優としての自分が保てなくなる。

　ダメだ、これ以上はダメだ、考えちゃダメだ。

　洗面台に手を突ついて、湧わいて出てきた考えを必死に振ふり払はらう。

　意識しないように堪たえていると、トイレにほかの人が入ってきた。

「あっ……」

　その人は、だれかがいると思ってなかったらしい。こちらに気付いて目を見開いた。

　二は十た歳ちくらいの若い女性だった。

　彼女は顔を逸そらして、足早に個室へ向かう。

　けれどめくるは、鏡越ごしに彼女の表情を見てしまった。

　唇くちびるを強く嚙かみ、無念そうに眉まゆを顰ひそめ、胸の前で両手をぎゅっと握にぎり込こんでいる。

　瞳ひとみには涙なみだが溜たまり、そのままではこぼれてしまいそう。

　雰ふん囲い気きで察する。彼女もまた、新人声優なのだろう。

　そしてここは、オーディション会場だ。

　上う手まく、いかなかったのだろうか。

　力を出し切れなかったのか、それとも要求の水準が高かったのか。

　きっと自分の中で許せないことが起こり、彼女はその悔くやしさに唇くちびるを嚙かんでいる。

「あぁ……」

　声が漏もれる。

　みんな、あんな想おもいを抱かかえているんだろうか。

　悔くやしさで身を焦こがし、ここまで我が慢まんして顔を歪ゆがめ、人から見られそうになったら背そむけて。

　ドクドクと、心臓が嫌いやな音を立てる。

　緊きん張ちようとは違ちがう別の感情が、ずぶずぶと身体からだに浸しん食しよくしていく。

　鏡に目を向ける。

　その中の自分は、ひどい顔をしていた。

　めくるは──、杏あん奈なは。

　このときまでついぞ理解していなかったのだ。

　オーディションとはすなわち、ひとつの椅い子すを大勢で取り合うこと。

　松まつ浦うらのような先せん輩ぱい声優、己おのれの不ふ甲が斐いなさに顔を歪ゆがめる新人声優。

　そしてきっと、自分が大好きな声優と椅い子すを奪うばい合あうことになる。

　めくるは、言えない。

　松まつ浦うらや好きな声優よりも、自分が優すぐれているなんて。

　先ほどの新人声優のように、悔くやしさで顔を歪ゆがめることもできない。

　だれかを蹴け落おとす覚かく悟ごも、自分が優すぐれていると宣言する覚かく悟ごも、何もなかった。

　なんて、場ば違ちがいなんだろう。

　何のために、自分はここにいるんだろうか。

「あぁ……」

　気付けば、オーディションは終わっていた。

　余計なことをぐるぐる考えて、少しも集中できなかった。

　実力を発揮できたところで結果はわからないが、今のような醜しゆう態たいは晒さらさずに済んだろう。

　オーディション結果は、当然のように落ちた。

　チャンスはするりと手の中から抜ぬけていく。

　赤ずきん役に合格したのは、松まつ浦うらだった。

　それに対して、「悔くやしい」と思えないことが問題だった。

　ファンの自分が顔を出し、「松まつ浦うらさん、あんな良いい役取れたんだ！　よかった～！」なんて勝手に喜んでいる。

　好きな声優の成功にはしゃぐのは、ファンらしいと言えるが。

　けれど、めくるは声優だ。喜んでいる場合ではない。

　だというのに、ほかならぬ自分が「別の人が演じるほうがいい」と叫さけんでいる。

　柚ゆ日び咲さきめくるを否定する。

　それはどうしようもないほどに、歪いびつでまっすぐな感情だった。







　ある日、花はな火びから夕飯のお誘さそいを受けた。

　お互たがいが、すっかり芸名で呼び合うのに慣れた頃ころ。

　これまた通うのに慣れた花はな火びの部屋。

　家でたくさんご飯を炊たいて、手て巻まき寿ず司しをお腹なかいっぱい食べよう！　という話になった。

　もりもりご飯を食べている最中、花はな火びが安価なチューハイ缶かんを取り出す。

　彼女は先日、無事に二は十た歳ちを迎むかえた。

「めくるはまだダメ～」

　ご機き嫌げんに笑いながら、花はな火びはプルタブをカシュッと開ける。

　お酒を飲みたいと思ったことはないが、楽しそうに飲む花はな火びはちょっと羨うらやましかった。

「飲み始めて思ったけど、酔ようっていいんだよね。嫌いやなことがあっても、忘れられるし」

　そんなことをぼそりと言う横顔も。

　たっぷりのご飯の上に値引きされた刺さし身みを置いて、口いっぱいに頰ほお張ばる。

　花はな火びは納なつ豆とうを選びながら、思い出したように口を開いた。

「そういえばこの前、偶ぐう然ぜん、尾お谷たにと会ったよ」

「尾お谷たに？　だれ？」

「養成所の同期だよ。覚えてない？　ほら、髪かみくるくるーってしてた子」

「……覚えてない」

「薄はく情じようだなあ。まぁあたしも、声掛かけられてもしばらくわかんなかったけど」

　愉ゆ快かいそうに笑いながら、特大の手て巻まき寿ず司しを持ち上げている。

「で？　その尾お谷たにサンとやらがどうかしたの」

「あー、すんげえ嫌いや味み言われた。せっかく大手事務所に入ったのに、ぜんぜん名前聞かないねって」

「えぇ？　なにそれ。花はな火び、なんかやったの？　昔、横よこっ面つらぶん殴なぐった？」

「養成所時代のあたし、荒あれすぎでしょ。やー、単に負まけ惜おしみじゃない？　今何してんの、って訊きいたら、『違ちがう養成所通ってる』って苦虫嚙かみ潰つぶしたような顔で言われたし」

「……絶対、原因それでしょ」

　めくるはため息を吐つきつつ、お茶の入ったコップを手に取る。

　ブルークラウンに所属できなくても声優の道を諦あきらめ切きれず、別の養成所に通い始めた。

　そんな人がめくるたちに対して、どんな想おもいを抱いだくか。

　わざわざ花はな火びに接せつ触しよくしてくるあたり、その人も色々と行いき詰づまっているんだろう。

　めくるが暗い気持ちになっていると、花はな火びが頰ほお杖づえを突ついた。

　空になった缶かんチューハイを振ふりながら、皮肉げな笑えみを浮うかべる。

「そっちのほうが幸せかもしれないのにね。夢を持ったままでいられるほうがさ」

「そんなこと言ったら、今度こそ殴なぐられるよ」

　そう返しはしたが、めくるも同意見だった。

　自分も、夢見る少女でいたほうが幸せだったのではないか。

　声優への憧あこがれを持ったまま、何も知らずにサイリウムを振ふっていたほうが。

　そうすれば、こんなふうに苦しまずに済んだのに。

「やめたくないよう、声優、続けたいよお……、こんなところで終わりたくない……。悔くやしいよお……、同期で仕事取ってる人もいるのに……」

　安酒を飲みすぎたせいか、花はな火びは机に突つっ伏ぷしてグジュグジュと泣き始めた。

　めくるも花はな火びも、相変わらずオーディションには受からない。

　養成所や事務所に所属したときに見えた光も、今やすっかり失われた。

　ふたりで暗い道を彷徨さまようばかりで、不安と恐きよう怖ふだけが覆おおい被かぶさってくる。

「……普ふ通つうは、そう思うべきなんだろうな……」

　未来に怯おびえる花はな火びを見ながら、めくるは小さく呟つぶやく。

　オーディション会場で見た新人らしき人は、上う手まくいかなかったことを心から悔くいていた。

　松まつ浦うらは、「自分がやりたい！　受かりたい！」と活力に溢あふれていた。

　そうあるべき。そうあるべきなんだろう。

「花はな火びはさ、役を取りたい？」

　問いかけると、花はな火びは顔を上げる。

　泣いた表情のまま、うわ言のように答えた。

「当たり前でしょお。取りたいよ。だから頑がん張ばってるんでしょうがあ」

「わたしと競せり合あうことになっても？」

「あん？　あー……、同じ事務所でもそういうのってあるのかな……。まぁわからないけど、あるなら競せり合あうよ。めくるが相手でも、だれが相手でも。そういうもんでしょ」

「そういうもんだね」

　声優を続けたい。オーディションに受かりたい。このキャラを自分が演じたい。

　だれが相手でも関係なく、容よう赦しやなく蹴けり落おとしてでも役を取る。

　自分よりもほかの人にやってもらいたいなんて、もってのほか。

　そういうもんでしょ。そういうもんだね。

　それができないなら、このまま消えていくしかないのだろうか。

「わたしは……、落第生だ」

　思おもい描えがいてみても、彼女たちのような奮起はどうしてもできなかった。

　こんなとき、花はな火びのようにお酒を飲めれば楽になれたのだろうか。

　たとえ、それが目を逸そらしているだけとわかっていても。







『めくる、明日の生配信、行けないかなあ』

　そんなふうに吉よし沢ざわから電話が掛かかってきたのは、金曜日の夕方だった。

　以前参加したソーシャルゲーム、『月げつ光こうのアルカディア』の生配信番組が、明日の夜からあるそうだ。

　ゲームの情報や今後の展開など、紹しよう介かいする番組が組まれるのはよくあることだ。

　それに出演声優が出るのも珍めずらしくない。

　しかし、めくるが番組に出るよう言われたのは初めてだった。

　なぜなら、めくるはとても呼ばれるようなキャラを演じていない。

　しかも、明日だなんて急すぎる。

「わたしが？　なぜ……？　どうかしたんですか」

『北きた村むらさんが出る予定だったのよ。でも体調不良で、急きゆう遽きよ出られなくなっちゃってね？　で、うちから行けそうなのがめくるしかいなくて』

「あー……」

　こういうピンチヒッターがあることは、話には聞いていた。

　ラジオ、配信番組に出られなくなったとき、同じ事務所の人間が代役に駆かり出だされる。

　めくるも、リスナー側で何度かその場面に遭そう遇ぐうした。

　仕事がもらえるのなら、突とつ然ぜんの代打でも構わない。ありがたい。

　けれど、懸け念ねんがあった。

「これ、わたしでいいんですか？　わたしのキャラ、プレイアブルどころかレギュラーですらないですけど」

『イベントでやられちゃうゲストキャラだねー！　まぁ大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。めくるはニコニコしてるだけでいいし』

　それはそれでどうなんだ？　と思いながらも頷うなずく。

　翌日、言われるがままにスタジオに向かった。

　配信時間が近付くにつれて、緊張がどんどん高まっていく。

　番組が始まることに対してではない。

　輝かがやきに満ちた、周りを取り囲む人たちに向けてだ。

「お、おー……」

　めくるはひとり、ごくりと喉のどを鳴らした。

　大きなスクリーンを背景に、声優陣じんがカメラの前に座っている。

　前方には主演声優がずらりと並び、ほかの声優もひな壇だんで待機していた。

　スタッフさんたちは何かと忙いそがしそうに動き回り、声優陣じんは番組の始まりを待っている。

　多数の声優がオフの状態で談だん笑しようしていた。

　二代目プリティアである大おお野の麻ま里りを始め、ほかにもよく知る声優が自分の周りに勢ぞろい。

　アフレコとは違ちがった空気感で、だ。

　というか、声優イベントを目の前にしているかのよう。

　最前列を超こえた最前列では……？　最中列？　超ちようＳ席？　関係者席？　あ、関係者だ……。

　とにかく、とんでもない席に案内されてしまった……。

　しかも、配信前のオフの状態まで見られる……。え、ダメだろ、こんなの……、見ちゃダメなやつだろ……。見るけど……。めちゃくちゃ見るけど……、見るけども！

　幸せすぎる空間にフワフワしつつ、めくるは自分の席で待機していた。ひな壇だんの一番端はしだ。

　すると、隣となりの女性に話はなし掛かけられた。

　長い黒くろ髪かみとセンスのいい眼鏡が似合っており、落ち着いた雰ふん囲い気きを持つ女性。

　トリニティ所属、秋あき空そら紅葉もみじだ。

「柚ゆ日び咲さきさん、北きた村むらさんの代打だそうですね。急に呼ばれるなんて、大変ですよね」

　せ、声優さんに話はなし掛かけられてる！

　そんなファンサあり!?　えぇ!?　いいの!?　別料金発生しない!?

「はい、体調不良みたいで。この時期、体調崩くずしやすくてこわいですよね」

　めくるは微ほほ笑えみながら言葉を返す。

　外面は完かん璧ぺきだ。どれだけ内心で興奮していても、外には漏もれ出でていない。

　初対面ばかりなので挨あい拶さつして回ったが、大好きな相手でもボロは出さなかった。

　大だい丈じよう夫ぶ。番組はこなせる。

『とにかく愛あい想そよくニコニコしていればいいから』

『もし大喜利が始まったら、置きにいくのが無難』

　吉よし沢ざわからもそう言われている。

　キャラとしても声優としても、めくるの重要度は高くない。

　ただ、邪じや魔ませずにいればいい。

「わたし、柚ゆ日び咲さきさんと同期なんですよ。知ってました？」

「もちろんです。秋あき空そらさんのご活かつ躍やく、すごく見てますし」

　秋あき空そらと雑談をしているうちに、本番の時間が迫せまってきた。

「それでは、本番いきまーす。五……、四……」

　スタッフの掛かけ声ごえが入り、本番に身を引ひき締しめる。

　と言っても、愛あい想そのいい飾かざりに徹てつしようとしていたが……。

　そこで、予想外のことが起きた。

「はーい、アール・ノワール役の大おお野の麻ま里りでーす。……で、だれだお前は！」

　タイトルコールが終わり、出演声優が順々に挨あい拶さつしていく。

　その最中、前にいた大おお野のが急にこちらを振ふり返かえり、大声を上げたのだ。

　こんなの、聞いてない！

　突とつ然ぜんのことでしどろもどろになりながら、「あ、柚ゆ日び咲さきめくるです、あ、ナイナット役です……」と頭を下げる。

　全員に注目され、カメラまでがこちらを向き、緊きん張ちようが一気に高まった。

　それらを全く気にせずに、大おお野のはポンポン言葉を投なげ掛かけてくる。

「北きた村むらは？　北きた村むらはどこいったの？」

「あ、北きた村むらさんは体調不良で……」

「体調不良!?　あらまぁ。それでこんなわっかい子に代打させて家で寝ねてんの？　北きた村むらー、お前偉えらくなったなー！　腹出して寝ねてっからだよ！　ほら、柚ゆ日び咲さきも文句言っときな」

「え、あ、こっちは大だい丈じよう夫ぶでーす……」

　大おお野のに合わせて、カメラ目線で口を開く。

　すぐにほかの声優陣じんが「出たよ大おお野のさんの怖こわいところが」「新人に絡からむのやめなよ麻ま里りちゃん」「そんなんだから後こう輩はいに怖こわがられるんですよ」「おいだれだ今言ったやつ」と賑にぎやかになる。

　それで一気にスタジオの空気が軽くなった。

　ほかの出演者も笑いながら、挨あい拶さつが再開される。

　めくるも肩かたの力を抜ぬいて──、そこで初めて、肩かたに力が入っていたことに気付いた。肩かたの力を抜ぬいて、挨あい拶さつをする。

「ナイナット役の柚ゆ日び咲さきめくるです。よろしくお願いします」

「柚ゆ日び咲さき、コメントで『さっき聞いた』って書かれてる」

「わたしだって、『さっき言った』って思ってますよ」

　大おお野のの言葉に、自分でも驚おどろくくらいするりと軽口を返せた。

　それで周りの声優陣じんも笑ってくれて、コメントも盛り上がりを見せる。

　大おお野ののおかげだ。

　大おお野ののアレがあったから、話しやすい空気に変わった。

　緊きん張ちようでしゃべれなかったはずのめくるが、ぱっと言葉を返せた。

　心がほわほわした温かさに包まれ、番組は楽しく進んでいく。

　そして、大おお野のは事あるごとにめくるへ話を振ふった。

「あ、長は谷せ部べって七年目だっけ？　じゃあ北きた村むらと同期じゃないの？　北きた村むらー、っていねーや。じゃあ柚ゆ日び咲さき、代わりに答えて」

「いえ、北きた村むらさんは六年目ですね」

「答えられるのかよ。詳くわしいな。じゃあ、北きた村むらのデビュー作って何か知ってる？」

「『ふらふうぷ』の桐きり谷がや茉ま奈なです」

「答えられるのかよ！　ちょっとブルークラウン怖こわいんだけど」

「大おお野のさん、北きた村むらさんとアニメで共演したことないって言ってましたけど、一回ありますよ」

「え、噓うそ。何の作品のなに役だった!?」

「『海うみのロンド』の魚ぎよ卵らん役です」

「だれだよそいつ!?」

「あの、いない人の話題で盛り上がるのやめてもらっていいですかね？」

　脱だつ線せんすることも多かったけれど、番組自体はとても盛り上がった。

　本番が終わったあとも、キャスト陣じんやスタッフに笑え顔がおが溢あふれ、空気もとても柔やわらかい。

　めくるもほかの人から、よかったよー、なんて肩かたを叩たたかれた。

「………………」

　大おお野のがいなければ、決して言われなかった。

　めくるが上う手まく話せたのも、笑いを取れたのも、大おお野のが話を振ふってくれたから。

　彼女がめくるを活いかしてくれたのだ。

「おう、お疲つかれー」

　ぽん、とめくるの背中を叩たたいたのは、大おお野のだった。

　彼女は手をひらひらさせながら、そのまま立ち去ろうとする。

「あ、大おお野のさん、ありがとうございました！」

　なんとお礼を言うべきかわからず、とにかく感謝の言葉を伝える。

　すると、大おお野のはふっと微ほほ笑えんだ。

「ま、頑がん張ばれ新人」

　それ以上は語らず、ほかの人たちのほうに向かってしまった。

「……………………」

　胸むねの奥がうずうずと疼うずいた。

　めくるはスタジオから飛び出すと、花はな火びにメッセージを送る。

　今すぐ会いたい。

　そう伝えて、花はな火びの家に向かった。

　夜の街を走っていると、様々な光が輝かがやいて暗い空に浮うかび上あがる。

「なんで、忘れていたんだろう」

　はっは、と息を吐はきながら、呟つぶやく。

　藤ふじ井い杏あん奈なは声優ファンだ。

　好きになった声優を作品ではなく、個人で追いかけるようになった。

　ラジオや配信、様々な番組で声優たちの話を聞いた。

　声優同士の関係性やエピソードトーク、彼女らの話に夢中になった。

　声優を目指したきっかけでさえ、ラジオで聞いた話からだった。

　あそこなら。

　あの場所で、大おお野ののように話すことができれば──。

「花はな火びっ！　ラジオだよ！」

　花はな火びの部屋の扉とびらを開け、とにかく声を上げる。

　当然ながら、花はな火びはきょとんとした顔になった。

「なんだい、めくる。興奮して。急に会いたい、なんてびっくりしたよ。彼女か？」

「彼女面はごめん！　でも聞いて！　ラジオ、ラジオだよ花はな火び！」

「なーに。ラジオがどうかしたの。落ち着いて話してってば」

「ラジオが──、わたしの活いきる道だ」

　花はな火びは首を傾かしげている。

　もどかしさを覚えためくるは、整理し切れていない激情をそのままぶつけた。

「ラジオのトークなら、声優を、相手を活いかせる。その人の魅み力りよくを知っていれば、それを喧けん伝でんできる。伝えられる。声優は魅み力りよくでいっぱい。それはわたしがよく知ってる。そんなわたしだからこそ──、ラジオを通してたくさんの人に伝えられる」

　花はな火びは何かを言いかけて、口を閉じた。

　腕うでを組み、考え込むようにしながら返事をする。

「確かにめくるは声優に詳くわしい。細かいデータやいいところを挙げられるだろうさ。それはわかるけど、それをラジオでやって面おも白しろいかなあ……？」

　めくるはその返事に頰ほおを緩ゆるめる。

　ここで頷うなずかない〝相方〟のセンスに、にやけてしまったのだ。

「これはあくまで、ひとつの要素。花はな火び、声優ラジオは聴きく？」

「まー、好きな声優のラジオは一時期聴きいてたかな？　大おお野のさんのとか」

「大おお野のさんの話、面おも白しろいよね。やっぱり、聴きいていて面おも白しろいラジオは人気がある。それは大事。でももうひとつ、声優ラジオでは人気が出やすい要素があるの。それは──、仲の良さがわかるラジオ」

　花はな火びは今度こそ眉まゆを顰ひそめて、再び首を傾かしげた。ぴんとこないのだろう。

　めくるはスゥと息を吸ってから、ゆっくりと説明する。

「声優の関係性はファンにとって、とても重要なの。すごくよく見てる。仲が良ければ、いやでも伝わる。そして、仲良しな声優はみんな大好物なのよ。わたしも大好き。そして、わたしと花はな火びは仲がいい」

「まぁ、それは間ま違ちがいない」

　異論がない部分で、花はな火びは頷うなずく。

　めくるはほかの声優と距きよ離りを取るようになっていたし、つられるように花はな火びも声優の友人は特に作っていないようだった。

　あまりにも相あい性しようがいいせいか、互たがいに「ふたりでいればいいや」となっている。

「〇〇さんと言えば、■■さん」というような、相方のような関係性は好まれる。

　意図したわけではないが、めくると花はな火びは無二の相方のように映るはず。

　めくるは鼻息荒あらく、続きの言葉を口にした。

「わたしたちは、仲がいい。さらに面おも白しろいラジオをやる。仲が良くて、面おも白しろい声優ラジオ！　これが最適解！　面おも白しろさを身に付けて、わたしは花はな火びを活いかす。ほかの声優も活いかす。こうすれば、みんな幸せ！　これがわたしの活いきる道だって、今日はっきりわかった！」

　視界が開けたようだった。

　ほかの声優を押しのけて、自分が役を取りにいくことができない。

　自分が演じるよりも、ほかの声優が演じてくれたほうが嬉うれしい。

　そんなハングリーさの欠けた状態で、ほかの声優と競せり合あえるわけがない。

　そのことをめくるは悩なやんでいた。

　けれど、大おお野ののような声優もいるのだ。

　椅い子すを取り合うだけじゃなく、他人を活いかす仕事もある。

　そういう仕事なら、喜んでやりたい。

　しかし、答えを見つけたと興奮するめくると違ちがい、花はな火びは困こん惑わくの表情を浮うかべた。

「ちょ、ちょっと待ってよ。面おも白しろい声優ラジオ？　いや、あたし自信ないんだけど。笑いのセンスなんてないよ？」

「それは今から訓練する。学ぶんだよ！　ラジオでもテレビでもネットでも何でもいい、生き残るためにふたりでしゃべりを勉強しよう。吸収しよう。努力すれば、きっと身に付く」

「えぇ……？」

　突とつ拍ぴよう子しもない提案だと感じたのか、花はな火びは目を丸くしていた。

　視線を逸そらし、難しい表情のまま考え込む。

　しばらく固まっていたが、ふっと息を吐はいた。

「わかった、付き合うよ。正直、まだぴんときてないけど、声優に対するアンテナはめくるのほうが絶対上だし。生き残るためって言うなら、あたしだって努力はいくらでもする」

　それに、と花はな火びはやわらかく笑う。

「『声優を活いかす声優』になる、だなんて。めくるらしい……、や、杏あん奈ならしいって思うよ」

　決まりだった。

　めくるだって、ただ決意表明をしたくてこんな提案をしたわけではない。

　数週間後、『めくると花はな火びの私たち同期ですけど？』という番組が始まる予定だった。

　新人声優である自分たちが、いったいどんな番組をやっていけばいいのか。

　悩なやんだものの、最適な答えはずっと出なかった。

　けれどこの日から、番組の始まりに向けて特訓を重ねる。

　自分たちの中で方向性を決め、ふたりで足並みを揃そろえて『仲が良くて面おも白しろいラジオ』になるように、一いつ生しよう懸けん命めい努力した。

　そうしてめくるの願いどおり、『めくると花はな火びの私たち同期ですけど？』は人気の声優ラジオになり、柚ゆ日び咲さきめくるは弁の立つ声優として重宝されるようになったのだ。







「ねー、花はな火びー」

「んー？」

「物件探しって、どうやればいいの」

　ソファに寝ねそべっていた花はな火びが、ガバッと身を起こす。

　花はな火びの部屋での、穏おだやかな休日のひと時。

　ぼんやりとスマホを見ていた花はな火びが、意外そうに声を上げた。

「え。めくる、独り暮らし始めんの」

「んー、考えてる……。高校卒業してから、電車通いが妙みようにしんどくてねぇ……。特に朝あさ十じゆう……。ほら、早起きの習慣もなくなったし」

「まー、そりゃそうだわなあ……。よく二時間もかけられるなぁって思うもん。電車、好きなんだなぁって」

「わたしが電車好きだったとしても、毎日四時間乗ってたら嫌きらいになるわ」

　言い返すと、花はな火びは大きく口を開けて笑った。

　ラジオを始めてからというもの、彼女はすっかりゲラになった。

　笑い声が響ひびくラジオは、それだけで魅み力りよく的てきだ。

　最初は真ま似ねでやっていたはずなのに、いつの間にか本当に笑いの沸ふつ点てんが低くなっている。

「それでちょっと物件探しをね……。花はな火びも引ひっ越こし考えてるって言ってたでしょ？　だからアドバイスもらおうと思って」

　めくるは自分の家のように感じている、この部屋を見回した。

　花はな火びが養成所時代から住んでいる部屋で、すっかり馴な染じんでいる。

　めくるの歯ブラシや着き替がえも置いてあるし、泊とまった回数は数えきれない。

　たくさんの思い出がある。

　しかし、さすがにちょっと古いし狭せまいし、駅からも遠かった。

　極ごく貧ひん時代ならまだしも、今ならもっといい部屋に住んでもばちは当たらないはず。

　花はな火びもそう考えているらしく、ずっと引ひっ越こし先を探している。

　花はな火びはため息とともに、スマホを持ち上げた。

「探してはいるんだけど……、引ひっ越こしってめんどくせーんだよねー……。まず、物件探し自体がめんどい。気になる物件を内見するのもだるい。引ひっ越こしはしたいんだけどねー」

「お、ちょうどいい。めんどい作業はふたりのときにやっちゃおう。いっしょに探そ。何なら、内見もふたりで行けばいいし」

「おー、グッドアイディア。それはいいね。急にやる気出てきたわ」

　しばらくの間、ふたりで物件探しをするのが恒こう例れいになった。

　ふたりでやれば、大たい抵ていのことは楽しくなる。

　そして偶ぐう然ぜん、お互たがいの条件が見合うマンションが見つかり、しかも隣となり同士の部屋が空いていることに気付くのだが──、それはもうちょっとだけ、先の話。
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「ん」

　こんこん、と壁かべがノックされたので、めくるはマスクを身に付けた。

　同じように壁かべをノックしてから玄げん関かんに向かう。

　扉とびらを開くと、お馴な染じみの顔が隣となりの部屋から出てくるところだった。

「よ」

「ん」

　人ひと懐なつっこい笑えみを見せて、隣となりの女性が手を挙げた。

　ベージュのパンツに白いシャツを合わせて、上からカーディガンを羽織っている。

　背が高く、すらりとしたスタイルの彼女にはよく似合っていた。

　髪かみはサイドで軽くまとめて、メイクも控ひかえめ。そのナチュラルな感じがとてもいい。

　彼女の名前は、夜よ祭まつり花はな火び。

　養成所時代から付き合いがあり、今は隣となり同士で住むほどの無二の親友だ。

　ふたり並んで、慣れた道を歩いていく。

　春が近付いて徐じよ々じよに寒さも薄うすれているが、風はまだ冷たい。

　静かな街並みを歩いていると、花はな火びがご機き嫌げんに笑った。

「こう言っちゃなんだけど、やっぱ成なる瀬せさんすげーって思っちゃうね。吉よし沢ざわさんに不満があったわけじゃないし、感謝はめちゃくちゃしてるんだけどさ」

「そうね。まぁ担当が替かわるのは仕方ないって吉よし沢ざわさんも言ってたし、ここは素す直なおにいい人にあたって嬉うれしい、でいいんじゃないの」

　先日、柚ゆ日び咲さきめくると夜よ祭まつり花はな火びの担当マネージャーが替かわった。

　入所してからずっと上う手まくやっていたし、何か問題が起きたわけでもない。

　ただ、担当マネージャーは定期的に変へん更こうされる場合がある。

　今回はそれ。

　担当替がえの話も、ふたりが揃そろっているときに吉よし沢ざわから聞かされた。

『えー！　吉よし沢ざわさん、替かわっちゃうの!?　なんで!?』

　花はな火びが抗こう議ぎの声を上げると、吉よし沢ざわが疲つかれたように肩かたを竦すくめる。

『なんでも何も、上からそう言われたんだからしょうがないよ。担当替がえなんて定期的にあることなんだから』

『でも……。入所してからずっと吉よし沢ざわさんが面めん倒どう見てくれたのに。わたしも、吉よし沢ざわさん外れるの、やだな』

『……わたしもめくるたちと離はなれるのは、寂さびしいけど。最後まで面めん倒どう見たかったけど。こればっかりはね』

　ため息まじりに言う彼女は、心からそう思ってくれているように感じた。

　今までずっと二に人にん三さん脚きやく……、いや、ほとんど三さん人にん四よん脚きやくでやってきたのだ。

　そのひとりが抜ぬけてしまうのは、大きな喪そう失しつ感かんがある。

　花はな火びとめくるが肩かたを落としていると、吉よし沢ざわは殊こと更さら明るい声で答えた。

『あ、でも。後任は文句ないはずだよ。成なる瀬せさんだから』

『え、成なる瀬せさんが担当してくれるの!?　やったー！』

『あんまり喜ばれるのも元担当としては微び妙みようだけどね？』

　そして吉よし沢ざわが担当から外れ、新しく成なる瀬せがふたりの担当になった。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひも担当している、あの成なる瀬せ珠しゆ里りだ。

　売れっ子声優を何人も抱かかえる、ブルークラウンきっての敏びん腕わんマネージャーである。

　今日はその成なる瀬せから呼び出しがあったので、ふたりで事務所に向かっていた。

　ブルークラウンの大きなビルに入り、指定された会議室の扉とびらを開ける。

「！　あ、お疲つかれ様さまです。どうぞどうぞ、座ってください」

　成なる瀬せは既すでに席につき、何やら資料を確かく認にんしていた。

　扉とびらを開けた音に軽く驚おどろき、肩かたをビクッとさせている。

　すぐに取とり繕つくろうような笑えみを浮うかべ、座るよう促うながしてくれた。

　小動物のような仕草に花はな火びはくくっと笑う。

　小こ柄がらで童顔、やけに馴な染じまないスーツと大きな眼鏡が特とく徴ちよう的てきな女性だ。

　全く年上には見えず、見るからに頼たよりない彼女だが、これで腕うで利ききなのだから人は見かけによらない。

　挨あい拶さつを返してから、成なる瀬せの向かいに腰こし掛かけた。

「先にお伝えしましたが、『ティアラ☆スターズ』におふたりとも合格しました。今日はその詳しよう細さいをご説明できればと」

　やわらかな笑えみを見せながら、成なる瀬せは資料をこちらに手て渡わたしてくれる。

　担当が替かわってすぐ、「こんなオーディションがありまして」と受けるよう言ってきたのが、『ティアラ☆スターズ』という作品だった。

「いやー、さすが成なる瀬せさん。成なる瀬せさんの言うとおりやったら、受かったよ。こんなに良いい仕事、ほんとに嬉うれしいです」

「いえいえ。おふたりの実力があってこそですよ」

　花はな火びがはしゃぐように、『ティアラ』はいい仕事だ。

　アプリゲーム、テレビアニメ、イベント、ライブ、ラジオ、と様々な方面に展開されるプロジェクトで、かなり稼か働どうが増えるはずだ。

　この作品が盛り上がっていけば、自然と自分たちの仕事も増える。

　テレビアニメなら一クールごとに仕事が増減する声優にとって、しばらく続く仕事というのはとてもありがたい。

「お、夕ゆう暮ぐれちゃんもいる。成なる瀬せさん、随ずい分ぶんと自分の担当送ったんですねぇ」

「そういう言い方やめてくださいよお」

　ふたりは資料を眺ながめながら談だん笑しようしている。めくるもキャスト表に目を落とした。

　途と端たん、ほわっとした気持ちになる。

　花はな火びが言ったように夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひが参加している。

　それに歌うた種たねやすみ、さらには桜さくら並なみ木き乙おと女めまでいる。

　えぇ。ちょっと。推おしが目め白じろ押おしなんですけど。しかもなに？　また夕ゆう姫ひめとやすやす共演してるの？　仲良しか？　仲良しなのか？　それともファンサービス？　ありがとうございます！　担当わかってるな！　ていうかもうこれ実質ハートタルトじゃん。ハートタルトでもあるじゃん。おいおいおいおいお祭りか？　始まってるなお祭りが。このメンバーでライブとかやるわけでしょ？　もうそれはお祭りじゃん。国を挙げてのお祭りじゃん。崇あがめろ崇あがめろ、聖母と天使がおるぞ！　つまりこれは聖夜？　春先のメリークリスマス？　ハッピーメリークリスマス！　ありがとう『ティアラ☆スターズ』！　わたしこの作品大好きです！

「めくる？」

「はっ」

　花はな火びに肩かたを叩たたかれ、意識を取とり戻もどす。

　花はな火びがこちらの顔を覗のぞき込こみ、苦く笑しようしていた。

「喜ぶのは、部屋に帰ってからにしよう」

「……そうする。ありがと」

　お礼を言って成なる瀬せに向き直る。

　成なる瀬せは不思議そうにしていたが、特に何も聞かずに話を進めてくれた。

　スケジュールの確かく認にんや、これからの予定などの説明が始まる。

　花はな火びはそれを楽しそうに聞いていた。

　めくるとしても、嬉うれしい。

　推おしがいっぱいの空間に放り込まれるという、ファンとしてこの世最大の幸福。

　稼か働どうが増えてスケジュールが埋うまる、声優としての喜び。

　しかし、どうしても。

　よかったなあ、と笑うことはできなかった。







「いやぁ、楽しみだねえ。こっからどんどん盛り上がってくわけでしょ？　ティアラ声優！　って言ってさ。ありがたい仕事だな～。上う手まくいくといいな～」

　成なる瀬せとの打ち合わせを終えて、ふたり並んで駅に向かう。

　話し込んでいるうちに夕方になり、電灯には明かりが灯ともっていた。

　花はな火びは頭の後ろで手を組み、ご機き嫌げんそうに口を開いている。

「めくるも嬉うれしいんじゃない？　何せ、乙おと女めちゃんに歌うた種たねちゃん、夕ゆう暮ぐれちゃんまでいる。あの子たちといっしょにレッスンできるわけだから」

「ミントちゃんもね。嬉うれしいよ。めちゃくちゃ嬉うれしい。レッスンもそうだし、ライブの舞ぶ台たい裏うらも近くで見られるわけだし。こんなのもうライブブルーレイの特典でしょ。しかもフル収録でＶＲ仕様。わたしどっかで鼻血出るかも。メンバーほんとヤバい」

　これ以上ない本音を言うと、花はな火びは快活に笑った。

　しばらく笑い声を響ひびかせたあと、笑えみを残したままこちらをじっと見る。

「──その割には、浮うかない顔に見えるけどね？」

「………………」

　花はな火びには隠かくし事ごとができないな、と思う。

　するつもりもないけれど。

　おそらく予想はついているだろうが、めくるは改めて口にする。

「この仕事、わたしがやってよかったのかなって」

　めくるはキャスト表を見たとき、胸が躍おどった。

　大好きなハートタルトのメンバーに、ミントのような変化球を加え、新しん鮮せん味みのある新人たちが名を連ねる。

　彼女たちの演技、ライブ、トークを考えるとワクワクした。

　それだけに、そのメンバーにめくるが入っていることに違い和わ感かんを覚えてしまう。

「春はる日ひを演じる人は、もっと別の声優がよかったんじゃないかって」

　これだけ大きなプロジェクトなら、いろんな人がオーディションを受けたはずだ。

　競争率も激しかったろうに、それでも成なる瀬せのアドバイスによってこの仕事にありつけた。

　彼女は謙けん遜そんしていたが、成なる瀬せ抜ぬきではきっと受からなかった。

　……果たして、それは正解だったのだろうか。

　めくるの演じる小鳥遊たかなし春はる日ひにしても、めくるならこのキャラに合う声優をスラスラと口にできる。

　このプロジェクトにもっと相応ふさわしい人はいたはずだ。

　花はな火びは足を止めて、こちらをじっと見つめた。

　その目がすっと細くなる。

「めくる。あんた、まだ──」

　そう言いかけて、首を振ふった。

「いや。どうせめくるはわかってるもんね。言わないよ」

「うん……。ごめん」

「いいさ」

　短い言葉を交かわす。この話は、これで終わりだった。

　花はな火びは、気を取り直すように笑えみを浮うかべる。

「ところで。せっかくいい仕事もらったんだし、美う味まいものでも食べにいかない？」

「いいね。焼肉とか？」

「あー、いいねえ。よっしゃ決まり。いやあ、好きなときに焼肉を食べられるって素す敵てき～」

　いつかは小こ銭ぜにをチャリチャリ言わせながら、値段と睨にらめっこしていた。

　だけど今は、たまの贅ぜい沢たくくらいなら許される。

　穏おだやかな幸せに包まれながら、花はな火びと馴な染じみの店に向かった。







　ただ、正直なことを言えば。

　想定外の部分で、「これは思ったより、大変そうだぞ」と感じたのは確かだった。

「やすみちゃん、リーダーって大変そうだな～。難しそうだけど、ちゃんとできるのかな？」

　口火を切ったのは、飾かざ莉りだ。

『ティアラ☆スターズ』、初めての打ち合わせ。

　制作会社に呼ばれ、さっきまでプロデューサーの榊さかきから説明を受けていた。

　リーダーに選ばれた歌うた種たねやすみ、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひにはまだ話があるらしく、彼女たちは会議室に残っている。

　めくるを含ふくむほかのメンバーが廊ろう下かに出ると、開口一番に御お花はな飾かざ莉りがそう言ったのだ。

　ティーカップ所属の一年目。十九歳。

　ふわふわの髪かみと同じく、やわらかい雰ふん囲い気きの女の子だ。

　彼女の独り言を装よそおった一言は、周りの反応を窺うかがっているように感じた。

　誘ゆう導どうしているようにも聞こえる。

　……考えすぎだろうか。

　しかし、もしそうなら、見た目に反してなかなかに食えない子だ。

「いやぁ、本当に。あの人、まだ高校生ですよね？　しかも、なんだか不良っぽい格好ですし。あんな人がリーダーだなんて、フにオチません」

　真っ先に呼応したのは、双ふた葉ばミント。大だい吉きち芸げい能のう所属。

　この中でだれよりも芸歴が長い彼女だが、十一歳というぶっちぎりの若さを持っている。

　というより、子供だ。

　小学生に「まだ高校生なのに」なんて言われたら笑うしかないが、彼女は真しん剣けんである。

　ミントは、リーダーに由ゆ美み子こが選ばれたことが気に喰くわないらしい。

　先ほども嚙かみついていた。

　だからこそ、飾かざ莉りの誘ゆう導どうに一番に引っかかっている。

「……キャラクターの意味合いが強い、と仰おつしやっていましたが」

　ぼそりとした声を上げたのは、羽は衣ごろも纏まといだ。

　習なら志し野のプロダクション所属の二十五歳。

　この中で最も年上ながらも、飾かざ莉りと同じく一年目である。

　全体的に色が希き薄はくな女性で、何を考えているか読みにくい人だ。

「別にだれがリーダーでもいいじゃん？　みんなでフォローすればいいんだしさ」

「そうですよ。それに、やすやす先せん輩ぱいは頼たよりになる人ですよ。もちろん夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいも！」

　花はな火びと結ゆ衣いが続いて口を開く。

　納なつ得とくしたわけではないだろうが、それで三人は口を閉ざした。

「………………」

　めくるも、歌うた種たねやすみと夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひがリーダーに相応ふさわしいとは思わない。

　むしろ、リーダーとして選ぶことで、こうして余計な軋あつ轢れきが生まれるのではないか。

　そうは感じるものの、あのふたりがリーダーとしてぶつかり合う構図が欲ほしい、という制作側の意図はわかる。

　いやむしろ、わかってんな！　と肩かたを叩たたきたいくらいだ。エモい。そういうの大好き。

「柚ゆ日び咲さきさぁん」

　みんなでエレベーターに向かっていると、飾かざ莉りがこちらに近付いてきた。

　身体からだを寄せるようにしながら、ふわりと笑う。

「あたしは、柚ゆ日び咲さきさんがリーダーのほうがよかったなあって思いますよ～」

　隣となりを歩くミントが、ピクッと表情を歪ゆがませた。

　余計な発言だ。場を乱したいのだろうか、この子は。

　それともこれも、何か反応を窺うかがっているのだろうか。

　やっぱり食えない子だ。

「あんまりそういうことは、言うべきじゃない」

「そういうものですか～？」

　そっけなく言い返すと、飾かざ莉りは曖あい昧まいな返事をする。

　ビルから出たあと、ほかの面めん子つとは別れた。

　当初の予定どおり、花はな火びと飲食街に向かう。

　飾かざ莉りたちが十分に離はなれたことを確かく認にんしてから、花はな火びはおかしそうに笑った。

「なんだか、癖くせのある子たちだったなあ。こりゃ、夕ゆう暮ぐれちゃんと歌うた種たねちゃんは大変だ」

　今まで堪こらえていたのか、くくくっと腹を抱かかえている。

　めくるも概おおむね同じ感想だが、ユニットメンバーを頭に浮うかべた。どうだろう。

「こっちはヤバそうだけど、花はな火びのほうは大だい丈じよう夫ぶじゃないの。花はな火びも、夕ゆう暮ぐれに懐なついてる結ゆ衣いちゃんもいるし。何かありそうだったら、花はな火びがフォローするでしょ」

　明らかに含ふくみのある飾かざ莉りや、この状じよう況きようが面おも白しろくないと思っているミントに比べれば、〝アルタイル〟はかなり平和に見えた。

　羽は衣ごろも纏まといはどう動くかわからないが、花はな火びと結ゆ衣いが千ち佳かを支えれば、何とでもなりそうだ。

　花はな火びはポケットに両手を突つっ込こみ、歌うように語る。

「実はねー。あたし、夕ゆう暮ぐれちゃんがリーダーやることは成なる瀬せさんから聞いてたんだ。そんで、言われてんの。『夕ゆう陽ひちゃんから助けを求められない限り、手を出さないでほしい』って」

「なにそれ」

　怪け訝げんな表情になってしまう。

　困っていても放っておけ、とはどういう了りよう見けんだ。

　めくるのその反応すら楽しんでいるように、花はな火びは笑った。

「さあ？　でも、なんとなく成なる瀬せさんの意図はわかるよ。今回のことで、夕ゆう暮ぐれちゃんに何か摑つかんでほしいんじゃないかな」

「………………」

　成長を見込んで、ということだろうか。

　千ち佳かがリーダーとして自発的に動けば、それだけ彼女にとってプラスになるのは間ま違ちがいない。その成長のチャンスを、成なる瀬せは逃のがしたくないのかもしれない。

　確かにそれは、必要なことに思えた。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひはこれから、大きな壁かべに阻はばまれる。

　九月のライブが控ひかえているのだ。

「ま、どうにもならなくなったら手を出すけどね。そうじゃなかったら見守るよ。夕ゆう暮ぐれちゃんはかわいい後こう輩はいだし。羽は衣ごろもさんも、なんだか癖くせが強そうだしねえ」

「それは、なんかわかる」

　ほとんど話していないが、羽は衣ごろも纏まといが持つ空気は独特だ。

　場ば違ちがいであると自ら主張するように、居い心ごこ地ち悪わるそうにしていた。

　そのせいもあって、千ち佳かと纏まといが上う手まくやれる姿が想像できない……。

　が、よその心配をしている余よ裕ゆうはない。花はな火びはそれを言葉にする。

「ま、そっちよりはマシだと思うけどね。めくるは、歌うた種たねちゃんのフォローに回るの？」

「たぶん。こっちは放っておくとヤバそうだし」

　あの空気を見ていると、悠ゆう長ちように構えているとまずいことになりそうだ。

　由ゆ美み子このためではなく、自分がスムーズに仕事をするためにも動かなければならない。

　そんなことを考えていたら、スマホにメッセージが届いた。

「！　見て！　花はな火び見てこれ！　は？　かわいいとか超ちよう越えつしてるんですけど？」

「見えない見えない。なに、近いって」

　興奮のあまり、花はな火びの顔にスマホを押し付けてしまった。

　慌あわてて彼女に手て渡わたすと、花はな火びは届いたメッセージに目を向ける。

　話のタネ、歌うた種たねやすみからのメッセージだった。

『めくるちゃん、今日はありがとね～。リーダーは不安だけど、めくるちゃんがいっしょのユニットで嬉うれしい！　それに心強いよ。頼たよりにしてる。いっしょにがんばろーね、先せん輩ぱい！』

　花はな火びにくっつきながら再びメッセージに目を通すと、めくるの全身から力が抜ぬけた。

「はああ～、かわいい、かわいいよぉ……。なにこの子～、わたしをあんまり喜ばせないでほしい……。今、借金申し込まれたら、無利子で貯金全額差し出すわ……。とりあえずスクショして毎日寝ねる前に読も……」

「それ興奮して眠ねむれないんじゃないの？　とりあえず返事しておきなよ。なんて返すの？」

「『ん』。はい、返信した」

「温度差えぐすぎるだろ」

　花はな火びが腹を抱かかえて笑い出す。

　こればかりは仕方がない。

　むしろ、返信するだけめくるとしては妥だ協きようしたほうだ。

「もうちょっとくらい、かまってあげればいいのに。どうせもう中身バレてるんだしさ」

「これ以上ボロを出すわけにはいかないでしょ。なに、歌うた種たねの肩かた持つの？　わたしの味方してくれないの？　最悪。幻げん滅めつした」

「は？　なにそれめんどくさ。そんなこと言ってないじゃん。いや今ので決めたわ。歌うた種たねちゃんの肩かた持つ。あたしだって幻げん滅めつした。めくるなんて嫌きらい」

「しょうもな。なにそれ。もう絶交だわ。明日引ひっ越こせ」

「なんであたしが？　めくるが出て行きなよ。それが嫌いやなら謝って」

「ごめんね！」

「いいよ！」

　じゃれあって、ふたり揃そろって大口を開けて笑う。

　このときはまだ、それほど重く受け止めていなかった。

　けれど、めくるが予想しているよりも早く、問題児たちは暴れ始めることになる。







　まず、次に集まった時点で揉もめた。

　めくるたちはライブの練習として、トレーナーたちからレッスンを受ける。

　会社がレッスンルームを借りてくれたので、ユニット練習や全体練習はそこで行われる。

　そして、自主練も。

　申しん請せいさえすればレッスンルームで自主練をしてもいい、と許可が出たのだ。

　家ではどうしても声量や動きに制限が出るので、使わせてもらえるのは大変にありがたい。

　由ゆ美み子ことミントは、喜んで自主練の予定をたくさん書き込んだ。

　しかし、バイトで忙いそがしい飾かざ莉りは自主練にあまり出られない。

　そこで、ちょっとした言い争いになってしまった。

　禍か根こんを残しながらも、何とか収まりはしたが……。

　上う手まくいかないだろうな……、とは薄うす々うす思っていたが、揉もめるのが早すぎる。

　小学校低学年の男子じゃないんだぞ。

　そんなふうに呆あきれる中、ある日、飾かざ莉りとめくるが自主練でふたりきりになった。

「いやぁ、柚ゆ日び咲さきさんとふたりだなんて。初めてですね～」

「そうね」

「やすみちゃんやミントちゃんなんて、なんだかいっつもいますもんね～」

「そうね」

　広いレッスンルームで、ふたりでストレッチをする。

　レッスンルームに設置された大きな鏡が、ジャージ姿の飾かざ莉りを映していた。

　彼女は嬉うれしそうに笑って、こちらを見つめる。

「柚ゆ日び咲さきさん、そっけな～い。仲良くしましょうよ～」

「そういうの好きじゃないから。懐なつくなら、もっと面めん倒どう見みのいい先せん輩ぱいにしときな」

　先せん輩ぱいや同期は当然だが、後こう輩はいとだって距きよ離りは置きたい。

　親しみやすいと思われたら後々困るからだ。

　しかし、今日の飾かざ莉りの態度は気に掛かかっていた。違い和わ感かんがある。

　感じが違ちがう、とでも言えばいいのか。

　仮面のような笑え顔がおはそのままでも、ほかの面めん子つといるときと目の奥の色が違ちがう。

　まるでそれを誇こ張ちようするように、飾かざ莉りは声のトーンを落とした。

　笑え顔がおのままで。

「わたし、柚ゆ日び咲さきさんと仲良くできると思うんですよね。わたしたち、似てると思うし」

　気になる言い回しに、思わず飾かざ莉りを見つめ返す。

「似てる？」

　周りに対して、壁かべを作っていることだろうか。

　思い当たるのはその件だが、どうやら違ちがうらしい。彼女の表情が物語っていた。

　飾かざ莉りは腹の内を見せて、こちらの反応を窺うかがっている。

　生意気な後こう輩はいめ。

　めくるは皮肉げに笑った。

「似てるって──、歌うた種たねが嫌きらいなところとか？」

　めくるの答えに、飾かざ莉りは満足そうに目を細めた。

　ふいっと視線を逸そらすと、「ひどいこと言うなあ」とくすくす笑い始める。

「嫌きらいとまでは言わないですけど。ただ、尊敬できないかも？　とは思っちゃいますねえ。先せん輩ぱいって感じもしないし、もちろん、リーダーとして認めているわけでもないですし～」

　十分嫌きらいじゃないか。

　わかっていたことだ。御お花はな飾かざ莉りが節々で出す、嫌きらいというオーラはわかりやすい。

　嫌きらいなのは由ゆ美み子こだけでなく、ミントもだろう。

　ミントに対しては加減しているきらいがあるが、由ゆ美み子こには割と露ろ骨こつだ。

　少なくとも、めくるが感じ取れる程度には。

　人間なのだから、好すき嫌きらいがあるのはしょうがない。

　けれど、言わずにはいられなかった。

「別にだれを嫌きらいだろうと勝手だけど、仕事なんだから態度に出さない。ガキじゃあるまいし。それで空気悪くしてもいいことないでしょ」

「あー、それはそうですねえ。気を付けます～」

　わかっているのかいないのか、飾かざ莉りはご機き嫌げんに言葉を返してくる。

　思わずため息を吐ついた。

　この際、態度に出すかどうかは重要ではない。

　飾かざ莉りは由ゆ美み子こに確かな不信感を抱いだいている。

　それをわざわざめくるに伝えるあたり、腹に一物がある。

　これからのことに暗あん澹たんたる思いを抱いだいていると、レッスンルームの扉とびらが開いた。

「おはようございまーす。お、飾かざ莉りちゃんとめくるちゃんだ」

　元気のいい声とともに入ってきたのは、天使だった。

　天使は艶つややかな髪かみを後ろでまとめ、普ふ段だんのギャル姿とはまた違ちがった様相をしている。

　彼女のスポーツウェアはお腹なかが出るタイプで、活動的な印象をより強めていた。

　こんな姿、なかなか見られない。

　彼女が歩くたび、髪かみが揺ゆれ、天使の羽がはらはらと舞まう。

　レッスンルームが華はなやかな彩いろどりを帯びていった。

　その天使とは、言わずと知れた女性声優・歌うた種たねやすみその人である。

「やすみちゃん、おはよ～」

「おはよ」

　飾かざ莉りは先ほどの態度が噓うそのように、にこやかに挨あい拶さつしている。

　めくるはめくるで心の昂たかぶりを押し殺し、そっけなく挨あい拶さつを返した。

　飾かざ莉りは絶対にそういうつもりで言ったわけじゃないだろうが、確かに自分たちは似た者同士かもしれない。本心を覆おおい隠かくしている。仮面をかぶっている。

　はあ～～～～～～、かわいいよぉ～～～～～～～～～～～～～～。

　荒すさんだ心に一気に花が咲さいていく……。荒こう廃はいした大地を天使がパタパタと舞まって、潤うるおいと自然が取とり戻もどされる……。可か愛わいすぎる……。ていうか、そのレッスン着なに？　へそ見えてる！　そんなの見ていいんですか……？　い、いいんですか？　え、いいの？　タダ？　いやいやお金払はらいますって！　収まりつかないですよこっちも！　やすやすのお腹なかがタダなんていけません、いけませんよ！　あ～、練習に集中できないよ～、視線が吸い寄せられるよ～……、悪女だよこの子は……。今世紀最大の魔ま性しようの女……。愛してる……。

「この三人が揃そろうなんて珍めずらしいねぇ。あたしもストレッチ入れて」

　由ゆ美み子こは人ひと懐なつっこい笑え顔がおで、こちらに寄ってくる。かわいい。

　それとは真逆で、飾かざ莉りは張り付けたような笑えみで言葉を返した。

「そうだねぇ。自主練出ておかないと、ミントちゃんにもやすみちゃんにも、何言われるかわからないから～」

　露ろ骨こつな嫌いや味みを吐はき出だす飾かざ莉り。

　先ほど、「あまり態度に出すな」という話をしたばかりなのに。

　こちらに対するアピールなのか、当あて擦こすりなのか。

　何にせよ、随ずい分ぶんといい性格をしている。

　再びため息を吐つきたくなったが、それより先に由ゆ美み子こが口を開いた。

「あー、ミントちゃん怒おこると怖こわいもんね。今日は来るのかな？　あ、この前ね、ミントちゃんすごく可か愛わいかったんだよ。ブラックのコーヒーをさー」

「………………」

　飾かざ莉りの嫌いや味みを平然と受け流し、由ゆ美み子こはミントの話を楽しそうにしている。

　これには飾かざ莉りも毒気を抜ぬかれたようで、いつの間にか由ゆ美み子この話に聞き入っていた。

　嫌きらわれていることを無視しているのか、それとも嫌きらわれているとは思っていない一種の傲ごう慢まんか。どちらの可能性もありそうだ。

　飾かざ莉りのジャブ程度では由ゆ美み子こに響ひびかない。

　真っ向からはっきりと「お前なんか嫌きらいだ」と伝えないと、由ゆ美み子こは怯ひるまない気がする。

　いや。

『嫌きらいだから。あんたらみたいに生半可な気持ちで仕事する奴やつらが、一番腹立つ。嫌きらい』

『柚ゆ日び咲さきさん、このあとご飯でも行きませんか』

　真正面から散々敵意をぶつけても、むしろ向かってきたな……。

　いくら嫌きらっても通用しない気がしてきた……、なんなんだこの子……、好き……。

　しばらく三人で自主練をしていたが、飾かざ莉りはバイトで一足先に抜ぬけた。

　めくるたちも程ほど々ほどで切り上げる。

　そのあと、由ゆ美み子ことふたりで更こう衣い室しつに向かっていると。

「あ」

「…………」

　どうやら、〝アルタイル〟も同じビルで自主練をしていたらしい。

　廊ろう下かの奥から現れた千ち佳かと、ぱったり顔を合わせた。

　由ゆ美み子こと千ち佳かはしばらく微び妙みようそうな表情で見合ったあと、由ゆ美み子このほうが口を開く。

「なに、渡わた辺なべも自主練してたの」

「えぇ。それ以外でここに来る理由ないでしょうに。それともあなたは、たこ焼きパーティでもしにきたの？」

「突つっかかるのやめてくんない？　ついでに欲望出すのもやめてくんない？　渡わた辺なべさんはたこパに憧あこがれあるの～？　やればいいじゃん、たこ焼きソロパ」

「出たわ。あなたのそういうところ、本当に嫌きらい。人数差があればマウントを取れると思ってるんだから、本当おめでたいわ。頭の中にクラッカー詰つまってるんじゃない？」

「わぁ千ち佳かちゃん、クラッカーって言葉知ってんの？　博識だねえ。使ったことも見たこともないものを知ってるなんて」

「はいはい、出た出た。お得意のマウントが出たわ。たかだかパーティグッズの使用経験でそのはしゃぎよう、お里が知れるわ。何でも『パ』って付けて喜ぶ民族だものね、あなた」

「こいつ……。そういうあんたは、『パ』の楽しみ方を知らないんでしょ。たこパに参加しても、無言でたこ焼き食べてるだけだろうし。もうそれただの食事じゃん。たこ焼きソロパってそういう意味？」

「？　……たこ焼きパーティ、って、たこ焼きを食べる会でしょう……？　ほかに何かするの……？」

「……いや、まぁ、そうなんだけど。うん……、今度いっしょにやろっか……」

「ちょっと！　なに！　はっきり言いなさいな！　何か別の意味があるっていうの……!?」

　顔を付き合わせた途と端たん、至近距きよ離りで激しく言い争っている。

　がるるる、と威い嚇かくし合う子犬のようだ。

　彼女たちの口くち喧げん嘩かはラジオ生配信のようで、見ていて楽しい。そばに体育座りしてじっくり見つめていたい。

　けれどさすがに自重して、めくるはそっと更こう衣い室しつに向かった。

　もしかしたら、由ゆ美み子こが真っ向から嫌きらえる相手は、千ち佳かだけかもしれない。

　本当に嫌きらいかどうかは、置いておいて。







　歌うた種たねやすみというリーダーは、薄はく氷ひようの上をふらふら歩くような危なっかしさがある。

　心配で目を離はなしたくないが、めくるはめくるで問題を抱かかえていた。

　他人の心配をしている場合か？　と言われれば何も言い返せない。

『柚ゆ日び咲さきさん。事務所に来られる日ってありますか？　ファンからのプレゼントや資料を持ち帰ってほしくて。そのついででいいんですが、ちょっとお話しできますか？』

　ある日、マネージャーの成なる瀬せからそんな連れん絡らくが来た。今回はひとりで。

　そのうち、こんな日がくると思っていた。

　きっと、成なる瀬せは見み逃のがしてくれないだろう、と。

「わかりました。行きます」

　耳を塞ふさいでしまいたいけれど、できるはずもない。

　めくるは大人しく、ブルークラウンの事務所に足を運んだ。

　会議室に通されて待っていると、成なる瀬せが慌あわてて飛び込んでくる。

「お、お待たせしました。すみません、突とつ然ぜん電話が掛かかってきまして……」

　大して待っていないが、成なる瀬せは申し訳なさそうに頭を下げていた。相変わらず腰こしが低い。

　しばらく彼女と仕事のやりとりをしていたが、ふっと空気が変わった。

　本題のようだ。

「柚ゆ日び咲さきさんは、あまりオーディションが好きではありませんか？」

　微ほほ笑えみをたたえながら、成なる瀬せはまっすぐ問いかけてくる。思わず目を背そむけた。

　質問の仕方がやさしいようで、厳しい。

　相手が年上の大人であることを実感する。

　彼女はすべてを見み透すかしたうえで尋たずねたのかもしれない。

　黙だまっていても仕方がないので、答えを口にした。

「……はい、正直に言えば。得意では、ないです」

　微び妙みように言い方を変えても、本質が変わるわけではない。

　けれど、はっきりと口にするのは抵てい抗こうがあった。

　成なる瀬せは苦く笑しようしながら、手に持っていたファイルから一枚の用紙を取り出す。

　柚ゆ日び咲さきめくるのプロフィールデータだ。

　それを机の上に置き、出演作の欄らんに指を向けた。

「柚ゆ日び咲さきさんは、メインのキャラを演じた経験が少ないですね。アニメにしても、ゲームにしても、オーディションがないサブキャラが多いです。かといって、出演作が少ないわけではないです」

　そのとおりだ。

　メインキャラが少ない理由は単純で、オーディションに受からないから。

　しかし、役を取る方法はオーディションばかりではない。

　重要度の高くないキャラクターは、音おん響きよう監かん督とくや制作側が伝つ手てで声を掛かけることがある。

　めくるは、それで呼ばれることが多かった。

「出演作が配信などの番組をやる場合、柚ゆ日び咲さきさんは高確率で呼ばれます。柚ゆ日び咲さきさんのトーク力は声優の中で群を抜ぬいているからです。柚ゆ日び咲さきさんがいるだけで、番組の安定感がぜんぜん違ちがいます」

「ありがとうございます」

　この流れでは褒ほめられている気がしないが、礼を述べておく。

　柚ゆ日び咲さきめくるは、声優としてはぱっとしない。

　それでも声優を続けられているのは、ラジオや特番、イベントなどの話術がものを言う仕事が多いからだ。

　そういう声優を目指したから。

　成なる瀬せはふっと微ほほ笑えみを浮うかべ、ゆっくりと言葉を繫つなげる。

「柚ゆ日び咲さきさんの担当になってから、いろんな現場をご一いつ緒しよしました。わたしなりに、柚ゆ日び咲さきさんのことを理解したつもりです。わたしは最初、柚ゆ日び咲さきさんが仕事に対して、そこまで熱量や意欲がない方なのかと思っていました」

　やる気がないから受からない。

　万ばん全ぜんに準備をし、時間と努力を積み重ね、そのうえで受からないのがオーディションだ。

　どれかを怠おこたっているせいで、受かる確率をさらに下げてしまう。

　それなら、わかりやすくて簡単な構図だったろう。

「仕事のやり方は人それぞれです。自分のペースでやりたいと言うのなら、話はそこで終わりです。ですが、柚ゆ日び咲さきさんは違ちがいますよね。非常に真面目で、勤勉な方です。アフレコの仕事は当然きっちり仕上げる。ラジオ系統の仕事にも精力的です。意欲はすごくある方だと思いました。お仕事をもらったときも、きちんと喜んでいる」

　たとえば、と成なる瀬せは続ける。

　思い出したらしく、ふふっと笑った。

「前、ソーシャルゲームの仕事に受かったとき、喜んでいましたね。そっとガッツポーズをして。可か愛わいかったです」

「やめてください……」

　よく見ている。指し摘てきされて、顔が赤くなった。

　その作品の主人公役は、桜さくら並なみ木き乙おと女めだったのだ。

　イベントがあればいっしょにいられるだろうし、そりゃ拳こぶしも握にぎる。

　成なる瀬せは表情を戻もどし、真面目な声こわ色いろで続けた。

「仕事を振ふれば、きちんと応える。だから呼ばれるんです。オーディションいらずの仕事が多い……、それ自体は大変素す晴ばらしいことです。ですが──、オーディションに必死になれないことを、良しとする理由にはなりません」

「………………」

　核かく心しんを突つかれる。

　口先で否定するのは簡単だったが、それもできなかった。

　したところで、成なる瀬せには通用しない。

　黙だまり込こむめくるに対し、成なる瀬せは淡たん々たんと告げた。

「柚ゆ日び咲さきさんは意欲がある方です。ですが、オーディションのときだけ、気勢をそがれる。あと一歩、必死になれない。実力を出し切れない。それではいけないんです。オーディションに受からないことが悪いのではありません。スタンスの問題です。このままでは──」

　成なる瀬せはそこで言葉を止めるが、何を言おうとしたかは見当がつく。

　それでも、めくるはすがってしまう。

　めくるが望んだ、理想の声優。

『声優を活いかす声優』。ラジオでみんなが幸せになる道を、めくるは選んだ。

　理想を叶かなえれば、こんな苦しみは背負わなくて済むのではないか。

　仕事がないわけじゃない。

　努力を怠おこたっているわけでもない。

　その結果は、きちんと返ってきている。

　話術を武器として扱あつかえている。

　これを積み重ねていけば、いずれは理想に辿たどり着つけるのではないか。

　そう夢を見てしまう。

　もちろん、成なる瀬せの言うとおりにめくるが全ぜん身しん全ぜん霊れいで挑いどめば、現状は変わるかもしれない。

　成なる瀬せが持ってくるオーディションの話は、よく考えられていた。

　めくるの声質や知名度に合わせ、話術を活いかす方法も押し出し、きっちりと狙ねらいを付けていた。彼女のアドバイスも的を射ている。

『ティアラ☆スターズ』だってそうだ。

　時間を掛かけて徹てつ底てい的てきに仕込まれ、実際それで役を勝ち取った。

　たまたまかもしれないが、久しぶりにメインのキャラを演じられた。

　けれど──、あの場に自分がいる違い和わ感かんは、決して拭ぬぐわれることはない。

　めくるが考え込んでいると、成なる瀬せはやわらかい声で話を続けた。

「柚ゆ日び咲さきさん。わたしは、柚ゆ日び咲さきさんには大きな才能があると思っています。すごい声優になれるはずです。あなたなら……、いずれはブルークラウンの看板を背負うような、だれもが憧あこがれる声優にだって。一歩踏ふみ出だせば、なれると思うんです」

　だれもが憧あこがれる声優。

　ブルークラウンの看板を背負う声優。

　考えるだけで震ふるえるような感情が湧わき立たつが、その対象は自分ではない。

　めくるはめくるに、そんな期待を抱いだいていない。

　たとえば、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひに向けられた言葉ならば、きっと大きく頷うなずいただろうけど。

　そのせいで、成なる瀬せの言葉も響ひびくことはなかった。

　響ひびいていないのが伝わったのか、成なる瀬せは少しだけ肩かたを落とす。

　そのまま、ゆっくりと口にした。

「……吉よし沢ざわさんは待ちました。柚ゆ日び咲さきさんが、きちんと実力を発揮できるようになるまで。けれど、わたしは待てる自信がありません。才能が眠ねむったままなんて、あまりにもったいないです。柚ゆ日び咲さきさんも、もう新人ではありません。どうか、それをよく覚えておいてください」

「……わかり、ました」

　めくるは力なく、そう答えるしかなかった。







　事務所の廊ろう下かをとぼとぼ歩く。

　めくるの表情はさぞかし暗かっただろう。

　目を逸そらしている現実を真正面から突つき付つけられ、意識させられ、自分が悪いことを重々承知だからこそ、その事実に打ちのめされた。気分が底なしに沈しずんでいく。

「このままじゃいけないって……、わかってはいるんだけどな……」

　ぽつりと呟つぶやくも、だれにも届かずに落ちていく。

　声優業界は甘くない。甘い世界ではない。

　それはわかっているはずなのに、だれよりも甘い行動をしているのは自分だ。

「本当……、どのツラ下げて説教しているんだか」

　後こう輩はいに偉えらそうなことを散々言っておいて、自分はこの始末だ。

　いったいどの口が言うんだ、という話である。

「ん……」

　偶ぐう然ぜん、まさしくその後こう輩はいを見み掛かけた。

　廊ろう下かの奥から歩いてくるのは、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひだ。

　何度も見ている制服姿で、長い前まえ髪がみがゆらゆらと揺ゆれている。

　同じ事務所の声優だし、事務所内で会うことは稀まれにあった。

　最近ティアラでよく顔を合わせるので、彼女の姿を見るのはそれほど珍めずらしくない。

　けれど、それでも見られて嬉うれしかった。

　整った顔立ちと意外にも小さな身体からだは、見ているだけで幸せな気持ちになる。

　ありがとう、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ。少しだけ、元気が出たよ。

「ん」

「……あ。どうも」

　廊ろう下かをすれ違ちがう。

　どこかの人ひと懐なつっこくてかわいい子犬のようなギャル（天使）じゃあるまいし、千ち佳かはめくると会っても特別な反応はしない。静かに会え釈しやくをするくらい。

　それはそれで、気高い猫ねこのようで美しい。さらりと髪かみが揺ゆれるのが最高だ。眼福だった。

　めくるはめくるで淡たん泊ぱくに、挨あい拶さつともつかない声を吐はき出だすだけ。

　めくるが望むような、ドライで踏ふみ込こまない関係性だ。

　普ふ段だんなら、それで終わりのはずだった。

「柚ゆ日び咲さきさん」

　呼び止められて、振ふり返かえる。

　千ち佳かがぱたぱたと駆かけ寄よってきた。なに。美人が走るな。心臓に悪い。

「……なに」

　浮うわつきそうな心を抑おさえて、怪け訝げんそうに言葉を返す。

　由ゆ美み子こもそうだが、彼女たちが接せつ触しよくしてくるとろくなことがない。

　だからこそ警けい戒かいしているのだが、千ち佳かは気にせずに口を開いた。

「相談に乗ってほしいことがあるんですが」

「はあ？」

　頓とん狂きような声が出てしまう。それも仕方がないと思う。

　千ち佳かがそんな話を持ち出すのが意外だし、その相手がめくるというのもまた意外だ。

　違い和わ感かんしかない。

　嫌いやな予感がしたが、とりあえず理由だけでも尋たずねた。

「なんでわたしに。あんた、わたしのこと嫌きらいでしょ」

「まぁ苦手ではありますが」

「可か愛わいくないな、あんたは……。相談したい相手にそんなこと言う？」

　ため息が漏もれる。

　正直なことは美徳というが、彼女の場合は純じゆん粋すいに可か愛わいげがない。

　そんなポーズは取りつつも、「嫌きらい」と訊きいたのにわざわざ「苦手」と言いい換かえたことに内心でにやけそうになる。

　嫌きらいではないんだ……、そうなんだ……、嫌きらわれてないんだ……。あ、そう？　えへ。

　その一言でぐらついたのは関係なしに、彼女のそんな姿は魅み力りよく的てきだ。

　千ち佳かは由ゆ美み子こ相手だと感情剝むき出だしになるが、ほかの人には静かに話すことが多い。

　これがクールで堪たまらない。陰かげのある見た目も相まって、すごく格好いい。それに加えて落ち着いた声こわ色いろなのが、もう。もう……！　彼女の低音は鼓こ膜まくを通して全身に響ひびく。染しみ入いる。これで実は小こ柄がらで華きや奢しやなのだから、ギャップで殺しにかかっている。なんて罪な子……。存在が罪……。これで子供っぽいところもあるのだからギャップの多段攻こう撃げきだ。盛りすぎじゃない？　何回殺す気？　わたしは不死身か？　不死身でも死ぬわこんな子見たら。

　そんな感情はおくびにも出さず、表面上はあくまで呆あきれた顔を作った。

「わたしのことが苦手なら、相談相手に選ぶな。別の人にすればいいでしょ」

　それに、千ち佳かはさらりと言葉を返してくる。

「苦手ですが、声優としては尊敬しているので」

「………………」

　は？　かわいい。ここで可か愛わいげ出すなよ。喜んじゃうでしょ。

　しかし、浮うかれかけた心は、一いつ瞬しゆんで冷や水を浴びたようになった。

「柚ゆ日び咲さきさんは、プロとして徹てつ底ていしていますし。そこはすごいと思っていますから」

　それは、言われたくない言葉だった。

　きっと千ち佳かに他意はない。本気でそう思っているのだろう。

　もとより、お世辞を言うような子ではない。

　だからこそ、刺ささった。

　後こう輩はいを騙だまし、偽いつわりの尊敬を集めていることに、心がガラスで貫つらぬかれたように痛む。

「……そんなことない。そんなこと、ないんだよ。そんなふうに、言ってもらう資格ない」

「？　柚ゆ日び咲さきさん？」

　口の中で呟つぶやいたせいで、千ち佳かには届かなかったようだ。

　めくるは崩くずれかけた表情を戻もどし、早口で否定の言葉を組み立てる。

「なんだか知らないけど、ほか当たって。わたしはあんたが嫌きらい。相談に乗る義理もない」

　淡たん々たんと告げて、さっさとその場から逃にげ出だす。

　いつもの自分だ。崩くずれてはいない。

　大だい丈じよう夫ぶ。大だい丈じよう夫ぶ……。

　そう言い聞かせていたが、ぐいっと引っ張られた。

　千ち佳かが、こちらの腕うでを摑つかんできたのだ。さすがにむっとする。

「なに。もう話は終わったんだけど」

「一方的に終わらせないでください。わたしは、相談したいと言っているんです」

　子供か？　人の話をちゃんと聞けよ、面めん倒どうくさい。

　そんなふうに吐はき捨すてようとした。けれど、それは叶かなわなかった。

　強引に、千ち佳かに引き寄せられたからだ。

　そのまま、ドン、と壁かべに押し付けられる。

　千ち佳かが壁かべに手を突つき、ぐっと顔を寄せてきた。

「聞いてください」

「？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？」

　なにが起こったの？？？？？？？？？？？

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひに壁かべドンされてる？？？？？？？

　千ち佳かとめくるは、それほど身長は変わらない。

　そのせいで、ほとんど身体からだはくっつき、顔が異常なほどに近くなっていた。

「な、なななな、ななな、なに、ナニ、なにしてんの……!?」

　裏返りまくって声量がめちゃくちゃになりながらも、何とか声を発する。

　理性が吹ふき飛とぶギリギリで踏ふん張ばっているが、崖がけっぷちに小指だけで身体からだを支えているようなものだ。

　頭は真っ白、顔は真っ赤。目はグルグルし始める。

　心臓の鼓こ動どうが大きくなりすぎて、うるさいし痛い。胸が苦しい。死んじゃう。

　はああ。はああ。はああ。しゅうう。しゅうう。しゅうう。

　うるさい、なんだこの音……、あ、自分の息が荒あらくなってるのか……。あぁ……。

　一方、千ち佳かは平然と答えた。

「柚ゆ日び咲さきさんに何かお願いしたいなら、こうしろ、ってやすから教わったので」

　あ、声がいい……ッ！

　そうじゃない、歌うた種たねのやつ……！　ありがとう！　じゃない、余計なことを……！

　ダメだ、頭が回らない。

　だってだって！　目の前に夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの顔があるんだもん！

　普ふ段だんの夕ゆう姫ひめの姿じゃないけど、このシチュエーションなら、長い前まえ髪がみで目が隠かくれているほうが合っているというか……。もう王子様じゃん……。というか、夕ゆう姫ひめはやっぱり顔がいいですね……。よく美少女って言われませんか……？　美少女で王子様ってこと？　は？

　混乱しているうちに、千ち佳かが話を進める。
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「わたしはあの女みたいに、柚ゆ日び咲さきさんを上う手まく喜ばせる自信はありませんが。それなりに効果があったみたいで、よかったです」

「あわわわわわわわ耳元で囁ささやくのやめてくだしゃいぃ……！」

　あぁダメだ、どうにかなるう……！　だれか、とめて、とめてくださぁい……！

　頭がふわふわに蕩とろけそうになっているのに、千ち佳かはさらに追つい撃げきを仕し掛かけてくる。

　耳元に顔を寄せて、良いい声で囁ささやくのだ。

「ペペロンチーノ」

　意味わからん。

　意味わからんけど、腰こしが抜ぬけた。

　身体からだ中じゆうから力が抜ぬけて、頭の中がぶちまけられたようだ。

　そのままその場に座り込む。

「……さすがに、そこまで喜ばれると引くんですが」

「……もう殺して……」

　千ち佳かに呆あきれたような顔で見下ろされ、羞しゆう恥ちでどうにかなりそうだった。

　なぜ、なぜこんな辱はずかしめを……。

　尊敬しているんじゃなかったのか……。

　このまま消えたい……、と願っていると、千ち佳かがしゃがんで目線を合わせてきた。

「それで、柚ゆ日び咲さきさん。話を聞いてくれる気になりましたか」

　千ち佳かは由ゆ美み子こと違ちがい、いたずらにめくるをからかうことはない。

　由ゆ美み子この真ま似ねをしてまで、訊ききたいことがあるのだろう。

　そう考えたおかげで、ようやく「声優の先せん輩ぱい」のスイッチが入り直した。無理やり入れた。

　よろよろと立ち上がる。このままでは、あまりに格好悪い。

　長いため息を吐ついて、頭を搔かいた。

「……聞くだけ聞いてあげる。なに」

　千ち佳かは軽く目を見開く。

　そのまま、ぼそりと呟つぶやいた。

「さすがにそこまで一気に切きり替かえられると、びっくりするんですが」

「帰る」

「帰しません」

「手を握にぎらないでくださぁい……」

　今のは千ち佳かが悪いだろうに、抵てい抗こうするとどんどん立場が危うくなる気がする……。

　由ゆ美み子ことはまた違ちがった厄やつ介かいさだ……。

　ずいずいと迫せまってくる千ち佳かから目を逸そらし、「早く話を進めてよ……」と投なげ掛かける。

　それで、ようやく千ち佳かは頷うなずいた。

　ぎらりと光る目をこちらに向けて、言葉を紡つむぐ。

「リーダーについて訊ききたいんです。リーダーは何をすべきか、どう動くべきか、何を考えるべきか。リーダーとして相応ふさわしい行動とは、何か。柚ゆ日び咲さきさんはどう思いますか」

「リーダー、ね」

　そんなところだとは思っていたが。

　わざわざめくるに尋たずねるあたり、千ち佳かも行いき詰づまっているのかもしれない。

　きっと花はな火びには既すでに相談し、彼女も手を貸しているんだろう。

　帰ったらその話をしてみようか……、と考えながら、千ち佳かに言葉を返す。

「羽は衣ごろもさんのこと？」

「わかるんですか？」

　千ち佳かは目をぱちくりとさせる。

「あんたのチームなら、問題はその辺りだろうから。想像はつく」

　きっと纏まといが何も問題のない人物だったら、千ち佳かがめくるを頼たよることもない。

　どうすればいいか、という問いに答えることはできない。纏まといをよく知らないからだ。

　だが、その範はん疇ちゆうでいいのなら、話せることがある。

「羽は衣ごろもさんをちゃんと見たわけじゃないけど、何かを抱かかえてそうなのはわかる。心に引っかかりがあって、力を発揮できないのはよくあることでしょ。あんたが何かしたいっていうのなら、それが何か見み極きわめて、悩なやみを下ろす手伝いをすることくらいじゃない？」

　言っておいて、まるで自じ己こ紹しよう介かいだな、と笑いたくなる。

　抱かかえるもののせいで力を発揮できない、なんて。

　だけどそれを本人が解決したいと思えないなら、周りからの手は無意味となる。

　さすがにそんな自じ嘲ちようは、口にしないけれど。

「あとは、そうね。あんたは──」

　興が乗ったわけではないが、伝えられることは伝えておく。

　彼女は、歌うた種たねやすみ以上にリーダーという立場に戸と惑まどっているだろうから。

　千ち佳かは無言で聞いていたが、話が終わるときちんと頭を下げてきた。

「ありがとうございます。参考になりました」

　ん、と顎あごをしゃくる。

　千ち佳かに素す直なおに感謝されると、何ともむず痒がゆい。以前のことがあるだけに。

　ただ、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは可か愛わいげのない後こう輩はいと言えど、嚙かみついてくることは少ない。

　めくるに真っ向から牙きばを剝むいたのも、本当に数えるくらいだ。

　それは、たとえば。

『──外野がぴぃぴぃ言うのやめてくれませんか。何が間ま違ちがいですか。たらればを語って悦えつに入いるなんて、随ずい分ぶんと品のないことをしますね。先せん輩ぱい面づらしたいなら、事務所通してくれます？』

　彼女の相方が、こてんぱんにされたとき、とか。

　バチバチに対立したときのことを思い出していると、千ち佳かが咳せき払ばらいをした。

　なんだ？　と思って見ると、彼女は視線を彷徨さまよわせている。

　全く何気なさを装よそおえていない様子で、こう尋たずねてきた。

「時に柚ゆ日び咲さきさん。……やすは、どうですか。そっちでは上う手まくやってるんですか」

　──あらまあ。

　もしかしたら、彼女はそれが一番知りたいのかもしれない。

　彼女たちはライバル同士だ。

　同じリーダーという立場だけに、相手がどんな状じよう況きようなのかは気になるはず。

　正直に答えるのなら、「あの子も四苦八苦してるよ」とでも言う。

　それで、千ち佳かも少しはほっとするかもしれない。

　けれど、千ち佳かには先ほど散々な目に遭わされた。

　少しくらい、いじわるもしたくなる。

「そんなの、本人に訊きけばいいでしょ。同じクラスだし、ラジオもやってるんだから」

「それができれば、苦労はしません」

　千ち佳かは、ぷいっと顔を逸そらしてしまう。

　そうだろうな、と笑えみをこぼしそうになった。かわいい後こう輩はいめ。

　そこでふと、由ゆ美み子このことを思い出す。

　由ゆ美み子こも千ち佳かと同じく、めくるに本気の怒いかりを露あらわにしたことがあった。

『そういう脇わきの甘さがプロじゃないって言ってんの。何なら夕ゆう暮ぐれ、わたしが写真撮とったげようか。ネットに写真あがるの、好きでしょ？』

『──あ？』

　どれだけめくるから罵ば倒とうされようとも、彼女はあまり「怒おこる」ことはなかった。

　そんな由ゆ美み子こが強い怒いかりを表したのも、相方を侮ぶ辱じよくされたときではなかったか。
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「めくるや、トイレ行ってくるから待ってておくれ」

「いっしょに行ってあげようか？」

「やーん、やさしい～。学生気分満まん喫きつできそうだけど、そんなの御ご免めんだから残ってて」

『めくると花はな火びの私たち同期ですけど？』の収録が終わり、「お疲つかれ様さまでした～」と廊ろう下かに出たあと、花はな火びとそんなやりとりをする。

　花はな火びがトイレに向かうのを見送り、めくるは廊ろう下かでぼうっと待っていた。

「お。めくるちゃんだ。収録終わり？　〝わたうき〟かな」

　すると、スウェット姿の女性に声を掛かけられた。

　放送作家の朝あさ加か美み玲れいだ。

　ぼさぼさの髪かみにノーメイク、額には見慣れた冷えピタが貼はってある。

　容姿はめちゃくちゃな彼女だが、作家としては頼たよりになる人だ。

　めくるとの付き合いも長い。

　挨あい拶さつを返していると、朝あさ加かはニコニコしながら口を開いた。

「めくるちゃん、最近なんだか調子よさそうだねえ」

「そうですか？」

　悪印象を与あたえない程度に、短く言葉を返す。

　朝あさ加かはやさしく微ほほ笑えみながら、答えた。

「そんな感じするよ？　仕事、上う手まくいってるのかなって。〝わたうき〟も〝くるメリ〟も良いい感じだし。『ティアラ』も大きい仕事みたいだしさ」

「あー……、どうでしょう……」

　本心から、微び妙みような表情を浮うかべてしまう。

　確かに『ティアラ☆スターズ』は良いい仕事だ。大きい仕事だ。

　成なる瀬せの手しゆ腕わんのおかげで、ほかの仕事も増えている。

　けれど、依い然ぜんとしてオーディションには受かっていない。問題は抱かかえたままだ。

　それに、『ティアラ』だって、ラジオで言っているほど気楽でも順調でもない。

　そこで、ふと思い立った。朝あさ加かを見つめる。

「……そういえば、朝あさ加かさん。歌うた種たねはどうですか？　『ティアラ』ではいろいろと苦戦しているみたいなんですが。そっちの番組ではどんな様子ですか」

　素す直なおに尋たずねると、朝あさ加かは少しだけ目をぱちくりとさせた。

　意外に思ったのかもしれない。

　朝あさ加かのいいところは、ここで何も詮せん索さくしないところだ。

　めくるが望むように、訊きかれたことだけを答えてくれる。

「そうだねえ。番組内ではもちろん出さないけど、結構いっぱいいっぱいみたい。今やってる別の仕事の現場が大変なことになってたり、進路のこともあったりで。『ティアラ』でもリーダーなんだっけ。わたしもできるかぎりフォローしたいけど、番組の外のことになるとね」

　朝あさ加かは、唸うなりながら顎あごに手を当てている。

　そうか、と思う。

　由ゆ美み子こにも抱かかえているものがたくさんある。

　由ゆ美み子こは大人に頼たよることを躊ちゆう躇ちよしないし、朝あさ加かともプライベートで付き合いがあるから、相談に乗ってもらうこともあるかもしれない。

　しかし、朝あさ加かの言うとおり、番組外では力になれないことも多いだろう。

『ティアラ』に関しては、やっぱり自分がフォローしないと……。

　めくるが考え込んでいると、朝あさ加かが廊ろう下かの奥を指差した。

「何なら、コーコーセーラジオの収録観みていく？　今からだけど」

「……………………」

　やめてよ、そんな魅み力りよく的てきな提案するの……。咄とつ嗟さに「行く！」って返事しそうになっちゃった……。

　声優のラジオ番組で、ほかの声優が調整室に入ってくる展開は稀まれにある。

　朝あさ加かの言うような見学や、挨あい拶さつだ。

　それにパーソナリティが反応することもある。

　普ふ段だんとは違ちがう空気感になり、その声優との関係性が垣かい間ま見みえて、めくるは大好きな展開だ。

　何より、観みたい。

　コーコーセーラジオの生収録……、生やすやすと生夕ゆう姫ひめ……。

「いえ。遠えん慮りよしておきます。花はな火びもいますし」

　鋼はがねの意志で断る。

　行きたい行きたい行きたぁい！　と叫さけぶ自分の心を抑おさえ付つけて。

　それに、朝あさ加かの話を聞いていると、あまりのんきに構えてられないと思ったのだ。







　案の定、爆ばく発はつした。

　問題が起こった。

　地じ雷らいを踏ふんだのは、ミントだ。

〝ミラク〟と〝アルタイル〟、初めての合同練習の話である。

　自主練を積み重ねた由ゆ美み子ことミント、場数を踏ふんでいるめくるは、特に問題なく合同練習を終えられた。

〝ミラク〟で問題があったのは、飾かざ莉りだけ。

　彼女は振ふり付つけを間ま違ちがえ、ほかの人にもぶつかりそうになっていた。

　初めてのレッスンでは褒ほめられていただけに、ミントたちに追おい抜ぬかれたのは本人としてもショックだろう。

　そこにミントが追い打ちをかけた。

『ま、これが自主練のセイカですよ。御お花はなさんももっと練習しないと。バイトが大変、と仰おつしやっていましたけど、何とかしたらどうですか？　バイトを減らして、時間を作るべきですよ』

　以前、その件で一度揉もめている。

　それは「しょうがない」で済んだ話なのに。

　よりによって、このタイミングでミントが蒸むし返かえしてしまった。

『ごめんねぇ、ミントちゃん。親は頼たよれないんだ～。うち、貧びん乏ぼうだから。声優目指すって言ったときも、めちゃくちゃキレられたし～。ほとんど勘かん当どう……、あー、もう親子じゃない、みたいな。貧びん乏ぼう人にんが夢を追うなんて不ふ愉ゆ快かいかもしれないけど、そこは許してほしいかなあ』

　最悪な空気のまま、飾かざ莉りは「バイトがある」とレッスンルームから出て行ってしまった。

　由ゆ美み子こが青い顔で飾かざ莉りを追う。

　失言によってダメージを受けたミントを置いて、めくるもふたりを追いかけた。

　廊ろう下かで彼女たちは何やら話し込んでいたが、飾かざ莉りはひとりで立ち去ってしまう。

　由ゆ美み子この表情を見るに、とても解決したとは思えない。

　手を伸のばす由ゆ美み子こを制して、めくるは廊ろう下かを駆かけた。

「めくるちゃん」

「ついてくるな。ややこしくなる」

　由ゆ美み子こでは逆効果だ。きっと飾かざ莉りは話を聞かない。自分が行くしかなかった。

　素す直なおに由ゆ美み子こは足を止めたので、めくるは飾かざ莉りの元へ向かう。

「御お花はな」

　飾かざ莉りに追いついて声を掛かけた。

　飾かざ莉りはその場に立ち止まってくれたので、ひとまず安あん堵どする。

　けれど彼女はこちらに背を向けたまま、返事をしない。

　しかし、その肩かたが震ふるえていた。少しずつ姿勢が前のめりになっていく。

　やがて、彼女は気持ちを爆ばく発はつさせた。

「は、腹立つぅ～……ッ！　なんなんだよ、めんどくさいぃ……！　バイトもしたことない、実家暮らしのお子ちゃまのくせにぃ……ッ！」

「………………」

　押し殺した声で、呪じゆ詛そを振ふりまいている。感情を吐はき出だしていた。

　こんな飾かざ莉りは初めてだ。それを見て、めくるはぽかんとしてしまった。

　けれど、しばらくしてからふっと息を吐はく。

　飾かざ莉りはすぐさま咎とがめるような視線を向けてきた。

「なんですか、柚ゆ日び咲さきさん」

「いや。思ったより大だい丈じよう夫ぶそうで安心した」

「はあ？　大だい丈じよう夫ぶじゃないです。めちゃくちゃムカついてますけどお」

　嫌いやそうに顔を顰しかめている。こんな表情は、あのふたりには見せないだろう。

　だからこそ、めくるに晒さらしている。

　歌うた種たねやすみを嫌きらう、めくるにだから。

　自分が来てよかったな、とめくるは改めて思った。

　はあー、と大きく息を吐はいて、飾かざ莉りは髪かみをかき上げる。

「やっぱりわたし、あのふたり嫌きらいです。ぬくぬく育ててもらってるくせに、あんな偉えらそうに。わたしだって、自主練したいけど生活カツカツだから、バイトしてるだけなのに。年下にあんなこと……。なんで、なんでこんな惨みじめな思いしなきゃいけないんですか……」

　言っているうちに辛つらくなってきたのか、飾かざ莉りの目にじわりと涙なみだが浮うかぶ。

　先ほどのような怒いかりではなく、違ちがう感情で声が震ふるえていた。

　それを見られるのは不本意のようで、こちらに背を向ける。

　ぐしぐしと袖そでで涙なみだを拭ぬぐっていた。

　めくるはため息を吐ついて、その背中に声を掛かける。

「御お花はな。あんた、さっきバイトって言ってたけど、すぐ？」

「……出ていくための口実ですけどお。バイトはありますけど、もうちょっとあとです」

「じゃあ晩ご飯付き合え。それくらいなら奢おごったげるから」

　めくるの言葉に、飾かざ莉りは「むっ……」と声を上げる。

　おそるおそる振ふり返かえるが、その表情には葛かつ藤とうや躊躇ためらいが大きく表れていた。

「ご、ご馳ち走そうしてくれるんですか……」

「まあ。わたしが指定する店でいいなら」

「……で、でもでも。これでわたしがついていったら、食べ物につられた、というか、奢おごってもらえるからついてく、みたいになるじゃないですか～……」

　まごまごと指を絡からめながら、小さな声で物申す飾かざ莉り。

　別に構わないと思うが。

　変なところを気にする子だ。

　それとも、彼女なりの美学や基準があるんだろうか。

　それに付き合う義理はないので、めくるはそっけなく言葉を返す。

「先せん輩ぱいが後こう輩はいに奢おごるんだから、別におかしくはないでしょ。いいなら行くよ」

　先導してさっさと歩き出す。

　飾かざ莉りは迷っていたようだが、おずおずといった具合についてきた。

　着き替がえてからビルを出たあと、しばらく黙だまって街の中を歩く。

　先ほどのこともあって気まずいのかもしれない。飾かざ莉りは口調を戻もどし、こちらを窺うかがうように口を開いた。

「柚ゆ日び咲さきさんがこんなことしてくれるの、意外です～。ほかの声優と、あんまり交流しないって聞いてましたし」

「合ってるよ。今だって、あんたが一年目だからってだけ。そうじゃなければ、ご飯なんて誘さそわない」

「はぁ……。まっさらな新人には、やさしくしてくれるってことですかね……？」

　そうじゃない。

　まだ御お花はな飾かざ莉りに対して、声優であると認にん識しきできていないだけだ。

　今はよくても、飾かざ莉りが仕事を積み重ねていけば、声優として好きになってしまう可能性がある。そうなれば、壁かべを作らなきゃ耐たえられない。いっしょにご飯なんてもってのほかだ。

　後々の保身を考えるならば、今だって交流は避さけたい。

　けれど、リーダーのフォローはしないとダメだろう。

　もちろんそれらを伝えることはなく、黙だまって目的地に向かった。

　飾かざ莉りを連れて行ったのは、花はな火びと頻ひん繁ぱんに通っていた定食屋だ。

　最近はあまり行かなくなってしまったが、味のある古びた店構えにほっとする。

「いらっしゃいませー。お、めくるちゃん！　久しぶりだねえ」

　扉とびらを開けると、おばちゃんが笑え顔がおを見せてくれた。

「ご無ぶ沙さ汰たしてます。ふたり、いいですか？」

「はいはい、好きなところ座って！　今日は……、後こう輩はいの子？　花はな火びちゃん、この前もふらっと来てくれたよ～。またふたりでも来てね」

「はい。また来ます」

　軽く言葉を交かわしている最中、飾かざ莉りは所在なさげにしていた。

　話が自分に向いたときだけ、おどおどと頭を下げる。

　ふたりでテーブル席に座っても、飾かざ莉りはきょろきょろ辺りを見回していた。

「ここ、安くておいしくて量も多いから。カツだったらここ以上の店はないよ。花……、同期が、お金ないときはよくお世話になってた。スタジオ近くにあるこういう店、ピックアップしておくから。あ、量食べる自信ないなら小盛にしときな」

「は、はい」

　こういう定食屋は馴な染じみがないのか、さっきから落ち着きがない。

　そんな姿は十代の女の子、といった感じで可か愛わいげがあると言えなくもない。

　飾かざ莉りにいろんなお店を教えているうちに、トンカツ定食がふたりの前に並ぶ。

　飾かざ莉りは迷っていたようだが、結局並盛にした。めくるは小盛だ。

　飾かざ莉りはそろそろとカツを一口かじると、目を見開き、せっせとご飯を詰つめ込こみ始める。

「おいしかったです……」

「それはよかった」

　食べ終えて温かいお茶を飲んでいると、ようやく飾かざ莉りも落ち着いてきたようだ。

　彼女は改めて空になった食器を見つめ、メモを入力したスマホを机に置いた。

　畏かしこまった様子で深く頭を下げる。

「ご馳ち走そう様さまでした。それとお店もありがとうございます。このご恩は忘れません」

「大おお袈げ裟さ」

　下手な冗じよう談だんだ、とめくるは鼻を鳴らす。

　しかし、飾かざ莉りは「いや本当に」と顔を上げる。そこに戯たわむれの色はない。

「いや、大した額じゃないし……」

　むしろ、めくるのほうが戸と惑まどってしまう。

　もしかしたら、飾かざ莉りはこちらの想像よりも困こん窮きゆうしているのかもしれない。

　それならば、ミントや由ゆ美み子こにあれだけキレていたのも納なつ得とくがいくけれど……。

　お店は教えるだけ教えて、もっと高いもの食べさせてあげればよかったかな……。

　思わず考え込んでいるうちに、飾かざ莉りは調子を戻もどしていた。

「いやぁ、すごくお腹なかいっぱいになりました～」

　そんなふうに、ゆるやかな笑えみを浮うかべている。

　そこからぽつぽつと会話をしていると、飾かざ莉りは上うわ目め遣づかいでこちらを窺うかがってきた。

「あの～、柚ゆ日び咲さきさん。愚ぐ痴ちってもいいですか？」

「今日だけね」

　今日だけですか～？　と飾かざ莉りは笑う。

　けれど、やわらかい笑え顔がおは薄うすい微ほほ笑えみに変わり、彼女はすっと目を細めた。

「やっぱりあたしは、納なつ得とくできないんですよね～」

「歌うた種たねがリーダーやってることが？」

「そうじゃないです～。あぁいや、そうかもしれません。あたしが納なつ得とくできないのは、やすみちゃんが普ふ通つうに声優やってることですかね」

　お茶をずず……、と啜すすってから、穏おだやかじゃないことを言う。

　のんびりとした口調で、飾かざ莉りは淡たん々たんと続けた。

「夕ゆう暮ぐれさんも、ミントちゃんも同じです。あの子たちが声優を続けているのを見ると、う～ん？　って首を傾かしげちゃいます」

「なんで」

「それは、柚ゆ日び咲さきさんがよくわかってるんじゃないですか～？」

　話の内容にそぐわない、嬉うれしそうな笑えみを浮うかべる。

　あえて答えないでいると、飾かざ莉りは笑え顔がおのまま語った。

「あの三人は、失敗しました。ミントちゃんは子役がダメだったから声優業界に来ただけですし、あのふたりが何をやらかしたかは言うまでもないですね。裏営業疑ぎ惑わくの一件です」

　だろうな、と思う。

　不ふ貞て腐くされているだけの文句かと思いきや、飾かざ莉りにも思うところがあるらしい。

　湯ゆ吞のみに目を落としながら、呟つぶやく。

「声優志望は言うに及およばず、事務所に所属している声優だけでもどれだけいると思います？　声優になるためにバカみたいな倍率を勝かち抜ぬいたのに、ここからさらに、少ない椅い子すを取り合わないといけない。後ろが詰つまってるんです。失敗した人が戻もどってくるスペースなんてないですよ。ここはもういっぱいです！　って言いたいですね～」

　飾かざ莉りは手で小さくバッテンを作ってみせる。

　彼女の言うように、椅い子すの数は本当に少ない。

　昔に比べて作品数は増えたと言っても、それ以上に声優の数も今や膨ぼう大だいだ。

　さらに多くの仕事が、実績と知名度がある声優に任される。

　志望者や声優の数が異常に多いのに対し、圧あつ倒とう的てきにチャンスが少ない。

　それはずっと、問題視されていることであった。

　だから、まっさらな新人の飾かざ莉りは、「いや順番譲ゆずってよ」と反感を持つのかもしれない。

「………………」

　飾かざ莉りは、失敗を犯おかした三人を批難している。

　めくるには何も言っていない。

　けれど、飾かざ莉りが本当のめくるを知れば、めくるを見る目はきっと変わる。

　オーディションで力を発揮できず、椅い子すの周りでモタモタするめくるに、飾かざ莉りはどんな目を向けるだろうか。

　自分が受かるよりも、ほかの人が活かつ躍やくするほうが嬉うれしい、と本気で思ってしまうめくるに。

　きっと軽けい蔑べつし、こんなふうに食事についてくることもない。

　痛い。

　彼女に説教を垂れる前に、やるべきことがあるのではないか。

　そんな胸の痛みに耐たえていると、飾かざ莉りの双そう眸ぼうがこちらを覗のぞいていた。

　考えを読まれたのかと思ったが、そうではないらしい。

　にっこりと微ほほ笑えんで、飾かざ莉りは続ける。

「聞きましたよ。柚ゆ日び咲さきさんも、あのふたりには業ごうを煮にやしているって。やすみちゃんと夕ゆう暮ぐれさんに、随ずい分ぶんとキツく当たっていたらしいじゃないですか」

「……だれから聞いたの？」

「事務所の先せん輩ぱいから～。あの裏営業疑ぎ惑わくで、あの子たちは間ま違ちがいを犯おかした。ファンを裏切った。やってはならないことをした。だから、嫌きらっていると」

　めくるは頭の中で、噂うわさの出所を考える。

　けれど、すぐに諦あきらめた。言いい触ふらしたわけではないが、殊こと更さら気を付けて由ゆ美み子こたちと接したわけではない。聞いている人もいただろうし、その人が口を滑すべらせることもあるだろう。

　それに、まぎれもない事実だ。

　柚ゆ日び咲さきめくるは、歌うた種たねやすみと夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひを許してはいない。

　それは、今でもだ。

　そこにシンパシーを感じて、飾かざ莉りはめくるに好感を持っているのかもしれない。

　しかし、言っておくべきことがある。

「まずひとつ、忠告。真しん偽ぎがわからない噂うわさ話ばなしを信じない。大たい抵てい噓うそっぱちだから」

「わかってますよぅ。だから直接訊きいてるじゃないですか。本当なんでしょう？」

　首を傾かしげ、目を細める飾かざ莉り。

　正直に答えるか迷っていると、飾かざ莉りはそのまま歌うように続けた。

「わたしもどうかと思いますよ。間ま違ちがいを犯おかしたんだから、許されるのは変です。そういう時代じゃないですか。そうは思いませんか？　思ってるんですよね、柚ゆ日び咲さきさんは。だからやすみちゃんたちを嫌きらっている。わたしのように。柚ゆ日び咲さきさんも、同じなんでしょう？」

　そのとおりだ。

　そう言ってしまえば、この話は終わりだ。飾かざ莉りは納なつ得とくする。それでいいかもしれない。

　余計なことは言うべきじゃない。

　……そう思っているはずなのに。

　どうしても、我が慢まんできなかった。

「……御お花はな。これからする話は絶対に、だれにも言うな」

　そう前置きすると、飾かざ莉りは笑えみを深くする。

　飾かざ莉りが望むような、罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛び出してくると思ったのかもしれない。

　その目から逃のがれるように、めくるは視線をテーブルに落とした。

「歌うた種たねも夕ゆう暮ぐれも、許されないことをしたよ。わたしだって、最初は本当に許せなかった。だからこそ、わざわざあの子らに物申したんだ」

　あのときの怒いかりは、柚ゆ日び咲さきめくるとしても、藤ふじ井い杏あん奈なとしても本物だった。

　先せん輩ぱいとして忠告せずにはいられなかったし、ファンとして嘆なげいた。

　彼女たちの失敗と選せん択たくは、今でも間ま違ちがっていると言い切れる。

　けれど、彼女たちはけじめをつけにいった。

　ファンはそれを見届けた。

　そのことについて──、とやかく言う権利はだれにもないはずだ。

「だけど、あの子たちは代だい償しようを払はらった。間ま違ちがいを理解して謝って、ファンを失って、それでも最初から進むことを決めたの。禊みそぎは済んだ。あのことに文句を言っていいのは、以前からのファンだけ。あんたが石を投げていい理由にはならない」

　飾かざ莉りの目を見ながら、まっすぐに伝える。

　飾かざ莉りの目が大きく開く。動どう揺ようが瞳ひとみを揺ゆれ動うごかした。

　彼女は前のめりになりながら、早口で言葉を並べ始める。

「ま、待ってくださいよ。それなら、それなら……、柚ゆ日び咲さきさんだって同じじゃないですか。柚ゆ日び咲さきさんだって、これ以上文句を言うべきじゃない。でも、柚ゆ日び咲さきさんは許してないんでしょう？　まだ、怒おこってるって……」

「そうだよ。わたしは許してない。でも今となっては、歌うた種たねたちが、『いつまで引きずってるんですか』って言ったら、この話は終わる。……あの子たちは、言わないけどね」

　彼女たちが「禊みそぎは済んだ」と思っているなら、話はまた違ちがったかもしれない。

　けれど、あのふたりは胸に抱かかえると決めている。

　だから、めくるも同じように手に持つだけだ。

　飾かざ莉りは、意味がわからない、とばかりに首を振ふった。

「何を言ってるんですか……？」

「わたしはあのふたりに対して、許していない、怒おこってるってポーズを作ってるだけ。本気で怒おこってるわけじゃない」

「なんですか、それ……。何のために……？」

　飾かざ莉りの顔が、さらに困こん惑わくの色を強める。

　彼女がここまで表情を変えるのを、初めて見るかもしれない。

　めくるはもう一度、「絶対言うなよ」と念押ししてから、続きを口にした。

「歌うた種たねも夕ゆう暮ぐれも、同じ間ま違ちがいは犯おかさないと思うけど……。あのふたりは向こう見ずなところがあるから。特に歌うた種たねは視野が狭せまくなるし、危なっかしくて仕方ない。──もしかしたら、何かの選せん択たくを迫せまられたとき。大きな過あやまちを、ラインを越こえてしまうことがあるかもしれない。だけど、そばでぐちぐち昔のことを言ってる奴やつがいたら、踏ふみ留とどまるかもしれないでしょ」

　あのふたりを信しん頼らいしてないわけじゃない。

　でも同じくらい、不安なのだ。

　だれかのために、すべてを台無しにすることがあるかもしれない。

　もう二度と、あんなふうになってほしくない。

　踏ふみ留とどまってほしい。選せん択たく肢しを探してほしい。

　自分を犠ぎ牲せいにすることを、最善だと思わないでほしい。

　そんな願いを込こめて、めくるはいつまでも嫌いやな先せん輩ぱいとして文句を言い続けている。

　けれど、それは到とう底てい理解できる話ではなかったらしい。

　飾かざ莉りはこちらに、おかしなものを見るような目を向けた。

「そんなことで、柚ゆ日び咲さきさんは嫌きらわれ役をしているんですか……？　何の得もないのに……？　そんなこと、あるかどうかもわからないのに……？」

「そうなるかもね」

「なんで……？」

「先せん輩ぱいだからじゃないの。あんたにご飯奢おごるのと同じ。現場で後こう輩はいを𠮟しかるのと同じ。仕事の姿勢について指し摘てきするのと同じ。そうしたところで先せん輩ぱいに得はないし、嫌きらわれるかもだけど、そういうもんでしょ」

　後こう輩はいから嫌きらわれるのも、先せん輩ぱいの役目だろう、と。

　もっともらしいことを言ったが、めくるは噓うそを吐ついた。

　結局のところ、あのふたりのことが可か愛わいくて仕方がないのだろう。

　それは、藤ふじ井い杏あん奈なとしてではなく、柚ゆ日び咲さきめくるとして。

　だから、何かしてあげたくなるだけ。

　多少は腑ふに落ちたようだが、それでも飾かざ莉りは不本意そうにしている。

　繫つなげるつもりはなかったが、ユニットのことに話を戻もどした。

「歌うた種たねだって、本当は御お花はなにあんなこと言いたくないと思う。あの子だって嫌きらわれ役だよ。でも、だれかがやらないと成り立たないでしょ。あんたが歌うた種たねを嫌きらうのは勝手だけど、少しは歩み寄ってもいいんじゃないの」

　飾かざ莉りは途と端たんに面おも白しろくなさそうにする。

「結局、お説教じゃないですか～……」と唇くちびるを尖とがらせた。
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　しかしそのあと、空になった皿に視線を向ける。

　嘆たん息そくしてから、ゆるゆると「まぁ、柚ゆ日び咲さきさんにはご馳ち走そうになりましたし……」と言葉を絞しぼり出だしていた。

　余計な一言かもしれないが、めくるは特に何も考えずに口を開く。

「それに御お花はな。あんた、ぐちぐち言ってる割に歌うた種たねのこと嫌きらいになれないでしょ」

「は、はぁ!?」

　途と端たん、飾かざ莉りは裏返った声を上げる。

　赤い顔をして、前のめりになった。

「へ、変なこと言わないでください。だれが好きになるものですか、あんな人」

「好き、とまでは言ってないけど。なに、もうそこまでいっちゃったの？」

「い、いってないですぅ、言葉の綾あやですぅ」

　こちらに嚙かみつかんばかりに、飾かざ莉りは牙きばを剝むく。

　そんな彼女を受け流すように、めくるは目を逸そらして続きを口にした。

「自分に好意を持った人間は嫌きらいづらい、とは言うけど。そういうタイプなのかな、歌うた種たねは……。ま、あんたが一いつ生しよう懸けん命めい嫌きらいになろうとするのを、横で見てるよ」

　あるいは、それは自じ嘲ちようだったのかもしれない。

　かつての自分はそうだったけれど、今となってはすっかり腑ふ抜ぬけにされた。

　それの照てれ隠かくしで、からかうようなことを言ってしまった。

　飾かざ莉りはさらに顔を赤くさせると、こちらをキッと睨にらみ付つけてくる。むず痒がゆそうに唇くちびるをうにうに動かしながら。







　このとき、めくるが飾かざ莉りに言いい含ふくめたから。

　そんなふうに胸を張るつもりはないが、多少は効果があったんじゃないかと思う。

　飾かざ莉りの態度に、以前ほどの露ろ骨こつさはなくなっていた。

　ある程度は、上う手まくいき始めた。

　何より大きかったのは、由ゆ美み子こが声を掛かけて集まった、お祭りでの親しん睦ぼく会かいだ。

　そこで双ふた葉ばミントの持つ悩なやみ、胸中をメンバー全員が知った。

『ミントちゃんは子役として失敗したから、声優業界に来ただけ』と言っていた飾かざ莉りにとって、ミントが洗いざらい話したことは相当な意味を持ったと思う。

　それからは雰ふん囲い気きも悪くなく、飾かざ莉りもほかのメンバーに心を開き始めていた。

　けれど、そこにやってきたミントの不調。

　彼女はしばらくレッスンを休むことが決まった。

　きっと飾かざ莉りは、ミントが可か愛わいくなっていたんだと思う。ほだされていたはずだ。

『わたしは。やすみちゃんを責めてるんだけど』

　だからこそ、ミントの不調を見み逃のがした由ゆ美み子こを責め立てた。

　先ほど、ミントは病院に連れて行かれた。

　そのあとでの騒そう動どう。

　空気が冷え切ったレッスンルームで、めくるは迷う。

　呆ぼう然ぜんとしている由ゆ美み子こを置いて、飾かざ莉りが部屋から出て行ってしまったからだ。

「…………」

　由ゆ美み子こを置いていくのは心配だが、飾かざ莉りを放っておくわけにもいかない。

「こっちはわたしが話をつけるから」

　あとで戻もどってこよう、と決めて、まずは飾かざ莉りを追いかけた。

　飾かざ莉りは、人ひと気けのない廊ろう下かを大おお股またで歩いている。

「御お花はな！」

　背中に声を掛かけても、彼女は立ち止まらない。

　舌打ちしたいのを堪こらえながら、飾かざ莉りの腕うでを摑つかんだ。

　思ったより力が強く、振ふりほどかれそうになる。

「御お花はな」

　再び名前を呼ぶと、飾かざ莉りは振ふり返かえった。

　目に涙なみだを浮うかべて、こちらをキッと睨にらみ付つけてくる。

　こちらが引かないのを察してか、険のある声を投げつけてきた。

「柚ゆ日び咲さきさん、わたし、何か間ま違ちがったことを言いましたか。だから追いかけてきたんですか。わたしにも説教しますか？」

「頭冷やせっての。あんたがカッカしたところで、何かが変わるわけでもないでしょうが」

　そう言うと、ようやく彼女の手から力が抜ぬける。

　飾かざ莉りは悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんでいた。

　子供に言い聞かせるように、めくるは言葉を続ける。

「それは、歌うた種たねに当たっても同じ。意味がない。ミントちゃんのことを思うなら、やるべきことはほかにあるでしょ」

　飾かざ莉りの目が泳ぐ。

　けれど、その目がギュッと閉じられた。呻うめくように口を開く。

「……でも、わたしは。やっぱり、あの人は間ま違ちがっていると思いました。柚ゆ日び咲さきさんの言うとおりです。向こう見ずで、視野が狭せまくて、危なっかしい。だからこんな間ま違ちがいを犯おかした。夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひにこだわったからです。わたしは、納なつ得とくできません」

「それは……」

　口を開きかけて、閉じた。

　飾かざ莉りに言い聞かせることはできる。その材料はある。納なつ得とくさせられるかもしれない。

　だけどそれは、自分がすべきではない。

　リーダー、歌うた種たねやすみが自分で見つけ、飾かざ莉りに語り、それで解決すべき問題だ。

　何せ、次のライブはともかく、九月のライブではユニットも別れてしまう。

　ただでさえ、桜さくら並なみ木き乙おと女め率いる〝アルフェッカ〟とぶつかり合うという、無茶な要求をされているのだ。

　ここで手を貸すのは、むしろ余計な手出しになってしまう。

「……あの子はちゃんとみんなを導くよ。確かに今回トラブルはあったけど、致ち命めい傷しようってわけじゃない。乗のり越こえられる。その答えをリーダーが持ってくる。あんたがすることは、それを待つこと。わかった？」

　飾かざ莉りは、こちらをじっと見つめてくる。

　何か言いたげではあったが、矛ほこを収める気にはなったらしい。

　深呼吸すると、ゆっくりとした口調で言葉を並べた。

「柚ゆ日び咲さきさんがそう言うなら、いいですけど～。あたし、どうなっても知りませんよ～。さっさと見限ったほうが、これからのためだと思いますけどね～」

　憎にくまれ口ぐちを叩たたくものの、これ以上は事を荒あら立だてる気もないようだ。

　そのまま、飾かざ莉りは更こう衣い室しつに向かった。

　またご飯を食べさせて落ち着かせたいところだが、飾かざ莉りだけを構うわけにもいかない。

　めくるは踵きびすを返かえして、レッスンルームに戻もどった。

「ったく……、世話焼かせるなあ、がきんちょどもは……」

　いくら年長者とはいえ、ここまで手を焼かされるとは。思わず天てん井じようを仰あおぐ。

　面めん倒どうくさい、と投げ出したいところだが、そうもいかない。

　由ゆ美み子こは由ゆ美み子こで、メンタルはそれほど強くない子だ。

　だからフォローしないと……、とめくるが扉とびらを開けて、その光景に胸がきゅっとなる。

　由ゆ美み子こは、壁かべに背を預けて体育座りをしていた。

　それまで顔を伏ふせていたらしく、めくるが戻もどってくると同時に顔を上げる。

　明らかに泣いた跡あと。

　しょんぼりとした表情。

　あぁ、何か声を掛かけないと……。こういうときは、まず、うわあああああああああああああへこんでるやすやすかわいい──────────────ッ！

　アッ！　ダメ！　そんな顔しないで……！　濡ぬれた瞳ひとみで見ないで！　だーめだって、そんなの！　庇ひ護ご欲よくがすごくなっちゃうでしょうが……！　いやこれは母性……？　きゅうん！　ってしちゃう……、キュンって……。ぎゅっとしたい……。すき……。

　いやいや、そういう空気じゃないだろうが。

　めちゃくちゃ真面目な空気だ。ときめいている場合ではない。抑おさえろ。

「歌うた種たね」

　なんとか持ち直して、普ふ通つうに声を掛かけた。

　いや、よく持ち直したよ、今の状じよう況きようで。涙なみだ目めのやすやすを相手にさ。世が世ならスタンディングオベーションだよ。ファインプレイだよ。頑がん張ばった頑がん張ばった。

「めくるちゃん……」

　あ──────────！　ダメ──────────！

　涙なみだ声ごえで人の名前呼ばないで！　ばか！　狂くるう、狂くるう！　今、庇ひ護ご欲よくと母性が膨ふくれ上あがって大変なことになってるんだって！　ねー、罪作りすぎない？　なにこの子？　天使だよ！

　感情がドッカンドッカンとなりつつも、何とかぐっと堪こらえた。

　落ち込む姿に興奮されていると知れば、さすがの由ゆ美み子こでもドン引きだ。

　呼吸を整えて、飾かざ莉りは心配ないことを伝えた。

　心ばかりの励はげましの声も掛かけた。

　そのくらいにして、ほどほどで退出する。

　それ以上は語るべきではないと判断した──、というのは、まぁ建前で。

　このままへこんだやすやすといっしょにいると、どうにかなりそうだったからだ。

　扉とびらを閉めて、両手で顔を覆おおう。

「あーもー……、こういうのよくない……、よくないよー……」

　へこんだ後こう輩はいを見てきゅんきゅんするなんて、なんてひどい先せん輩ぱいだろうか。







　それから由ゆ美み子こは、きちんと答えを持ち帰ってきた。

　彼女が修学旅行から帰ってきたあとのレッスンで、由ゆ美み子こは正直な気持ちをユニットのメンバーに伝えた。

　飾かざ莉りもミントも、その答えをまっすぐに受け取った。

　何度も躓つまずき、バラバラになりかけた〝ミラク〟だったが、ようやく一丸となれたと思う。

　それからの練習は、ごくごく平和だった。

　飾かざ莉りも自主練を増やしていたし、ミントも無理はせずに練習に励はげんでいた。

　由ゆ美み子こは由ゆ美み子こで、あの一件で変化があったらしい。

　たとえば、ある日のレッスン中。

　休きゆう憩けいに入った途と端たんにこんなことを言い出した。

「あ、そうだ。飾かざ莉りちゃん、今日うちにご飯食べに来る？」

「はあ？　なんで」

　突とつ然ぜんすぎる提案に仮面をかぶるのも忘れ、怪け訝げんな表情を出してしまう飾かざ莉り。

　それを流して、由ゆ美み子こは話を続けた。

「や、前に生活がしんどいって言ってたじゃん。あんまりちゃんとしたもの食べてないんじゃないかと思って。飾かざ莉りちゃん、自じ炊すいしなさそうだし」

「失礼だなぁ……、まぁしないけどお。それで、ご飯食べに来いって～？」

「そういうこと。うち、夜は親いないし。食べたいものあったら作るけど」

「………………」

　めくるは離はなれた場所で、それを眺ながめていた。

　相変わらず、不思議な距きよ離りの詰つめ方をする子だ。

　普ふ通つう、あんだけボロカスに言ってきた相手を家に誘さそうか？

　しかも、手料理まで振ふる舞まうなんて。

　飾かざ莉りは飾かざ莉りで、あの一件以来、多少は本音を晒さらすようにしたらしい。

　なので、その誘さそいも「行くわけないじゃ～ん」と断るものかと思ったが……。

「……行くぅ～」

　渋しぶ々しぶといった様子で、頷うなずいている。

　あれは気を遣つかったんじゃなく、単に家庭料理につられたんだろう。

　わかる。やすやすの手料理、食べたい。

　いや、やっぱ無理かも。胸が詰つまって入らなそう。

「こらー！　ミントちゃん！　ちゃんと休む！　水飲みなさい！」

　そんな会話をしていたふたりだが、突とつ然ぜん、由ゆ美み子こが声を上げた。

　ビクッとして動きを止めたのは、スマホで振ふり付つけを確かく認にんしていたミントだ。

　確かにさっきから、視界の端はしでぱたぱたと足を動かしていた。

　ミントは唇くちびるを尖とがらせながら、ぷいっとそっぽを向く。

「ちょっと確かく認にんしてただけですし……。というか、その言い方、嫌きらいです。子こ供ども扱あつかいしないでください」

「子こ供ども扱あつかいされたくなかったら、𠮟しかられるような行動しない。次言うこと聞かなかったら、帰ってもらうからね」

　それこそお母さんのように、腰こしに手を当てて怒おこる由ゆ美み子こ。

　まだミントはぶつぶつと文句を言っていたが、大人しく従うようだ。

　水すい筒とうからごくごくと水を飲んでいる。

　由ゆ美み子こは振ふり返かえって、今度は飾かざ莉りににっこり笑いかけた。

「飾かざ莉りちゃんは、あたしと無理しようねー。今日はいっしょに帰るわけだし、とことんやろ」

「なぁにぃ、やすみちゃん。スパルタじゃ～ん。あたしは無理していいって？」

「飾かざ莉りちゃんは自己管理しっかりしてるでしょー。練習増やすっていうなら、あたしたちもフォローするしさー。それに……」

　図ずう々ずうしさを手に入れた、とでも言うのか。

　いや、この場合は思い出した、だろうか。

　慣れないリーダーという立場なうえに、曲くせ者もの揃ぞろいだったせいか、由ゆ美み子この持ち味が今まで出ていなかった気がする。

　今となっては以前のぎこちなさが噓うそのように、場を動かしていた。

「あ、そうだ。めく……、柚ゆ日び咲さきさーん。ちょっと相談あるんだけど」

　今だって、図ずう々ずうしくめくるに相談を持もち掛かけてくる。

　反射的に、「なんでわたしが」と言い返すと、由ゆ美み子こは肩かたを竦すくめた。

「あたし、リーダーだから。柚ゆ日び咲さきさんに拒きよ否ひ権けんありませーん。ライブのことだから、協力してってば」

　……彼女がリーダーとして動くのなら、めくるも拒きよ絶ぜつするわけにはいかない。

　ため息を吐ついていると、飾かざ莉りが茶化すようなことを言ってくる。

「そこまでして、夕ゆう暮ぐれさんに勝ちたいの～？　負まけず嫌ぎらいにもほどがない？」

「あいつには勝ちたいけど、それとクオリティ上げるのは別の話です～」

　憎にくまれ口ぐちを叩たたき合あっている。

　ギスギスして、ちょっと触ふれただけでもケガをしそうな空気はもうない。

　歌うた種たねやすみは、立派にリーダーをやっているんじゃないだろうか。

「？　なに、めくるちゃん」

「なにも」

　きっと彼女に、それを伝えることはないだろうけど。

　次の仕事があるので、めくるは一足先に練習を切り上げた。

　着き替がえてから廊ろう下かを歩いていると、「めくるちゃーん」と後ろから声を掛かけられる。

　由ゆ美み子こがレッスン着のまま、駆かけ足あしで寄ってきた。

　また何か厄やつ介かい事ごとか？　と訝いぶかしんでいると、彼女は辺りを確かく認にんして顔を寄せてきた。近い。突とつ然ぜんのファンサなんなの？　顔の良さを自覚してください。好きになるだろ。もうなってたわ。

「なに」

「これ。持って帰って。ほかのふたりには内ない緒しよだよ」

　唇くちびるに人差し指を当てつつ、差し出してきたのは小ぶりの保冷バッグだった。

　なんだこれは。

　視線で問いかけると、彼女はいたずらっぽい笑えみを浮うかべた。

「牛乳寒天作ったから、おすそ分け。めくるちゃん、ライブ前のダイエット、頑がん張ばってるでしょ？　あたしもダイエットしてるんだけどさー。甘いものは食べたくなるじゃん？　そのときのための、とっておき。カロリー控ひかえめだけど、おいしいよ」

　ずずい、と押し付けてから、由ゆ美み子こはため息を吐つく。

「ミントちゃんがさー、あたしがダイエット中なの知ってるから、少しでも甘いもの食べようとすると猛もう烈れつに注意してくるんだよ。飾かざ莉りちゃんも面おも白しろがって真ま似ねしてきてさ。頑がん張ばりすぎても息いき詰づまっちゃうのに。ねえ？」

　困ったように言っているが、どこか楽しそうな声こわ色いろだ。

　由ゆ美み子こは保冷バッグを指差しながら、くるりと背を向けた。

「いっしょにダイエット頑がん張ばろーね。ひとりじゃないなら心強いわ。じゃねー」

　こちらの返事も待たずに、パタパタとレッスンルームに戻もどっていく。

　ほわほわとした空気が漂ただよう中、めくるはぽつんと取り残された。

　じんわりと心が温かくなるのを無視しながら、はあ、と無理やりにため息を吐つく。

「推おしが自分を慕したってくれる後こう輩はいだなんて……、どんな妄もう想そうだよ……」

　彼女が押し付けてくるのは、牛乳寒天だけではない。夢のような状じよう況きようもだ。

　我が慢まんしきれず、保冷バッグをきゅっと抱だき締しめる。

　やっぱり、天使だ。大切に食べよう……。あと、写真めっちゃ撮とろう……。

　声優、やっててよかった……。

　こんな状じよう況きようは望んではいけないとわかっているが、それでも幸せを嚙かみしめてしまう。

　しかし。

　いくら、めくるが妄もう想そうのような世界で夢ゆめ現うつつになっていても。

　既すでに現実は、めくるの肩かたに手を掛かけていた。







　ある日、成なる瀬せから事務所に来るよう言われた。

　また注意されるのだろうか。

　そんなふうに身構えたがそうではなく、単に仕事の話がしたいらしい。

　ブルークラウンの会議室にふたりで入り、資料や台本を受け取った。

　丁てい寧ねいに、次に受けるオーディションの説明を受ける。

　成なる瀬せは以前と変わらず、めくるに合った仕事を見み極きわめ、オーディションに受かるための的確なアドバイスをくれる。

　今回も、しっかりと時間を掛かけてレクチャーしてくれた。

　そして、唐とう突とつにその話をされる。

　辛つらい話は、いつだって唐とう突とつだ。

　仕事の話もほとんど終わり、そろそろ解散だろうか、とめくるが感じた頃ころ。

　ふっと、こう言われた。

「それと、柚ゆ日び咲さきさん。残念ですが、『ジュードルらじお』は次の改編期で終しゆう了りようです」

「え……」

　咄とつ嗟さに、返事ができなかった。

『ジュードルらじお』は、めくるが出演していたアニメ、『十人のアイドル』の放送と同時に始まった、ラジオ番組だ。

『十人のアイドル』は、『ティアラ☆スターズ』ほど大きなプロジェクトではないが、系統は同じアイドルもの。

　アニメが放送され、ライブも行い、めくるはメインキャラを演じた。

　柚ゆ日び咲さきめくるの数少ない代表作と言える。

　新人声優ばかりで最初はラジオも無茶苦茶だったが、最終的に面おも白しろい番組に育ったはずだ。

　ＭＣはめくるで固定されているものの、毎回パーソナリティが代わることで、飽あきさせない変化がある番組だと思っていた。

　それが、終しゆう了りよう。

　けれど、成なる瀬せは終しゆう了りようを嘆なげくよりも、ここまで続いたことを称たたえた。

「本当にすごいです。こういう形のラジオは、アニメ放送終しゆう了りようと同時に終わるのが普ふ通つうです。ジュードルはそのあとも多少の稼か働どうがあったとはいえ、大きな動きではありませんでした。その状じよう況きようで、２００回以上も続いたんですから。柚ゆ日び咲さきさんの手しゆ腕わんがあってこそですよ」

　成なる瀬せのやわらかい笑え顔がおに、「お疲つかれ様さまでした」という労いたわりの色が見える。

　……成なる瀬せの言うとおり、このコンテンツが稼か働どうしていたのは、せいぜい二年程度。

　アニメが終わってからは、ちょっとしたイベントやライブがあったくらい。

　今となっては、ラジオとラジオ番組イベントが唯ゆい一いつの稼か働どうだった。

　完全に過去の作品と言えるし、「あれまだラジオやってんの？」と驚おどろく声も多い。

　続いたほう。続いたほうだ。

　終わるのが自然だ。今の状じよう況きようが、むしろおかしい。

　しかし、どれだけ言い聞かせても、腹の中に暗い闇やみが広がっていく。

　めくるが落ち込むのが見て取れたのか、成なる瀬せは慌あわてた。

「そ、そんなにショックですか……？　言っては何ですが、もう随ずい分ぶん前に終わった作品ですよ？　ここまでよく持った、と誇ほこってもいいくらいで……。それに、〝くるメリ〟や〝わたうき〟は順調ですし、終わったからといって柚ゆ日び咲さきさんが不安になることはないですよ……？」

　成なる瀬せは、あわあわと無意味に手を動かす。

　その姿は可か愛わいらしいが、和なごむ気にはならなかった。

　そうじゃない。そうじゃないんだ。

　あの番組に、続いてほしかったんだ。

　それを説明する気にはなれず、成なる瀬せから続く話もなかったので、めくるは事務所をあとにした。

「わかってる……、続いたほうだよ……」

　帰り道をとぼとぼと歩きながら、ひとり呟つぶやく。

　よく続いた。頑がん張ばった。すごいことだ。胸を張っていい。普ふ通つうならもう終わってる。

　そんなことはわかっている。

　だけど、『ジュードルらじお』が続いていることが、めくるの心の拠より所どころだった。

　もしかしたら、オーディションに受かるよりも嬉うれしかったかもしれない。

　なぜならあれは、『みんなが幸せになれる番組』だったから。

　めくるの理想だったはずなのに。

　マンションに帰ってくると、自分の部屋ではなく、花はな火びの部屋を訪ねた。

　インターホンを押すと、花はな火びが驚おどろいた顔で出で迎むかえる。

「まぁ入んなよ」

　表情で何かあったことを悟さとったのだろう、花はな火びは何も言わずに招き入れてくれた。

　めくるが自分用のクッションに腰こしを下ろすと、花はな火びは温かいお茶を淹いれてくれる。

　それを飲んでいると、花はな火びがこちらを覗のぞき込こんできた。

「それで、どうしたのよ」

「『ジュードルらじお』が終わるって言われた」

　端たん的てきに伝えると、花はな火びは少しだけ目を見開く。

　困った顔でぽりぽりと頭を搔かいたあと、ゆっくりと口にした。

「よく、頑がん張ばったほうじゃないの」

　成なる瀬せと同じ感想だ。

　きっと、ほかの声優やマネージャー、どんな人に言ったって同じ言葉が返ってくる。

　めくるだって、それはわかっていた。

　成なる瀬せの前では驚おどろきとショックが表に出てしまったが、他人にこんな気持ちは晒さらさない。

　けれど、花はな火びだけには本音を伝えた。

「でもわたしは、続けたかった……。続けたかったよ……。そのために、頑がん張ばったのに……」

　偽いつわらざる本音だ。どう言われようと、続けたかった。残してほしかった。

　それは、『十人のアイドル』という作品が自分にとって大切だけれど。

　それ以上に──。

「……ほかの声優のためにも？」

　花はな火びに言われ、びくりとする。

　その答えを口にできるのは、夜よ祭まつり花はな火び以外にいない。

　ともすれば傲ごう慢まんと言われかねない、めくるの気持ちを代弁することは。

　花はな火びはめくるから目を逸そらし、淡たん々たんと続ける。

「ジュードルは、ティアラみたいに新人声優ばっかで固めてた。めくるは今も生き残れてる。だけどほかの人は、言っちゃなんだけど仕事があるとは言いい難がたいね。仕事はもう、『ジュードルらじお』だけって人もいたんじゃない。だからこそ、めくるはすがってたんでしょ？」

　花はな火びは改めて言葉にしてしまう。

　そうすることで、めくるに現実を突つき付つけるようだった。

　当然かもしれない。

　めくるの現状は、彼女にとっても歓かん迎げいできることではないからだ。

「あのラジオがある限り、彼女たちといっしょに仕事ができる。同じ業界にいられる。みんな幸せになれる。それがめくるの願いだったね。『声優を活いかす声優』。めくるの理想」

　そうだ。そんな傲ごう慢まんな願いのために、めくるは必死で番組を盛り上げていた。

　みんなで、必死になって少ない椅い子すを取り合うよりも。

　みんなで仲良く、いっしょに座ったほうが絶対に幸せだ。

　大好きな声優たちと争うことなんて、したくなかった。

　彼女たちの活かつ躍やくを、純じゆん粋すいに喜んでいたかった。

　守る椅い子すが、どれだけ小さくなろうとも。

　だけど、言わせてほしい。

「わたしだって……、最初からそんなつもりだったわけじゃない……。単に、面おも白しろいラジオを作って、ほかの声優の良さを伝えたかっただけ……。だって、だってみんないい人だから、すごくいい声優だったから……。それを、伝えたくて……」

　その気持ちは今だって変わっていない。

　ほかの声優の良さを伝えたい。

　話術を活いかしたい。

　そんな声優になりたい。かつて大おお野のが、自分を活いかしてくれたように。

　それを目指して、ずっと頑がん張ばっていただけで。

「わかってる。結果的にそうなっただけ。めくるが最初からそんなふうに思ってた、なんて考えてないよ」

　花はな火びはめくるを抱だき締しめて、背中をぽんぽんと叩たたいてくれた。

　めくるは、己おのれの理想に近付けるようがむしゃらになっていただけだ。

　配信番組で大おお野のと初めて会い、そのあと花はな火びの部屋に飛び込んでから、ずっと。

　そうなれるように走り続けていたのに。

　その世界にヒビが入った。

　ずっとずっと、気付いてはいたけれど、無視していたヒビが大きくなっている。

　まるでそれを証明するように、花はな火びはめくるから身体からだを離はなした。

　肩かたに手を置き、確かめるように口にする。

「あのね、めくる。これだけはわかってほしいんだけど」

　聞きたくない、と思っても、花はな火びは続けてしまう。

「めくるはラジオに活路を見み出いだして、立派に仕事してると思うよ。努力してる。だけどね、あたしたちはどう頑がん張ばっても、『パーソナリティもできる声優』にはなれても、『声優もできるパーソナリティ』にはなれないんだよ」

　それは、避さけられない結論だった。

　いくら話が上う手まくなろうと、回しができるようになっても、根幹がないと成立しない。

　自分たちは、声優だから成り立っている。

　だからこそ、その根幹から目を背そむけるめくるに、花はな火びは言わずにはいられないのだ。

「あたしたちは、年ねん齢れいを重ねる。いずれ若さを失う。長年いっしょにやってきてわかったけど、そうなってからもラジオだけで食べていくのは、本当に難しいと思うよ」

　否定できなかった。

　もし、若さも容姿も、声優の力さえも必要なく、トーク力だけで食べていける実力があれば、花はな火びはこんなことを言わない。

　結局──。

　いくら努力しても、柚ゆ日び咲さきめくるにはそれほどの力は宿らなかった。

　だから花はな火びは、めくるの今を否定する。

「いい加減、覚かく悟ごしないとダメなんだよ。ほかの子たちを蹴けり落おとして、少ない椅い子すにすがりついて、必死にならなきゃ。そんな人しかいないじゃん。必死になって必死になって、それでもダメなのがこの業界でしょ。このままだったらさ──」

　花はな火びは息を吐はいて、まっすぐにこちらを見た。

「めくるだって、消えちゃうよ」

　彼女の言葉は、決して大おお袈げ裟さではない。

　頭の中に、いろんな声優たちが浮うかぶ。

　歌うた種たねやすみも、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひも、桜さくら並なみ木き乙おと女めでさえも、前へ進むために必死にもがいていた。

　彼女たちのように、死力を尽つくさなければ生き残れない業界だっていうのに。

「それでもまだ、ほかの人に役を取ってほしいって思うのかい」

　そんな生ぬるい思いを、めくるは抱かかえている。

　オーディションで力を発揮できない理由。

　だれよりも自分が役に相応ふさわしい、と言えない。

　役を取りにいけないハングリー精神のなさ。

　尊敬する声優や憧あこがれる声優を相手に、戦おうと思えない意志の弱さ。

　だって、自分が声を当てるよりも、ほかの人が声を当ててくれたほうが絶対にいい。

　藤ふじ井い杏あん奈なとしての自分が、邪じや魔まをするせいで──。

「あぁ──」

　身体からだから力が抜ぬける。

　なんて、なんてことだろう。

　こんな簡単なことに、今まで気付かなかったなんて。

　現実に直面するまで、目を逸そらし続けていたせいだ。

　どれもこれも、その一点が原因だ。

　もっともらしい言い訳を散々積み重ねておきながら、結局はたったひとつのどうしようもない事実のせい。

　結局、柚ゆ日び咲さきめくるは。

「わたしは、あのときから、ずっとずっと……、声優に憧あこがれているだけの……、ただの女の子のままだ──」

　プロ意識が決定的に欠けている。

　ずっと、ファンとしての自分と、声優としての自分を切きり離はなせていると思っていた。

　だけど、それは明らかな勘かん違ちがいで。

　あの頃ころから一いつ切さい変わっていない、舞まい上あがった女の子のままだったんだ。

「一番プロを舐なめていたのは、わたしだったんだよ。柚ゆ日び咲さきめくる──」

　自じ嘲ちようが涙なみだとともに零こぼれ落おちていく。

　偉えらそうに後こう輩はいに講こう釈しやくを垂れておいて、自分はこの有あり様さまだ。

　彼女たちは前に進み、花はな火びも乙おと女めも、この業界から去っていった秋あき空そら紅葉もみじでさえも。
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　覚かく悟ごを決めて各おの々おのの道をかきわけて、進んでいるというのに。

　めくるだけは、その場で彼女たちの背中を見ているだけ。

　オーディションに全力で挑いどむことができず、逃にげ、別の道にすがった。

　考えをすり替かえ、結論を先延ばしにし、ひたすら逃にげ回まわる。

　ラジオに活路を見み出いだすのはいい。話術を武器として鍛きたえるのもいい。

　けれど、それらはすべて「オーディションから逃にげていい理由」にはならない。

　呆ぼう然ぜんとしているめくるを、花はな火びは再び抱だき締しめる。

「ねぇ、杏あん奈な。あたしは、この生活が好きだよ。ずっと杏あん奈なといっしょにいたいよ。でも、このままじゃいっしょにいられない。変わらなきゃいけないんだよ。じゃないと、ほかのものが変わっちゃうんだよ──」

　そんな花はな火びの声だけが、遠くから聞こえていた。
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『いやいや、今行かなくてどうすんのよ。めくる、あんなに楽しみにしてたじゃん。行かなかったら一生後こう悔かいするって。いや、わかるけどさ。気晴らしのつもりで行ってきな。大事でしょ、そういうの。はい、この話終わり！　今だけは全部忘れろ！　忘れて楽しめ！　……いや、本当。めくるが行ってくれないとあたしのほうが落ち込むよ』

　花はな火びにたっぷりと背中を押され、めくるは何とかその提案を受け入れた。

　わかった、忘れる、普ふ段だんどおりにする、と。

　そして、その日。

　めくるは、大阪にいた。

「さくちゃ────────んッ！　大好き──────────ッ！」

　遠くで手を振ふる桜さくら並なみ木き乙おと女めに、めくるは力いっぱいに思いを咆ほう哮こうする。

　乙おと女めは可か愛わいらしいドレスのような衣い装しようを着て、豪ごう華かなステージの上でニコニコしていた。

　彼女が歌い終わった瞬しゆん間かん、周りの観客もめくるのように溢あふれた情熱をぶちまけている。

　ここは大阪のライブ会場。

　だだっ広い客席に、めくるたちはぎゅうぎゅうに詰つめられていた。

　観客がそれぞれサイリウムを振ふっているため、会場全体が光に包まれている。

　異様な数のサイリウムがゆらゆらと揺ゆれる姿は、幻げん想そう的てきでさえあった。

　乙おと女めはそれらを愛いとおしそうに眺ながめながら、口元にマイクを近付ける。

『寂さびしいもので、全国ツアーもこの大阪で千秋楽！　そのお別れが、いよいよ近付いてきてしまいました』

「やだぁ────────────────ッ！」

　めくるが吠ほえたのと同じく、周りから「えー！」や「寂さびしいー！」といった声が上がる。

『わたしもやだ────────────っ！』

　乙おと女めも力いっぱいに叫さけんだ。そして、照れくさそうに笑えみを浮うかべる。

　それを見て、めくるはなぜか涙なみだがぶわっと溢あふれてしまった。

　眼鏡を掛かけているので拭ぬぐいづらいが、このままではマスクに涙なみだが吸われる。

　マスクがびたびたになるのは嫌いやだ。

　眼鏡を外して、涙なみだをぐしぐしと拭ぬぐう。

　帽ぼう子しもかぶっているしマスクもある。服装は物ぶつ販ぱんで買ったライブＴシャツだが、柚ゆ日び咲さきめくるだとバレることはないだろう。関係者席に座っているわけでもないし。

　眼鏡を掛かけ直なおし、ステージに視線を戻もどす。

　乙おと女めは荒あらい息を整えながら、マイクを両手で包んだ。

『では、最後の曲、聴きいてください──、『あなたへ』……』

　その瞬しゆん間かん、めくるは全身に鳥とり肌はだが立った。

　会場全体がぐらぐらと揺ゆれるような大だい歓かん声せいが、凄すさまじい勢いで駆かけ抜ぬけていく。

　地じ震しんが起きたのかと思った。

　しかし、イントロが流れると同時に、スゥ、と一いつ瞬しゆんで声が引く。

　めくるはボロボロと涙なみだを流しながら、乙おと女めの歌声を聴きいた。

　まだアンコールもあるっていうのに、涙なみだを拭ぬぐうのも忘れてサイリウムを振ふり続けた。







「いやあ、最高だったな……」

「チケット取れて本当によかった……、最高……」

「最高すぎた……」

「最高だったよな……」

　語ご彙い力りよくが小学生になった人たちの感想を耳にしながら、めくるは会場を出て行く。

　ぞろぞろと塊かたまりになって、観客たちは駅に向かっていた。

　彼らは静かな熱気と、冷めやらぬ興奮に夢ゆめ現うつつのようだ。

　もちろん、めくるも同じ。

　大成功に終わった乙おと女めのライブをあとにして、ぼんやりと幸福感に包まれていた。

「んへへ……、んふふ……、本当可か愛わいかったなあ……」

　顔のにやけが止まらない。

　マスクをしていてよかったな、と思うものの、この場ではだらしない表情をさらけ出しても違い和わ感かんはなかった。

　みんな似たような顔をしているからだ。

　最高のライブだった……、来られてよかった……、仕事入らなくてよかった……。

　チケットを取れたのは僥ぎよう倖こうだったが、スケジュールが埋うまらなかったのも幸運だった。

　明日は普ふ通つうに仕事なので、今から新幹線に飛び乗るけれど。

　行きの新幹線ではプレゼントボックスに入れる手紙に思いを綴つづり、帰りは余よ韻いんに浸ひたる。

　幸せな道中だった。

「それにしてもさくちゃん、なんか前より歌上う手まくなってない？」

「あー、それわたしも思った。ダンスもキレッキレだったし、歌も最高だった。高音えぐい」

「なんかこう、キラキラしてる？　すごかったよね、今日のさくちゃん」

「なんというかさくちゃんも摑つかんだっていうか化けたっていうかすごく成長してるよね僕も注目していたけど演技やパフォーマンスはどんどん進化しているしやっぱりそれは周りの影えい響きようあぁこの場合の周りの影えい響きようっていうのは具体的にはあ～これ言っていいのかなまずいよなでも」

「出たよ木き村むらの早口」

　少しは興奮が収まってきたのか、周りがライブの内容について語り始める。

　彼らが言うように、めくるも同じことを感じた。

　ここまでの熱ねつ狂きようを作り出したのは、彼女のパフォーマンスがすごかったからだ。

　乙おと女めのライブは何度か観みに行ったが、ここまで仕上げてくるのは初めてかもしれない。

「…………ん」

　スマホの電源を入れ直していると、着信があった。

　ディスプレイに花はな火びの名前が表示されている。

「もしもし」

『お、出た。もう乙おと女めちゃんのライブ終わったの？　今日、帰れそう？』

「うん、だいじょぶ。今、駅に向かってる」

『ん。着く時間わかったら教えて。駅まで迎むかえに行くから。で？　ライブどうだった？』

「さいっ………………こうだった」

『溜ためえぐいな』

　ケラケラと笑う声が聞こえてくる。

　感想を一通り語りたいところだが、電車に乗るまでの時間では到とう底てい足りない。

　だから、感謝の気持ちだけ先に伝えた。

「花はな火び、ありがと。来てよかった」

『だろー？　そのほうがいいって。それで、会場はどんな感じだった？』

　花はな火びはあえて流したのだろう。別の話題を投なげ掛かけてくる。

　めくるはそれを受け取り、素す直なおに答えた。

　お客さんの熱が凄すさまじいこと、乙おと女めのパフォーマンスが抜ばつ群ぐんだったことを伝える。

『そっかぁ。やっぱ乙おと女めちゃんすげーなー。そんな人と同じユニットなのはプレッシャーだけど……、ま、あっちほどじゃないか』

　めくるも頷うなずく。

　彼女が隣となりにいると視線をすべて持っていかれそうだが、真っ向からぶつかってこられるよりはマシだ。

　七月のライブも無事に終わり、いよいよ、『ティアラ☆スターズライブ〝オリオン〟ＶＳ〝アルフェッカ〟』に向けて、進み始めている。

　乙おと女めはおそらくライブツアーの関係で、前回のライブでは一曲だけの登とう壇だんだった。

　けれど、今回はフルで参戦する。

　めくるたちも、身を引ひき締しめないといけない。







　引ひき締しめた身がほろほろと崩くずれそうだった。

　花はな火びとともに、〝アルフェッカ〟初めてのレッスンに向かったときだ。

　すっかり通うことに慣れたビルに入り、更こう衣い室しつで着き替がえ、指定されたレッスンルームの扉とびらを開く。

　そこまでは、以前と同じだった。

「あ！　めくるちゃんに花はな火びちゃん。おはよう～」

　違ちがうのは、そこに桜さくら並なみ木き乙おと女めが立っていること。

　可か愛わいらしい笑え顔がおで手をふりふりと振ふっている。

「……………………」

　つい先日、自分が絶ぜつ叫きようしていた相手がそこにいて、当たり前のように挨あい拶さつしてくる。

　脳に異常が発生しそうだ。

　どういう状じよう況きよう？　死ぬ前に見る夢？

　一いつ瞬しゆん思考が止まったが、めくるはにこやかに挨あい拶さつを返す。

「おはようございます、桜さくら並なみ木きさん」

「おー、乙おと女めちゃんおっすー」

　花はな火びはめくるの肩かたをぽんと叩たたいた。

　よくできました、とでも言いたいのかもしれない。

　そのまま、花はな火びは乙おと女めと話し始める。

「乙おと女めちゃん、ライブ終わったんでしょ？　どうだった？」

「あー、何とか無事に終えられたよ～。いろいろと大変だったけど、楽しかった」

　まさか、そのライブにめくるがいたとは思うまい。

　心の中で微ほほ笑えみながら、めくるはそっと乙おと女めを観察する。

「……聖母だ」

　口の中でぼそっと呟つぶやく。

　彼女は〝ミラク〟ＶＳ〝アルタイル〟のライブＴシャツを着て、下は普ふ通つうのジャージを穿はいていた。とてもライブ練習っぽい。すごくぽい。Ｔシャツ姿なのに、なぜこんなにときめくのか……。今度、同じＴシャツ着ようかな……、そしたらお揃そろい……。お揃そろいだ……。

「おはようございまーす！」

　考えに耽ふけっていたが、元気のいい声で現実に引ひき戻もどされた。

　高たか橋はし結ゆ衣いだ。

　いっぱいの笑え顔がおと元気な挨あい拶さつが心ここ地ちよい。

　黒くろ髪かみを揺ゆらしながら、部屋に入ってくる。

　彼女が着ているのは、学校の体操着だった。健康的に日焼けしているのもあって、まるで部活中の学生だ。袖そでをまくり、裾すそを縛しばっているので、白い肩かたとお腹なかが眩まぶしい。

　小さな身体からだで元気いっぱい！　という姿は何とも和なごむ。かわいい。かわいい……。でへへ、ってなってしまいそうだ。甘やかしたい。飴あめちゃん食べる？

　結ゆ衣いはまだ二年目だが、急速に頭角を現してきた声優だ。

　出演作を勢いよく増やし、『魔ま女じよ見み習ならいのマショナさん』では、早くも主演を果たした。新人離ばなれした演技力を持つ、ブルークラウン期待の新星である。

　にも関わらず、裏表のない快活としたすごくいい子だ。

　ひそかに注目していた身としては、間近に見られるのはとても嬉うれしい。

「あ、もうみんな揃そろってるのね。ごめんねー、ちょっとだけ時間もらうよ～」

　次に扉とびらを開けたのは、トレーナーではなく『ティアラ』のプロデューサー。

　榊さかきだ。

　熱意がありすぎて変わり者のきらいはあるが、『ティアラ』を力強く引っ張っている。

　今日は、〝アルフェッカ〟が揃そろう初めての日でもあった。

　榊さかきからレッスン前に「話をさせてくれ」と言われたので、早めに集まったのだ。

「みんなも二回目のライブだから、勝手はわかってると思うんだけども。いろいろとお話をさせてください。まず一点、大事なことですが。今回もリーダーを決めます！」

　榊さかきは楽しそうに、パンッと手を叩たたいた。

　めくるは内心で渋しぶい顔をしてしまう。

　前回のライブでもリーダーは選出されたが、それが原因でかなり揉もめた。

　しかし、榊さかきは腰こしに手を当てて、しみじみと口を開く。

「いやぁ、やっぱりリーダーがいると盛り上がるしね。前回もそれで大成功だったし。それに引っ張ってくれる人がいると、場も締しまるから」

　結果を見れば、確かにそうかもしれない。

　悪いことはあったが、いいこともあった。

　それに、〝ミラク〟が荒あれていたのは、問題児を抱かかえていたせいでもある。

〝アルフェッカ〟の面々を見ていると、そんな展開はなさそうだ。

「そして、肝かん心じんのリーダーですが。桜さくら並なみ木きさんにお任せするわ」

「え、わたしですか？」

　榊さかきが指名すると、乙おと女めは驚おどろきの声を上げる。

　榊さかきは強く頷うなずくと、人差し指を揺ゆらした。

「エレノア・パーカーは作中で、究極のアイドルと言われています！　それを演じる桜さくら並なみ木きさんこそ、リーダーに相応ふさわしいわ！」

　前回と同じく、キャラクターとしての意味合いが強いらしい。

　それはそれとして、乙おと女めがリーダーなのは納なつ得とくの人選だ。

　そうだろうな、と頷うなずく。

　しかし、当の乙おと女めは困こん惑わくしていた。

　口元に手を当てて、周りの顔を窺うかがっている。

「でも、あの。わたし、前のライブはソロだけだったし……。みんなは、わたしでいいの？」

　どうやら、見当外れな気き遣づかいをしているらしい。

　すぐさま、三人が答える。

「乙おと女め先せん輩ぱいがリーダーやってくれるなら、高たか橋はし、すっごく心強いです！」

「乙おと女めちゃんほど相応ふさわしい人もいないでしょ。みんなちゃんとついていくよ」

「はい。よろしくお願いします」

　当然のように反対意見はない。

　あの桜さくら並なみ木き乙おと女めが引っ張るのなら、だれだってついていく。

　乙おと女めはまだ戸と惑まどっていたが、きゅっと拳こぶしを握にぎると、「わかりました！」と声を上げた。

　こちらは何も心配はない。

　けれど、「リーダーを決める」という話はめくるに不安をもたらした。

「あの。〝オリオン〟のリーダーはだれになるんでしょうか」

　めくるは手を挙げ、榊さかきに尋たずねる。

　意図はもちろんないだろうが、こちらが平和である代わりに〝オリオン〟に問題児を集めたようになっている。

　何せ、歌うた種たねやすみ、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ、双ふた葉ばミント、御お花はな飾かざ莉り、羽は衣ごろも纏まといの五人だ。

　心配しかない。……本当に心配しかない。

　そんなグループをだれがまとめるのか、気になるのは当然だろう。

　榊さかきは答えようとしたが、含ふくみ笑わらいをして口を閉じてしまった。

　顎あごに手を当てて、おかしそうに笑う。

「それは、あとのお楽しみかな？　わたしの口からは内ない緒しよにしておこう」

「………………」

　何やら意味深なことを言う。

　からかっているのか、本当に何か意味があるのか、微び妙みようなところだ。

　榊さかきは楽しそうに笑ったあと、乙おと女めに目を向けた。

　冗じよう談だん交じりで口にする。

「では、リーダー。抱ほう負ふを一言」

　また困らせるようなことを……、とめくるは思ったが、意外にも乙おと女めは乗り気だった。

　ぐっと拳こぶしを握にぎったまま、力強く口を開く。

「今回のライブは、最初からみんなといっしょにいられてすごく嬉うれしいです！　このメンバーで、最高のライブにしよう！　そして、このライブは〝オリオン〟との対決ライブです。わたしは絶対に負けたくない！　悔くいのないよう、一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばろう！」

　……カリスマ感ある～。一生ついていきたい。この人になら何を命令されてもいい……。

　思った以上に堂に入っていた。

　案外、他人を引っ張るのが性しように合あっているのかもしれない。

　わかっていたことだが、このユニットで心配事はなさそうだ。

　ほかの四人がパチパチと拍はく手しゆし、乙おと女めが照れくさそうに笑う。

　ちょうど時間が来たようで、トレーナーが部屋に入ってきた。

　特に問題は起きないだろうし、それならなおのことレッスンを頑がん張ばらなくてはいけない。







　レッスンが始まり、意外だったことがひとつある。

「はい、ワンツー、ワンツー……」

　トレーナーの指示で、めくるたちは覚えたばかりのステップを踏ふんでいた。

　初日ということもあって、動きはぎこちない。

　三人がバラバラと振ふり付つけをこなしていく。

　例外は結ゆ衣いだけだ。

　彼女は完全に振ふり付つけを記き憶おくしていて、鋭するどいステップとキレのある動きで、だれよりも綺き麗れいに舞まっている。

『あー、高たか橋はし、人の真ま似ねが得意なんです。一回見たら、大体は真ま似ねできると思います！』

　以前のレッスンで花はな火びが尋たずねると、そんな答えが嫌いや味みもなく返ってきたそうだ。

　羨うらやましい才能である。

　既すでにステージに立っても問題ないくらい、彼女の動きは洗練されていた。

　ただ、結ゆ衣いの才能は花はな火びから伝え聞いている。

　驚おどろきはあったが、意外というほどでもない。

　意外だったのは、乙おと女めの動きだ。

「はい、一いつ旦たんそこまで！　休きゆう憩けい入って～。みんな、水分摂とってね」

　トレーナーがパンパン、と手を叩たたく。

　すると、乙おと女めが汗あせだくのまま、「ふひ～」と膝ひざに手を突ついた。汗あせがつーっと流れる。

　その色っぽい姿に目が釘くぎ付づけになりそうだったが、見み惚とれている場合ではない。

「あ、あたしトイレ行ってきますねー」

　同じく汗あせだくになっている花はな火びが、トレーナーに告げて部屋から出て行った。

　めくるもトレーナーに声を掛かけ、慌あわてて花はな火びを追う。

　すると背中から、乙おと女めたちの会話が聞こえてきた。

「結ゆ衣いちゃん、すごいねー……。もう振ふり付つけバッチリじゃない？」

「そうですか？　でも、高たか橋はしとしてはまだまだです！　いっぱい頑がん張ばりますよ！」

「うう、眩まぶしい……。十代ってすごいなあ……」

　微ほほ笑えましい会話にほっこりしつつ、廊ろう下かに出た。

　花はな火びの背中に追いつき、指でトトトトトとつつく。

「花はな火び花はな火び花はな火び花はな火び花はな火び花はな火び」

「なになになになになになに」

　くすぐったそうに笑う花はな火びに、ぴったりくっつく。

　レッスンの途と中ちゆうで心配になったせいで、早く相談したくて仕方なかった。

「ねぇ、さくちゃん、調子悪そうなんだけど……。あんまり、動きにキレがない。もしかして、また疲つかれが溜たまってるんじゃないの……？」

　踊おどる乙おと女めを視界の端はしで捉とらえていたが、お世辞にも華か麗れいとは言いい難がたかった。

　自分たちと変わらない、不格好な動きだ。

　それがどうにも引っかかり、心がざわざわしている。

　しかし、花はな火びは「そうかぁ～？」と首を傾かしげた。

「あんなもんじゃないの？　初めてのレッスンなんだし。結ゆ衣いちゃんがすごいだけだって」

「でも、この前観みたライブはめちゃくちゃすごかったし。びっくりするくらい綺き麗れいでさ。手の振ふりひとつ取っても、鮮あざやかっていうか、華はながあるというか」

「そりゃ練習したからでしょ？　仕上げたんだよ。確か乙おと女めちゃん、そこまでダンス得意じゃなかったと思うよ。あたしらと同じくらいでしょ」

　花はな火びの言わんとすることはわかる。普ふ通つうはそう考える。

　でも、桜さくら並なみ木き乙おと女めを真正面から受けためくるには、どうしても腑ふに落ちなかった。

　その疑問をそのまま口にする。

「じゃあなに？　さくちゃんって、スタートラインはわたしたちと同じなのに、あそこまで仕上げたってこと？　噓うそでしょ？」

「あたしはそのライブを観みてないから、何とも言えんけどさ。そういうことじゃないの？　努力の人なんだよ」

「………………」

　そう考えるのが一番自然だ。

　最初はたどたどしくても、練習を重ねるうちに洗練され、やがて完成に近付いていく。

　けれどその進路の先に、あのとき観みた乙おと女めの姿があるとはとても思えなかった。

　乙おと女めのライブで、めくるは心から熱くなり、燃え上がるほどの昂たかぶりを覚えた。

　周りが熱ねつ狂きようし、めくる自身も熱ねつ狂きようし、その熱がぐるぐると会場を巡めぐる様は、まるで別世界の出来事だった。

　それを引き出したのは、乙おと女めのパフォーマンスがあってのこと。

　めくるは考える。

　ならば、自分は今からレッスンをして、ライブで観みた乙おと女めのような姿にまで仕上げられるだろうか。

　正直に言えば、自信はなかった。

　それは、めくるが手を抜ぬくからでも不真面目だからでもない。

　むしろ、花はな火びもめくるも、成なる瀬せから「本当におふたりとも真面目で嬉うれしいです。吉よし沢ざわさんも胸が張れますね」とニコニコされるくらいには優等生だ。

　自主練にだって仕事に支障がない限り出るつもりだし、練習熱心だと思う。

　けれど、乙おと女めとは根本の部分で違ちがいがある気がしてならない。

　彼女の芯しんに、何かがあると感じる。

　他人の情熱を引き出すような、彼女自身の情熱が。

　レッスンルームに戻もどると、乙おと女めは結ゆ衣いとともに何やら振ふり付つけの予習をしていた。

　その姿が、やけに眩まぶしかった。







　メンバーは違ちがえど、形式は前回のレッスンとあまり変わらない。

　それは自主練に関しても同じだった。

　レッスンを終えたあと、トレーナーは紙の束を乙おと女めに渡わたす。

「予定表を渡わたしておくから、自主練に出たい日を書き込んでね。申しん請せいすればレッスンルームを使っていいことになってるから。それじゃ、あとはリーダーの乙おと女めちゃんよろしく！」

　トレーナーは、そう言って部屋から出て行った。

　乙おと女めは微ほほ笑えみながら、用紙をほかの三人に配っていく。

「じゃあみんな、予定表に書き込もっか」

　めくるは頷うなずきながら、以前のことを思い出す。

〝ミラク〟ではここで一度揉もめて、空気が一気にピリついた。

　けれど、今回は穏おだやかな雰ふん囲い気きの中、みんな頭を悩なやませている。

　やはり、問題が起こることはなさそうだ。自分のことに集中できる。

　どれだけ出られるだろうか……、とスケジュールを見比べていると、隣となりで花はな火びが声を上げた。

「え、結ゆ衣いちゃん、そんなに出るの？」

「はい！　高たか橋はし、できるかぎり練習しておきたいので！」

　見ると、結ゆ衣いの予定表はかなり埋うまっている。

　確かにこの四人の中では、仕事は一番入っていないかもしれない。

　けれど、出演作は増えているし、オーディションだってあるはずだ。

　そもそも、彼女は高校に通っているはずだが……、大だい丈じよう夫ぶだろうか。

「結ゆ衣いちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？　あんまり無理しちゃダメだよ？」

　同じ心配に至ったのか、乙おと女めが結ゆ衣いの顔色を窺うかがう。

　すると、結ゆ衣いは己おのれの予定表を見つめ直した。

　しばらく眺ながめたあと、「いえ、大だい丈じよう夫ぶです！」と満面の笑えみを浮うかべる。

　体力のある子だ……。

　それとも、これが高校一年生が持つパワーなんだろうか……。

　結ゆ衣いは予定表を掲かかげ、元気よく続けた。

「高たか橋はしは、これくらい練習しないとダメなんです。なんと言っても、あっちには夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいがいますからね！　夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいに負けないためにも、いっぱい頑がん張ばります！」

　むふー、と鼻息を荒あらくする結ゆ衣い。

　それに対し、三人とも首を傾かしげた。

　疑問を言葉にしたのは花はな火びだ。

「夕ゆう暮ぐれちゃん？　いやぁ、夕ゆう暮ぐれちゃんも練習熱心だけど、結ゆ衣いちゃんが負けることはないんじゃない？」

　前回、同じユニットの花はな火びが言うと説得力がある。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは特筆するほどダンスが上う手まいわけではない。運動だって苦手だ。（かわいい）

　飛とび抜ぬけた才能を持つ結ゆ衣いが、脅きよう威いに感じる理由がわからなかった。

　そこで結ゆ衣いは、むふふ、と表情を緩ゆるませる。

「いえいえ、夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいは常に高たか橋はしの上をいく方なんです。そう言ってくれましたから。特に今回はやすやす先せん輩ぱいもいます。全力以上の全力でぶつかって、そのうえで高たか橋はしを倒たおしてもらうんです。夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいはやってくれると思います」

　両手をぎゅーっと握にぎり、結ゆ衣いはキラキラした目で天てん井じようを見上げる。

　その表情は今までで一番、輝かがやいていた。

　──めくるたちは、あずかり知らぬことだが──

『魔ま女じよ見み習ならいのマショナさん』で、千ち佳かたちは結ゆ衣いの驚きよう異い的てきな才能を跳はね返かえした。

　結ゆ衣いがどれだけ力を出し切っても、千ち佳かはさらにその上をいく。

　だから安心してぶつかってこい。

　そうやって千ち佳かは先せん輩ぱいの意地を見せて、結ゆ衣いはますます千ち佳かに惚ほれ込こんだ。

　だから今回も、結ゆ衣いは力いっぱいぶつかって、それをぶち抜ぬいてもらうことを楽しみにしている。自分がどこまでクオリティを上げようと、千ち佳かはそれを超こえていくからだ。

　……ただ、それはあくまで演技の話であって。

　この話を千ち佳かにすれば、「え、ダンスの話はしてなくない？」と戸と惑まどうだろうが。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

　乙おと女めは結ゆ衣いの話を興味深そうにふんふんと聞き、結ゆ衣いの予定表を覗のぞき込こんでいる。

「なるほど……」と、呟つぶやく乙おと女めの予定表は真っ白である。

　それに気付いた結ゆ衣いが首を傾かしげた。

「乙おと女め先せん輩ぱいは、書かないんですか？」

「うーん、わたしも結ゆ衣いちゃんみたいにいっぱい書きたいんだけど……。ちょっとマネージャーさんと相談するよー。あんまり詰つめると怒おこられちゃうし」

　乙おと女めは笑いながら頰ほおを搔かく。きちんと体調管理をしているようだ。

　なのでめくるは、乙おと女めがどれほど自主練の予定を書き込んだかは知らない。

　けれど、めくるが自主練に行くと、乙おと女めがいる確率は高かったように思う。







『ティアラ』で忙いそがしくはなったが、すべてを忘れられるほど忙ぼう殺さつされたわけではない。

　そうなってくれれば、よっぽどよかったのに、と思うけれど。

　めくるは、スタジオの廊ろう下かを黙もく々もくと歩いていた。ラジオ収録のためだ。

　すると、見覚えのある人物が目に留まる。……留まってしまう。

「あ」

「げ……」

　ちょうど相手が部屋から出てきたところで、バチッと目が合ってしまった。

　制服姿の千ち佳かだ。

　どうやら、さっきまで収録をしていたらしい。

　前回、事務所で会ったときを思い出して顔を顰しかめてしまう。

　すると、千ち佳かは目を細めてこちらを眺ながめてきた。

「げっ、とはご挨あい拶さつですね、柚ゆ日び咲さきさん。まるで害虫か何かを見つけたような反応で」

「害はあるでしょうが……。前に散々嫌いやがらせをしてきたんだから……」

「嫌いやがらせ？　わたしはそんなつもりはありませんでしたが？」

「近付くな寄るな来るなやめろ！」

　千ち佳かが無表情でこちらに迫せまってくるので、慌あわてて飛とび退のく。

　なんと質たちの悪い後こう輩はいだろうか。

　由ゆ美み子こも大たい概がいだが、彼女も十分ひどい。

　間合いを詰つめられるとあっという間に陥かん落らくするので、めくるは必死で距きよ離りを取った。

　そんなめくるに、千ち佳かは呆あきれたような目を向ける。

「別に何もしませんよ。そんな警けい戒かいしなくとも」

「どうだか……」

　前科がある人間に何を言われても、説得力なんてない。

　じっと千ち佳かを見張っていると、彼女の手が持ち上がった。

「……っ」

　思わず、ビクッとして身体からだを引く。

　しかし、千ち佳かは自身の髪かみに触ふれただけで、何かしようと思ったわけではないらしい。

　それどころか、過か敏びんに反応しためくるに目を丸くしている。

「柚ゆ日び咲さきさん……」

「……うん、今のはわたしが悪かった……」

　カアッと顔が熱くなり、彼女の哀あわれみの目から逃にげるように俯うつむく。

　後こう輩はいが腕うでを上げただけでビビるなよ……、恥はずかしい……。

　穴があったら入りたい……。

　これ以上、千ち佳かといてもボロが出るだけだ。

　さっさと立ち去ろうとしたが、自分の目的地を思い出して暗あん澹たんたる思いを抱いだく。

　それから逃にげようとして、結局逃にげられない話題を口にしていた。

「ねぇ、夕ゆう暮ぐれ。訊ききたいことがあるんだけど」

「なんですか」

「コーコーセーラジオの終しゆう了りようを知らされたとき、あんたどう思った？」

　千ち佳かは露ろ骨こつに怪け訝げんそうな表情になる。

　そのままじろじろとめくるを見たあと、そっと視線を逸そらした。

「なぜ、そんなことを答えなくてはならないんですか」

　いい思い出じゃないのは承知している。

　数字が回復したから復活できたけれど、元々あの番組は打ち切りが決定していた。

　楽しく話せることではない。

　けれど、あのときの夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは何を感じ、何を思ったのか。

　今、それを訊きいてみたかった。

「わたしは前、あんたの相談に乗ってあげたけどね」

「………………」

　貸しがあることをちらつかせると、千ち佳かは気まずそうに口を曲げる。

　とはいえ、本当に言いたくないならそれでもいい。

「答えたくないなら、無理にとは言わないけど」

　めくるがそう続けると、千ち佳かは大きなため息を吐ついた。

　視線を再び逸そらして、小さな声で呟つぶやく。

「そんなに昔のこと、あまり覚えていませんが」と悪あがきのような前置きをした。

　そこまで前のことじゃないだろうに。

　何とも無理がある宣言だが、ここは流しておく。

「……ショックでしたよ。自分でも驚おどろくほど。目の前が真っ暗になるような、得体の知れない感覚を味わいました。もう二度と、あんな思いはしたくない」

「………………」

　悔くいるような、呻うめくような声を漏もらす。

　あぁ、そうだろうな、とめくるは思う。

　そうなんだよ、と同意しそうになった。

　自分の持つラジオ番組が終わる。終わってしまう。

　このどうしようもない絶望感は、無ぶ遠えん慮りよに心を引ひき裂さいてしまう。

　めくるは思わず目を瞑つぶりそうになったが、千ち佳かは言葉を続けた。

「……ただ、わたしはラジオのレギュラーはあれが初めてです。初めてだから、そう思うだけかもしれませんが」

　彼女は静かにそう言ったが、それは違ちがうとめくるは思う。

　初めてだからショックが大きい……、それは間ま違ちがいではないが、正解とも言いい難がたい。

　めくるも何度か、ラジオの終わりには立ち会ってきた。

　その中でも、感情が大きく動いたラジオは限られる。

　千ち佳かが味わったような感覚は、そのラジオに対する想おもいに比例する。

　自分にとって、大事な番組であればあるほど、大切にしていたものほど。

　なくなると知ったときに、大きな喪そう失しつ感かんに襲おそわれる。

　千ち佳かにとって、『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』はそんな番組なのだろう。

　きっと彼女は否定するだろうから、めくるは何も言わないけれど。

　そして今、めくるも大切なラジオ番組を失おうとしていた。

　千ち佳かと別れ、今度こそ目的地のブースに向かう。

　その日、めくるがスタジオにやってきたのは、『ジュードルらじお』の収録のためだ。

　次の改編期で、このラジオは終わってしまう。

　終わってほしくない。もっと続いてほしい。

　そんなふうに嘆なげき悲かなしんでも、ラジオの終しゆう了りようが撤てつ回かいされることはない。

『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』は打ち切りからの復活を果たしたが、あれは特例中の特例だ。

　そして終しゆう了りようが決まってからも、当然ながら収録はある。

『ジュードルらじお』は柚ゆ日び咲さきめくるがＭＣを担にない、ほかの声優が代わる代わるパーソナリティを務める番組だ。

　これからめくるは、毎回のように別れの挨あい拶さつをするかもしれない。

　いっしょにやってきた、パーソナリティの声優とだ。

　めくるがブースに入ると、既すでに今日のパーソナリティが着席していた。

「や、めくるん。おはよ～」

「おはようございます」

　気さくに声を掛かけてきたのは、今年七年目の女性声優、辻つじ優ゆう香かだ。

　デビュー当時は童顔なこともあって、小こ悪あく魔まチックな姿がとても愛らしかった。

　ここ数年でとても大人っぽくなり、今では落ち着いた雰ふん囲い気きを纏まとっている。

　彼女が二年目で演じた、『まんけん！』のキャラクター、柊ひいらぎ夢ゆめ子こがめくるは好きだった。

　特にキャラソンがたまらなく可か愛わいく、イベントで歌う姿は今でも目に焼き付いている。

　本人に言ったことはないけれど。

「めくるん、聞いた？」

　辻つじは困ったように笑いながら、こちらを窺うかがう。

　主語がないせいで、却かえって何の話かわかってしまった。

「聞きました。次の改編期までと」

「そっか。そりゃ聞いてるよね。めくるんが頑がん張ばってくれたけど、ここまでみたい」

「…………」

　その言葉は、めくるには重い。

　けれど、辻つじの表情はどこか吹ふっ切きれたようだった。

　卓たく上じようのマイクやカフを愛いとおしそうに眺ながめながら、笑え顔がおで口にする。

「でも、ここまで続いたのはめくるんのおかげだから」

「そんなことは……」

「あるよ～。ジュードルは新人ばっかで、芽が出たのはめくるんだけだし。わたしたちはみんな鳴かず飛ばずだったけど、人気も話術もなかったけど、めくるんが回してくれたおかげで番組は成り立ってたんだよ」

　なんと答えていいかわからず、黙だまり込こんでしまう。

　めくるも逐ちく一いちチェックしているが、『十人のアイドル』のほかの声優は、年々活動が少なくなっている。

　中にはここ数年、全く作品に出演していない人もいた。

　辻つじもそのひとりだ。

　辻つじは頰ほお杖づえを突ついて、苦く笑しようしてみせた。

「わたしも頑がん張ばったつもりだったんだけどね。ダメだったなあ。まぁ、さすがに諦あきらめもついたよ。心の整理もできたし」

　そんなこと言わないで、と口にしかけたが、どうにか抑おさえた。

「そんな最後みたいに……」

　冗じよう談だんのように流そうとした。けれど、上う手まくいかなかった。

　彼女のそれは、この状じよう況きように対する弱音かと思ったが、表情は別のものを表している。

　諦てい観かんだ。

　むしろ、どこか晴れ晴れとした様子で、辻つじは言葉を続ける。

「いやー、もう最後だよ。さすがに、ここから声優として大成するのは無理でしょ。身みの程ほど知ってるし。わたし、実家帰ろうと思ってるからさ」

「実家に……」

　それは、事実上の引退だ。

　この道を諦あきらめ、環かん境きようを変え、声優としての立場を捨てようとしている。

　オファーがあれば受けるかもしれないが、自発的に仕事をすることはもうない。

　当然、オーディションを受けることもない。

　彼女──、辻つじ優ゆう香かの声優の道はここで終わりだ。

　頭がガンガンと殴なぐられるような、嫌いやな感覚を覚えた。

　大好きな声優がいなくなるのは、いつだって辛つらい。

　更こう新しんされないウィキペディアを眺ながめては、ざわめく胸を抑おさえるばかりで。

　本人が納なつ得とくしているのは喜ばしいけれど、置いていかれるのはやっぱり寂さびしかった。

　そんなめくるの胸中を知らない辻つじは、穏おだやかに笑う。

「でも、わたしは恵めぐまれてたと思う。最後まで声優だったって思えたもん。それは、このラジオのおかげだよ。めくるんのおかげ。だから、お礼を言わせてよ。ありがとね」

　さっぱりとした笑えみを見せないでほしい。

　踏ふん切ぎりがついた顔をしないでほしい。

　そんな表情が、何より見たくなかっただけなのに。

「……わたしは何もしてないですよ。このラジオは、みんなで協力して作ったものですから」

　何とか言葉を返したが、辻つじはより笑えみを深めるばかりだった。

　そうして、ぽつりと呟つぶやく。

「めくるんは、わたしたちに線引いてるけどさ。一番、わたしたちのことを考えてくれてたのは、めくるんだってみんな知ってるからね」

　彼女の言葉に、今度こそ何も言えなかった。







　収録が終わり、スタジオから出る。

　もしかしたら、辻つじとはもう会うことはないかもしれない。

　だというのに、辻つじとはいつもどおり別れた。特別なことはしなかった。

　辻つじはめくるのことを理解しているから、そうしたのだと思う。

　めくるは踏ふみ込こまない。踏ふみ込こませない。

　けれど、今日のめくるにそんな意図はなかった。単に現実を受け入れたくなかっただけだ。

　彼女が演じる声を、もう聞くことはないかもしれない。

　ラジオでのとぼけたトークを、もう聞くことはないかもしれない。

　そう考えると、心の中が暗い闇やみでいっぱいになる。

　はあ、とため息を吐ついても、気持ちはちっとも楽にならない。

　夜の街をとぼとぼ歩く。まっすぐ帰る気にはなれなかった。

　気が付けば、知っている道を無意識に歩いている。

「あぁ……、そうだろうな……」

　思わず、自じ嘲ちよう気ぎ味みに苦く笑しようする。

　自分の目的地に気付き、暗い道をすいすいと歩いた。

　めくるの目的地は、スタジオの程ほど近ちかくにある大きな公園だ。

　既すでにとっぷりと日が暮れているから、当然子供たちは遊んでいない。

　電灯が不十分で暗いせいか、ランニングに使う人もおらず、人通りがほとんどない。

　その奥ともなると、人の気配は全くなかった。

　ぽつんと置いてあるベンチに腰こし掛かける。

　黒色に塗ぬり潰つぶされた木々が風に揺ゆられ、ばさばさと音を立てた。

　静かな場所だ。

　嫌いやなことがあったときや、仕事が上う手まくいかなかったとき、めくるはここにやってきた。

　ここならだれにも見られないし、自分の声も届かない。

　引ひっ越こす前は家にいつも家族がいたし、今は花はな火びが隣となりにいる。何かを察すれば、きっと飛んできてしまう。

　だけど、今だけはひとりになれた。

「いい、声優だったのにな」

　ぼそりと呟つぶやいても、返事をするのは風の音だけ。

　遠くにある月だけが、めくるを見ていた。

　辻つじ優ゆう香か。可か愛わいらしい声の持ち主で、トークが暴走すればするほど面おも白しろい人だった。

　ライブのときは率そつ先せんしてお客さんを煽あおって、盛り上げ上手な一面もあった。

「大好きだったのにな」

　声優としても、仲間としても。

　だけど、彼女はいなくなってしまう。

　椅い子すの取り合いに勝てなかったから。

　だれかに弾はじかれてしまったから。

　だっていうのに、あんな晴れやかな顔をして、お別れを告げるなんて。

「う……」

　ずっと我が慢まんしていた巨きよ大だいな感情が、ひとりになったことで一気に溢あふれ出だす。

　ここにはだれもいない。

　声も届かない。

　それを自覚した瞬しゆん間かん、壁かべが一気に崩ほう壊かいした。

「うわああああああああああああああああん……！」

　大口を開けて、子供みたいに泣いた。

　わんわんと泣いた。

　恥はじも外聞もなく、嗚お咽えつを上げ、しゃくりあげ、ただただ涙なみだを流した。

　そうしなければ、どこかでパンッと破は裂れつしてしまいそうだった。

　なぜなら、めくるを襲おそったのは辻つじとの別れだけではない。

　目の前で動いたことによって、どうしようもない現実を自覚させられた。

「わたしは……、なれなかった……、『声優を活いかす声優』には……っ！」

　めくるが目指した声優は、めくるにとっての理想。

　仕事を取り合うのではなく、ほかの声優と張り合うのではなく、協力して全員が幸せになる。

　ラジオ番組はそうなれる世界だと思っていたし、それを目指して頑がん張ばってきた。

　彼女たちの活かつ躍やくを、ひとりのファンとして喜んでいたかった。

　あの世界にすがっていた。

　けれど、容易たやすく崩ほう壊かいした。

　もうあの世界は戻もどってこない。

　あるいは、辻つじたちは「そんなことないよ」と言ってくれるかもしれない。

　めくるは『ジュードルらじお』を盛り上げるために必死になったし、それは成果を上げた。辻つじたちの言葉を素す直なおに受け取るならば、めくるの功績は確かにあった。

　けれど、辿たどり着ついた先にあったのは、番組終しゆう了りようと仲間たちとの別れだ。

　薄うす々うすわかっていた。気付いていた。

　けれど決定的なことが起こるまで、花はな火びに言葉にされるまで、自分が気付くまで、めくるはずっと目を逸そらし続けていた。

　声優としての土台が脆もろければ、どれだけパーソナリティの能力を積み上げたとしても、いずれは崩くずれる。

　声優の土台がなければ成立しない。

　柚ゆ日び咲さきめくるでは、『声優もできるパーソナリティ』にはなれない。

　デビューしてから数年間、すがっていたものが手の中で泡あわのように消えていく。

　それすらも結局、「オーディションに必死になれない自分」に対しての言い訳でしかなかった。逃げ込んだだけ。夢を見ていただけ。現実から目を逸そらしていただけ。

　己おのれがすがった大事なものは消え去り、残ったのはプロ意識が欠けた自分のみ。

　どちらも手に入れられなかった、哀あわれな道どう化け。

　それは杏あん奈なの人生の中で、味わったことがないほどの大きな挫ざ折せつであった。







　公園からのっそりと出て行く。

　存分に泣いて弱音を吐はき出だしたものの、気分が晴れたわけではない。

　多少落ち着いただけで、泥どろのような感情はずっとお腹なかの中に溜たまっている。

　それでもずっとあの場所にいるわけにはいかず、駅に向かった。

　夜はさらに更ふけて、足音がやけに響ひびいて聞こえる。

「………………」

　ずず、と鼻を鳴らしながら、収録スタジオの前まで戻もどってきた。

　窓からは光が漏もれて、中ではまだまだ仕事中であることが見て取れる。

　別に意味があるわけじゃないが、なんとなく足を止めた。

「あれ？」

　ぼうっと見上げていると、中から出てきた人が声を上げた。目が合う。

　その人は、よく見知った人物だった。

　涼すずしげな白いトップスと、黒いレースのロングスカートを穿はき、長い髪かみを腰こしの後ろで揺ゆらしている。大人っぽくも、可か愛わいらしい服装だ。

　綺き麗れいな顔をくしゃっと笑え顔がおにして、「わー！　めくるちゃん！」と駆かけ寄よってきた。

「桜さくら並なみ木きさん……」

　スタジオから出てきたのは、桜さくら並なみ木き乙おと女めだった。

　普ふ段だんならば、偶ぐう然ぜんの出会いに心が湧わき立たって仕方なかっただろう。

　けれど、ここまで落ち込んでいては、さすがのめくるでもはしゃげない。

　そんな心情を知らない乙おと女めは、嬉うれしそうに笑え顔がおを振ふりまく。

「や、めくるちゃん偶ぐう然ぜんだね！　めくるちゃんもお仕事？」

「あー……、まぁ、そうですね。仕事です」

　厳密には仕事終わりとは言いづらいが、説明が面めん倒どうなので流してしまった。

「わたしも～。今日の分はさっき終わったんだ。そしてなんと！　明日はオフなのです～」

　ぴすぴす、と可か愛わいらしくピースサインを作る乙おと女め。

　明日が休みなうえに、知り合いと会ってテンションが上がっているらしい。

　それで沈しずんだ心が、多少は穏おだやかになった。

　帰かえり際ぎわにいいものが見られたな……、と思っていると、乙おと女めがおずおずと口を開く。

「それで、めくるちゃん？　めくるちゃんもお仕事終わりなら……、軽く飲みに行かない？」

　一いつ杯ぱいどうか、と誘さそわれた。

　めくるがこの手の誘さそいを受けないことは、乙おと女めもわかっているはずだ。

　何度断ったかわからない。けれど、乙おと女めはそれでも懲こりずに誘さそってくれる。

　もちろん、普ふ段だんなら絶対に行かない。

　しかし、今日だけは──、だれでもいいから、そばにいてほしかった。

　花はな火びに泣きつこうにも、以前のことがあるだけに抵てい抗こうがある。

　だから。

「……いいですね。行きましょうか」

　そんな答えを返していた。

　乙おと女めは誘さそっておいて、「えっ！」と声を上げ、目をぱちくりとさせる。

「うわあああ……！　いいの……？　えー、嬉うれしい！　行こう行こう！」

　すぐに破は顔がん一いつ笑しようして、はしゃいだ様子を見せる。

　本当に可か愛わいらしい人だ。

　そんな彼女に対し、少しだけ罪悪感が湧わく。

　彼女の誘さそいを受けたのは、試ためしたいことがあったからでもある。







　近くに良いい店があるというので、大人しく乙おと女めについていく。

　連れてきてくれたのは、雰ふん囲い気きのいい静かな飲み屋だった。

　内装がオシャレで、品がいい。

　ふたりとも晩ご飯は済ませていたが、軽くつまみながら飲むにはちょうどよさそうだ。

　カウンター席にふたりで並び、料理を適当に注文し、お酒は数種類あるビールから選んだ。

「それじゃかんぱーい」

「乾かん杯ぱい」

　乙おと女めがご機き嫌げんにグラスを差し出してくるので、こつんと鳴らす。

　乙おと女めはグラスを傾かたむけて喉のどを鳴らしたあと、ほう～、と熱い息を吐はく。

「おいしい～……。仕事終わりの一いつ杯ぱいは最高だねぇ～……」

　ふにゃふにゃとしながら、おじさんっぽいことを言っている。

　焼肉に行ったときも同じことを口にしていた。

　確かに、仕事を気持ちよく終えたあとのお酒は、とてもおいしい。

　だからこそ、今日はあまり味が感じられなかった。

「………………」

　そういえば、焼肉のときにめくるは悩なやみを吐と露ろしてしまった。

　オーディションに必死になれないことについてだ。

　普ふ段だんなら絶対に口にしないから、やはりあの場とお酒に酔よっていたのかもしれない。

　ぽつりぽつりとなんてことはない話を続けていたが、自然と『ティアラ』の話になる。

　自主練のことだ。

「最近よくいっしょになるんだけど、結ゆ衣いちゃんっていい子だよねえ」

　めくるは首しゆ肯こうする。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひを崇すう拝はいしている彼女だが、だれの目から見ても可か愛わいらしい。

　後こう輩はいっぽいというか、子犬っぽいというか。

　例外的に千ち佳かからは難しい態度を取られているが、彼女に懐なつけばまぁそうなる。

　さらに結ゆ衣いは、圧あつ倒とう的てきな才能を持ち合わせている。

　乙おと女めは、そのことに触ふれた。

「結ゆ衣いちゃん、すっごくダンス上う手まいじゃない？　だから、よく教えてもらってるんだ。でも、なかなか結ゆ衣いちゃんみたいに綺き麗れいにできなくて、困っちゃう」

「教えてもらうんですか」

「うん？　うん。だって、結ゆ衣いちゃんわたしより断然上手だし。いつもお世話になってるよ」

　さらりと言って笑う。

　確かに結ゆ衣いは抜ばつ群ぐんに上う手まいし、教われば効率的かもしれない。

　けれど、乙おと女めのように第一線で活かつ躍やくする大人気声優が、十代半ばの新人に教えを乞こうのは不思議な構図だ。

　そういうことを気にしないところが、人気声優になれる所以ゆえんだろうか。

　そんな彼女でも、躓つまずき転ぶことがあるのがおそろしい。

　ずっと訊ききたかったことを、この機会に問いかける。

「ところで……、桜さくら並なみ木きさん。最近、自主練も頑がん張ばっているみたいですが、無理はされていませんか」

　多た忙ぼうだろうに、乙おと女めは精力的に自主練に参加している。

　仕事に対する姿勢は立派だけれど、それが度を過ぎて彼女は倒たおれてしまった。

　どうしても心配が先に立つが、乙おと女めは穏おだやかに笑う。

「あのときはごめんね。みんなにも心配かけたね」

　それはもう。

　めくる自身、しばらくは食事が喉のどを通らなかった。

　乙おと女めが配信中に倒たおれた『ハートタルト』の番組はもちろん観みていたし、むしろ倒たおれたことを知っためくるを心配して、花はな火びが部屋に飛び込んでくるほどだった。

　二度とあんな思いはしたくないが、乙おと女めもそれは同じらしい。

　こちらの目を見ながら、丁てい寧ねいに言葉を並べる。

「でももう心配ないよ。お休みもちゃんともらってるし、お仕事の量も調節してもらってるから。というか、そうじゃなければ自主練だって参加できないでしょ？」

　そうかもしれない。

　自主練の予定を書くときも、マネージャーと相談すると言っていた。

　明日は休みと聞いたばかりだ。

　そして、彼女は明日もレッスンルームに行くのかもしれない。

　気になったのは、そこだ。

　しばらくふたりでグラスを空にして、酔よいが十分に回ってきた。

　アルコールの力を借りて、再び彼女に質問を投なげ掛かける。

「なぜ、桜さくら並なみ木きさんはそこまで頑がん張ばれるんですか」

　質問の意図がわからなかったらしく、彼女は可か愛わいらしく首を傾かしげる。

　顔は赤く、彼女も酔よいが回っていることがわかった。

　失礼だと言われても仕方がない質問だが、どうしても訊きいてみたい。

　めくるは言葉を繫つなげた。

「桜さくら並なみ木きさんは、すごく頑がん張ばってらっしゃると思います。いっぱい仕事があるのにどれも一いつ生しよう懸けん命めいで、驕おごらず、忙いそがしくても自主練をたくさんやってて。なぜ、そこまで頑がん張ばれるんですか。その理由を知りたいです」

　あるいは、これはただの八つ当たりかもしれない。

　めくるは、自分の理想のために今まで頑がん張ばってきた。

　それらは決して無む駄だにはならないが、ついぞ理想に到とう達たつすることはなかった。

　どれだけ努力を重ねても、届かないことを知った。

　諦あきらめるしかないけれど、手を抜ぬいたことはないし、これからも抜ぬくことはない。

　けれど、挫ざ折せつしたのは確かだ。

　乙おと女めはまっすぐに努力を積み重ねている。

　その先に見えているものがあるんじゃないか。だから頑がん張ばれるんじゃないか。

　めくるは、それが知りたかった。

「そうだねえ」

　乙おと女めはグラスに口を付けて、ぼんやりとした目を前に向ける。

　そのまま、独り言のように呟つぶやいた。

「前は、少しでも立ち止まったら、この業界から消えちゃうって怯おびえてた。必死で走り続けてた。無理してたと思う。でも今は、そんなことなくて。手を抜ぬいたら消えちゃうとは思ってるけど、努力を欠かさなければ、わたしは声優を続けていける……、と思う」

　そのとおりだと思う。

　慢まん心しんさえしなければ、きっと桜さくら並なみ木き乙おと女めは安あん泰たいだ。

　逆に言えば、少しくらいは肩かたの力を抜ぬいていいはず。

　それはわかっているだろうに、彼女はそれでもハイペースで長ちよう距きよ離り走そうを続けている。

　以前のような強きよう迫はく観かん念ねんから来るものではなく。

　もっと違ちがう感情で、前を見み据すえている気がしてならなかった。

　乙おと女めはグラスを揺ゆらしたあと、とろんとした目でめくるを見た。

「実は、目標ができたの。わたしが頑がん張ばれるのは、きっとそのおかげ。それを達成するために、ひたむきになれてるっていうのかな」

「目標……」

　すとん、と腑ふに落ちた。

　随ずい分ぶん昔に、めくるも同じように目標を掲かかげた。ラジオを頑がん張ばると決めた。

　その目標のおかげで、めくるの今の地位があるのは間ま違ちがいない。

　そうなると、どうしても気になってしまう。

「その目標っていうのは、どういうものなんですか？」

　めくるの問いかけに、乙おと女めの赤い顔がさらに赤くなる。

　顔を前に戻もどして、視線を彷徨さまよわせ始めた。

　おもむろに手を挙げる。

「あ、あのー……、注文いいですか……」

「桜さくら並なみ木きさん」

「ま、待って……、うん、待ってよめくるちゃん……」

　新しく注文したお酒が来ると、彼女は一気に半分近く飲み干した。

　現状でも結構な量を飲んでいるけれど、大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　はあー……、と大きく息を吐はいたあと、乙おと女めの綺き麗れいな顔が再びこちらを向く。

「えっと、めくるちゃん……。内ない緒しよにできる？　わたし、これ恥はずかしくてだれにも言ってないんだ。やすみちゃんにも内ない緒しよなんだよ」

「誓ちかいます。言いません」

「ん、んん……。同期のめくるちゃんだから、言うんだからね……。あと、引かないで、それと笑わないで、聞いてほしいんだけど……」

　乙おと女めはグラスを手で包み、しばらくもじもじとしていた。

　やがて意を決したように、口をきゅっと結ぶ。

　酒の勢いを借りても、十分にアルコールが回っても、なかなか口に出せなかった目標。

　それが納なつ得とくできるほど、桜さくら並なみ木き乙おと女めの掲かかげる目標はとても大きなものだった。

「日本で一番の声優になりたくて……」

　乙おと女めは手で顔を隠かくしながら、本当に恥はずかしそうに口にした。

「日本で一番……」

　その壮そう大だいな目標をオウム返しすると、乙おと女めは見る見るうちに顔を真っ赤にした。

　ぱたぱたと手を動かし、言い訳のようなものを積み重ねる。

「いや、わかってるよ？　何をもって一番って決めるのか、とか、お前ごときが何を生意気な、って思われるかもしれないけど、思われそうだから黙だまってたの！　あ、あくまでこれは、目標で、『なりたい』ってことで、目指して頑がん張ばろうってことだから！」

　ここまで焦あせる乙おと女めは初めて見たかもしれない。

　めくるは決して茶化すことなく、表情で続きを促うながす。

　それでようやく、乙おと女めは落ち着いた口調で話し始めた。

「演技力がある人、声の幅はばが広い人、演じ分けが上う手まい人、無二の声質を持つ人、弁が立つ人、歌唱力がある人……。何をもって、『一番』って決められることじゃないと思う。でも、声優で一番すごいのは、桜さくら並なみ木き乙おと女めだなって言われるような、そんな声優を目指したいの」

　グラスを見つめる瞳ひとみに、並々ならぬ感情があった。

　桜さくら並なみ木き乙おと女めは、飛ぶ鳥を落とす勢いの声優だ。

　けれど、彼女自身は野心家ではないし、自信家でもない。

　目の前のことを一いつ生しよう懸けん命めいやっているうちに、この地位まで辿たどり着ついた人だ。

　だからこそ、彼女がそんな大それた野望を持つ理由が気になった。

「なぜ、一番を目指しているんですか……？　昔からなりたかったわけじゃないですよね？」

「うん。そう思うようになったのは、復帰してからかな？」

　ここ数ヶ月のことだ。

　乙おと女めはグラスを傾かたむけて飲み干すと、はあ、と息を吐はいた。

　微ほほ笑えみながら、熱に浮うかされたように呟つぶやく。

「わたしの肩かたには、たくさんの人の想おもいが乗ってる。応おう援えんしてくれる人たち、事務所の人たち、関係者の人たち、そして──、やめていった人たち。たくさんの、たっくさんの想おもいを抱かかえて、桜さくら並なみ木き乙おと女めっていう声優は走ってる。わたしは、その人たちに報むくいたいんだと思う」

　空っぽのグラスを指でなぞって、静かに続ける。

「みんなが応おう援えんしてくれた、桜さくら並なみ木き乙おと女めはここまで大きくなりました。みんなの想おもいのおかげです。そうなれば──、少しは応おう援えんした甲か斐いもあるんじゃないかって、思うんだ」

　その気持ちは、わかる。

　応おう援えんする側の人間として。

　もし、応おう援えんしている人が日本一の声優になってくれたら、それはその人にとっても誇ほこらしいことだ。嬉うれしくて仕方がないと思う。

　心に宿った光は、きっと本当に本当に温かい。

　めくるだって、心からそうなってほしいと願う。

　そして、彼女の言う『やめていった人たち』というのは──。

「……………………」

　乙おと女めの背中に、かつての同期の姿が映る。

　秋あき空そら紅葉もみじ。

　彼女の話は、由ゆ美み子こからある程度は教えてもらった。

　志半ばで声優業界を去った彼女だが、今は穏おだやかに生活しているらしい。

　乙おと女めとの関係も良好で、みんなでご飯を食べに行ったこともあるとか。

　もし、彼女が業界で一番になった乙おと女めを見たら。

　あぁ、よかったなあ、とやわらかく笑えるのだろうか。

　けれど、乙おと女めが挑いどもうとする道はひどく険しい。

　そして、めくるが進もうとしていた道とは真逆とも言えた。

「桜さくら並なみ木きさんは、だれにも負けたくない、ということですよね……？　相手がだれであろうと、その人を超こえて一番になりたい。それがたとえば、森もりさんであったとしても……」

　嫌いやがらせのような質問になってしまったが、問わずにはいられなかった。

　彼女の名前を出したのは、一番というワードで思おもい浮うかんだのが森もり香か織おりだったからだ。

　乙おと女めが言うように、何をもって一番と言うかは難しい。

　それは重々承知だったが、めくるの中では森もり香か織おりこそが『日本一の声優』に相応ふさわしかった。

　演技の化け物。

　声優になるために生まれてきた存在。

　めくるも彼女に強い憧あこがれを持っているし、もしオーディションで役が被かぶったら、「どんなふうに演技するんだろう！」と目をキラキラさせ、自分が演じることなんてきっと忘れてしまう。

　そんな相手だろうと、乙おと女めは張り合うと言えるのか。

　不ぶ躾しつけな質問にも関わらず、乙おと女めは気を悪くした様子はなかった。

「森もりさんかあ」と苦笑いを浮うかべたあと、ゆっくりと頷うなずく。

「──うん。そう。そういうことになる。頑がん張ばるよ。今はびっくりするほど遠い人たちばかりだけど、頑がん張ばる。一歩一歩、頑がん張ばる。いつか超こえられるように」

「──────」

　ごまかすわけでも、強がるわけでもなく、実力不足を認めたうえで目指すと彼女は言う。

　すごい、と口に出しそうになった。

　憧あこがれを憧あこがれのままにせず、あくまで同じ声優として森もりを見み据すえている。

　めくるは乙おと女めが一番になれることを願うけれど、同時に森もりにもずっと憧あこがれでいてほしい。

　そんないろいろな想おもいが混じって、乙おと女めがやけに眩まぶしく感じられた。

　けれど、乙おと女めは乙おと女めで大たい言げん壮そう語ごした自覚はあるらしい。

　すぐに気まずそうな表情になった。

「あ、あの、すみません……。注文、いいですか……」

　乙おと女めが逃にげるように視線を逸そらし、そろそろと手を挙げた。

　さっきからペースが上がっている。既すでに結構な量を飲んでいるのに。

「桜さくら並なみ木きさん、もうやめておいたほうが……」

「だって！　めくるちゃんが恥はずかしいこと言わせるから！　飲まなきゃやってられないの！　ほら、めくるちゃんも飲んで！」

　顔を真っ赤にして、ガーッ！　と吠ほえる乙おと女め。

　乙おと女めらしからぬ大きな野望だったし、口にするのが恥はずかしいというのもわかる。

　言わせた責任は取るか……、とめくるもメニューを眺ながめた。







　結果的に言えば、あまりよろしくない選せん択たくだったと思う。

　店を出る頃ころには、乙おと女めはもうべろべろになっていたからだ。

「めくるちゃ～ん、もう一いつ軒けんいこ、もういっけ～ん！」

　乙おと女めはひとりでは歩けないようで、めくると肩かたを組んでご機き嫌げんに笑っている。

　確かにめくるは、気分がとんでもなく落ち込んでいた。

　あまりに沈しずんでいたからこそ、乙おと女めとふたりきりでも飲みに行けたのだ。

　だからといって、これはやりすぎだ。

　推おしが肩かたを組んでくるのは違ちがう。

　想像してほしい。

　好きで好きで仕方がない、ガチ恋こいしてる声優がふにゃふにゃ笑いながら肩かたを組んできたらどうなる？　答えは死ぬ。

　腹筋鍛きたえてるからパンチしてみて！　って言ってきた人に、バットをフルスイングするようなものだ。そこまでしろとは言ってない。加減をしろ。

「ふしゅー……、ふしゅー……」

「？　どうしたの、めくるちゃん。息荒あらいよ？」

「わたしも結構飲みましたから」

　アルコール全部飛びましたけどね。

　酔よいとは違ちがう理由で頭がぐわんぐわん、視界がぐるぐるしている。

　由ゆ美み子この話だと、乙おと女めはお酒は好きだが、普ふ段だんはそこまで酔よっぱらうことはないそうだ。

　照てれ隠かくしで相当飲んでいたから、きっとそのせいだろう。

　少しでも力を抜ぬけば気を失いそうだが、集中して乙おと女めを連れていく。

「めくるちゃ～ん、もっと飲もうよ～、今日は朝までのも～」

「桜さくら並なみ木きさん、飲みすぎですよ。今日はもう帰りましょう」

「え～？　だってぇ。めくるちゃんが付き合ってくれて、嬉うれしいんだもん～。今日は本当に、ありがとね～」

　乙おと女めがくすぐったそうに笑って、頭をぐりぐりしてくる。

「あっ──」

　……一いつ瞬しゆん、事切れた。

　凄すさまじい体験に全身が粟あわ立だち、この世を去りかけた。いや、一回去った。ただいま現世。

　さっさとタクシーに放り込まないと、これ以上は本当に身が持たない。

　さっきから変な声が自分から漏もれている。手も震ふるえている。

　大通りに出ると、何とかタクシーを捕つかまえられそうで安あん堵どした。

「え～、めくるちゃん。もう一いつ軒けん行かないの～？」

「今日はやめときましょう。明日、起きられなくなりますよ」

　乙おと女めは残念そうに唇くちびるを尖とがらせたが、それ以上は粘ねばらなかった。

　んふふ、と笑い、またこちらの命を取るような発言をする。

「今日はありがとねぇ、めくるちゃん。だいすき～」

　肩かたを組む手に力を入れて、とんでもないことを言う。

　けれど、こちらは既すでに致ち死し量りようを超こえていたらしく、却かえって冷静に言い返せた。

「はいはい、わたしも大好きですよ」

　あしらうように言うと、乙おと女めは「ふわあああ～」と口を大きく開けた。

　手で頰ほおを押さえ、嬉うれしそうに笑う。

「めくるちゃんに好きって言われちゃった～。うれしい～。でもごめんなさい」

「そっちから告白しておいてフるのはどうなんですか……？」

「んだぁってぇ～。わたし、やすみちゃんと結けつ婚こんする約束してるもん～」

「え、本当ですか。結けつ婚こん式しき呼んでくれませんか」

　冗じよう談だんに対して、あまりに本気のトーンで返してしまった。

　幸い、乙おと女めは気にした様子もなく、緩ゆるやかに言葉を続ける。

「呼ぶ呼ぶ～。関係者席も作る予定だから、そこの席を空けておくね～」
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「い、イベント形式……!?」

　この人は天才かもしれない。結けつ婚こん式しきをイベントにするなんて。

　桜さくら並なみ木き乙おと女めと歌うた種たねやすみの結けつ婚こん式しきなんて、会場のキャパシティはどれくらい必要になるだろう……。ドーム……、ドームか……？　一番大きい会場って、何万人までいけたっけ……。

　めくるが乙おと女めの商才に慄おののいていると、タクシーが停とまった。

　乙おと女めをその中に放り込んで、タクシーを見送る。

　乙おと女めは最後までご機き嫌げんそうに、ふにゃふにゃと手を振ふっていた。

「……ふう」

　タクシーが見えなくなってから、ほっと息を吐はく。

　とんでもない体験をしてしまった。

　いくら気持ちが落ち込んで仕方なかったとはいえ、あの桜さくら並なみ木き乙おと女めとサシ飲みである。

　普ふ段だんの自分では決してありえない。

　よくもまぁ、ボロを出さなかったものだ。おそらく、もう二度としないだろうが──。

「──え」

　呆あきれるような笑えみを浮うかべた瞬しゆん間かん、不可思議なことが起こった。

　目の前の光景が──、理解、できなかった。

　真っ白な頭で、真っ赤に染まった右手を見つめる。

　血だ。

　なんだ──、これは。

　どこから。なにが起こった。

　なぜ、手にだれのものともわからない、血がついている？

　はっ──、と口を開け、その息苦しさに絶句した。

　そこで、そこでようやく、理解が追いつく。

「は、鼻血出とる……」

　慌あわてて上を向く。血の臭においと味が喉のどの奥を刺し激げきした。

　それと同時に、足からへなへなと力が抜ぬけていく。

　血を見たからではなく、おそらく臨界点を突とつ破ぱした。身体からだが限界を超こえたのだ。

　推おしの過か剰じよう摂せつ取しゆだ……ッ！

「まずいまずい……ッ！　絶対、なんかの神経が壊こわれた……っ！」

　ティッシュで鼻を押さえながら、めくるはほうほうの体でそこから離はなれた。

　なんとか家には帰れたが、その夜、原因不明の高熱を出した。

　花はな火びに看病してもらえたからよかったものの、ひとりだったら危あやうかったかもしれない。
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「……んんう」

　めくるは、ベッドの上でのっそりと起き上がった。

　カーテンの外から太陽がさんさんと照らし、時計はお昼過ぎを示している。

　おでこに手をやると、熱は下がっているようだった。ほっと息を吐はく。

「あ、起きた。めくる、大だい丈じよう夫ぶそう？」

　声を掛かけてくれたのは花はな火びだ。

　持っていたスマホを置いて、こちらに寄ってくる。

　昨夜、めくるの介かい抱ほうをしたあと部屋に戻もどっていたから、起きてからまた様子を見に来てくれたらしい。

　隣となりの部屋に彼女がいてくれて本当によかったと思う。

　めくるは首や頰ほおに手を当てながら、質問に答えた。

「たぶん。熱は下がってるっぽい」

「そ？　それならよかった。でも一応、熱測っておきな」

　体温計を手て渡わたされたので、めくるはもぞもぞと脇わきに挟はさむ。

　花はな火びは苦く笑しようしながら、ベッドに座るめくるを見下ろした。

「昨日はびっくりしたよ。呼ばれて見に行ったら、めくるがぶっ倒たおれてるんだから。飲みすぎたのかと思ったら、鼻血と熱が出たって言うし」

「面めん目ぼくない……。世話かけたね」

「別にいいけどさ。そんなに乙おと女めちゃんとの飲み会、すごかったの？」

「すごかった、なんてもんじゃない！」

　昨夜は目を回してそれどころではなかったが、伝えたいことはいくらでもある。

「さくちゃんがね、この距きよ離り、こ、の、距きよ離り！　ここ！　ここにいてわたしに笑いかけてくるんだよ!?　そんなことある!?　ない！」

「あるんだけどね」

「お酒に酔よってるさくちゃん、ほんっとう可か愛わいいっていうか美しいというか美の象しよう徴ちようというかあれはもう国宝とにかくすごかったのよていうか酔よったさくちゃん見たことあるないよねそうよねあんなの普ふ通つうメディアに載のせないよ載のせたらやばいその美しさで国が亡ほろぶんじゃない現代の傾けい国こくの美女ってことやばくないやばいあぁ好きすぎて胸が苦しいもうこれ恋こいを超こえて愛」

「うーん、めくるや。病やみ上あがりだから、それくらいにしたほうがいいよ。夜から仕事あるんだし」

　花はな火びの冷静な言葉に、はっと動きを止めた。

　そうして、じわじわと実感が伴ともなってくる。

　それから目を逸そらすように、めくるは体温計を取り出した。

　熱は下がった。もう熱はない。

　熱は、なかった。

　ふっと息を吐はき、改めて現実に向き合う。

　めくるは声優が好きだ。

　乙おと女めを含ふくめ、ほかの声優に抱いだく感情はとても強い。

　思わず興奮しながら話してしまう情熱がある。

　これが──、声優としては邪じや魔まなんだと、深く実感した。

　ずっと考えていたことだ。

　昨日一日の出来事は、自分の中で踏ふん切ぎりをつけるきっかけになったかもしれない。

　乙おと女めとふたりきりになったのは、落ち込んでいたから。

　そして、今までの自分を捨てるためでもあった。

「──うん。わたし、もうこういうのやめるから」

「めくる？」

　めくるの声のトーンが変わったことに、花はな火びは目ざとく気が付く。

　苦笑いしながら、めくるは言葉を続けた。

「わたしは声優に憧あこがれて、声優になった。その憧あこがれは今も消えてない。でも、もうプロの声優なんだから、プロに徹てつ底ていすべきって思い知った。いつまでもファン気分でいるから、覚かく悟ごができてないから、甘っちょろいままなんだなって……。その結果がオーディションのあれだよ。必死になれない原因」

「………………」

　花はな火びから表情がなくなり、無言でこちらを見つめる。

　彼女にも心配を掛かけた。

　このままではいけないとわかっていただろうに、彼女はずっと隣となりで待っていてくれた。

　花はな火びを──、美み咲さきを安心させるためにも、この選せん択たくをしなければならない。

　花はな火びに微ほほ笑えみかける。

「わたしはもう、ファンをやめる。卒業だよ。柚ゆ日び咲さきめくるとして生きる。声優ごっこは、もうおしまい」

　声優ファンの藤ふじ井い杏あん奈なと、声優である柚ゆ日び咲さきめくる。

　それを切きり離はなすことができなくて、ファンの自分が邪じや魔まをして、オーディションに全力で挑いどむことができなかった。

　自分がやるくらいなら、ほかの人が演じるほうがよっぽど嬉うれしい。

　そんなふうに思う自分が邪じや魔まなら、それを切り捨てる必要がある。

　だってもう、めくるはプロの声優なのだから。

　そうすればきっと、今度こそオーディションで戦えるようになる。

　大好きな声優たちと向かい合って、椅い子すを取り合うことができる。

　ようやくそれで、スタートラインだ。周回遅おくれのスタートだ。

　当たり前にすべきことを、めくるはできていなかった。

　しゃべりだけでは生きていけない、と自覚した。

　今までどおりトークを鍛きたえながら、全力で役を取りにいく。

　ほかの声優と戦う。そうする必要がある。

　そのために、邪じや魔まなものは捨てないといけない。

　めくるの告白を、花はな火びはじっと聞いていた。

「んー……」

　花はな火びは両目を瞑つぶり、難しそうな表情で髪かみをぐしぐしと搔かいている。

　てっきり、彼女は喜んでくれると思ったのに。

　煮にえ切きらない態度の花はな火びは、やがて、ふぅー……、と息を吐はいた。

「まぁ、なんだ。今はもうちょい休んでなよ。熱がぶり返すかもしれないし」

　肩かたをぽんぽんと叩たたかれ、ベッドに横になるよう促うながされる。

　熱は下がっているし問題ないとは思うが、心配を掛かけた手前、素す直なおに横になった。

　推おしに舞まい上あがることはもうない。

　こんなふうに熱を出すことも。

　寂さびしくないと言えば噓うそになるが、諦あきらめることは大切だ。

　そんなことを考えていると、まるで現実から逃にげるようにすうっと眠ねむりに落ちていった。







『ティアラ☆スターズ』のテレビアニメの収録は始まっているが、めくるたちが呼ばれたのは後半になってからだった。

　アニメは、アイドル候補生たちが〝オリオン〟を結成するところから始まる。

　ライバルユニットである〝アルフェッカ〟が登場するのは後半になってから。

　ユニットメンバーであるめくるたちも、出番は同じタイミングになる。

　その日の収録は、〝アルフェッカ〟が初めて〝オリオン〟の前に立ちはだかる回。

　花はな火びとともにスタジオ入りすると、先に由ゆ美み子こがいた。今日は制服姿だ。

　スタッフらしき人と楽しそうにおしゃべりしている。

　由ゆ美み子こはめくるたちに気付くと、表情をパッと明るくさせた。

「花はな火びさんにめくるちゃん。おはようございまーす」

　手をふりふりしながら、にっこり笑う。

　以前のめくるだったら、その無防備な笑え顔がおと無む邪じや気きな様子にクラクラしただろう。

「やっ、歌うた種たねちゃん。おはよ～」

　花はな火びも笑え顔がおで挨あい拶さつを返す。

　続いてめくるも、心を押し殺して口を開いた。

「ん。おはよ。よろしく」

　短く言葉を投なげ掛かける。

　それほど普ふ段だんと態度は変わらなかっただろうに、それでも由ゆ美み子こは不思議そうな顔をした。小さく首を傾かしげる。

「めくるちゃん、なんか感じ変わった？」

「髪かみ切った」

　適当に答えて脇わきを抜ぬける。

　すぐに由ゆ美み子こは「噓うそだあ。それならあたし気付くよ」と反論した。

　彼女は一度会って話した人の顔はほぼ忘れないそうだが、その記き憶おく力りよくはこういう場面でも活いかされるのだろうか。

　由ゆ美み子この声は聞こえないふりをして、ブースに入る。

　そこには制服姿の千ち佳かだけがいて、台本に目を落としていた。

「おはようございます」

「ん」

　立ち上がろうとする千ち佳かに、いい、と手て振ぶりで伝える。

　千ち佳かは大人しく座り直した。そのまま、再び台本に視線を落とす。

　さらりと髪かみが揺ゆれ、上品に本を読む姿は文学少女のようだ。

　物言わぬ美しい彫ちよう像ぞうのようで、前のめくるならちらちら見てしまったかもしれない。

　無む味み乾かん燥そうな挨あい拶さつのあと、適当な椅い子すに腰こし掛かけた。

　特に変わったことはない、ごくごく普ふ通つうな収録前の光景だ。

「んんー……」

　めくるが台本を取り出していると、隣となりで花はな火びが唸うなり始めた。

　なぜか、妙みような顔でこちらを見ている。

「なに、どうしたの。忘れ物？」

　尋たずねると、彼女はさらにおかしな表情になってしまう。

「そうじゃない……。いや、そのー……、なんて言ったらいいのか……」

　普ふ段だんはハキハキとものを言う彼女が珍めずらしい。

　適切な言葉を探しているようで、ううんううん、と額に指を当てていた。

　何が言いたいのか伝わらないが、ヒントがないとこちらもどうしようもない。

　黙だまって彼女の二の句を待っていると、ブースの扉とびらが開いた。

「おはようございますっ！」

　元気のいい、よく通る声がブース内に響ひびく。

　結ゆ衣いだ。

　彼女も学校帰りのようで、黒いセーラー服に猫ねこのスカジャンを羽織っている。

　めくると花はな火びに礼れい儀ぎ正ただしく挨あい拶さつをしたあと、満を持して千ち佳かに満面の笑えみを向けた。

　千ち佳かはそろそろとブースから出ようとしていたが、その途と中ちゆうで捕つかまってしまう。

「夕ゆう陽ひせんぱーい！　おはようございまーすっ！」

「ぐえっ」

　後ろから勢いよく抱だき着つかれている。

「なんで逃にげようとするんですかー！　せっかく会えたのに！　どこ行くんですか？　トイレ？　挨あい拶さつ？　それなら、高たか橋はしもご一いつ緒しよします！　そう、たとえ地の底でも！」

「高たか橋はしさん……。タックルもそうだけど、そういうのもやめて……。あなたはなぜか言っても聞かないけれど……」

　千ち佳かは諦あきらめて席に戻もどり、結ゆ衣いは抱だき着ついたまま引きずられていく。

　そうしているうちに、由ゆ美み子こを含ふくめたほかのキャストもブースに入ってきた。

「なんだか今日は騒さわがしいですね～」

　のんびりとした口調は、飾かざ莉りだ。

　彼女はめくるを見つけると、そっと近付いてくる。

「どうも、柚ゆ日び咲さきさん。ご無ぶ沙さ汰たです～」

「そんなに久しぶりってこともないでしょ」

　そう返しつつも、以前はレッスンでしょっちゅう顔を合わせていた。

　少し空いただけでも、長く会っていないように感じたのは確かだ。

　飾かざ莉りは肩かたを竦すくめながら、周りに聞こえない声量で続ける。

「柚ゆ日び咲さきさんがいないから、こっちは大変ですよ～。そっちは順調そうでいいですね」

　冗じよう談だんか本気か微び妙みようなところだ。

　飾かざ莉りは以前ほど壁かべを作っている様子はないが、果たして上う手まくいっているのだろうか。

　ちらほらと言葉を交かわしていると、最後に乙おと女めが入ってくる。

「あ、姉さん！　おはよ～」

　由ゆ美み子こが嬉うれしそうに寄っていく。

　尻しつ尾ぽを振ふった子犬のようだ。

　乙おと女めもそんな由ゆ美み子こに表情を明るくさせたが、すぐにいたずらっぽい笑えみに変わった。

　妙みようなポーズを取って由ゆ美み子こを迎むかえ撃うつ。

「おっと、やすみちゃん。今はわたしとやすみちゃんは敵同士だからね。そう慣れ合うわけにはいかないな～」

「お？　そういう感じ？　そっちがその気なら、あたしだって本気出しちゃうよ？」

　由ゆ美み子こは由ゆ美み子こでおかしなノリに付き合っている。

　お互たがいにテンションが上がっているらしく、微ほほ笑えましいじゃれ合いが続いた。

　本当に仲がいいんだな、と伝わってくる。

「……？」

　その姿を眺ながめていると、横から視線を感じた。

　花はな火びだ。再び、めくるの顔をじろじろと見ている。

「なに？」

「……いや。あのふたり、仲がいいなあと思って」

「ん。そうね。いいことでしょ？」

　めくるが言葉を返しても、花はな火びは釈しやく然ぜんとしていない様子だった。

　なんだか、今日は様子がおかしい。あとで話を聞いてみようか。

　めくるがそう考えているうちに、由ゆ美み子こたちのふざけ合いも終わったようだ。

　乙おと女めと由ゆ美み子こが席につく。

「乙おと女め先せん輩ぱい、やすやす先せん輩ぱいと本当に仲良しですよね！」

　無む邪じや気きに結ゆ衣いが乙おと女めに伝える。乙おと女めはニコニコとしていた。

　こちらはやわらかな空気に包まれている。

　一方、あちらはなぜかそうはいかない。

　由ゆ美み子こに向けて、ミント、飾かざ莉り、千ち佳かの順で言葉が投げつけられていた。

「歌うた種たねさん、はしゃぎすぎです。こっちが恥はずかしくなります。セツドをもってください」

「仲良い人がいるからって、浮うかれすぎじゃない～？　不安になるよぉ」

「本当に。こんな人と同じユニットだなんて、わたしたちまで恥はじをかくのだけれど」

「……なんかウチはあたしに当たり強いな？　あとユウにだけは言われたくない」

「ちょっと！　なんでわたしだけ名指しなのよ！」

　今度は騒さわがしく、由ゆ美み子こと千ち佳かがぎゃいぎゃいと言い争いを始める。

　ミントはそんなふたりに呆あきれた目を向けて、飾かざ莉りに話はなし掛かけていた。

「うちのクラスの男子もあんな感じですけど。高校生でもあんなものなんですか？」

「いや～、あのふたりが特とく殊しゆじゃないかなあ」

　口くち喧げん嘩かまで発展するのは由ゆ美み子こと千ち佳かくらいだが、ほかの子も憎にくまれ口ぐちは多い。

　ただ、空気が悪いようには感じられなかった。

　ここに纏まといがいればどうなるのか気になるが、残念ながら今回の収録には不参加だ。

　そのまま、収録が進んでいく。







　広いアフレコブースに三本のマイクが立てられ、その奥にはモニターが並ぶ。

　後ろにはぐるりと囲むように椅い子すが配置され、声優が着席していた。

　さらにその奥に調整室がある。

　音おん響きよう監かん督とくやほかのスタッフに見守られながら、声優たちが演じる。

　モニターに映るのは下書き段階の映像だが、上部のタイマーと見比べ、声を吹ふき込こむ。

　タイマー、台本、映像、と視線が忙せわしなく移り変わっていった。

　今は乙おと女め、千ち佳か、ミントの三人がマイクの前に立ち、めくるたちはそれを後ろから見つめている。

　モニターが映しているのは、エレノア・パーカーの初登場シーンだ。

　エレノアがライブ会場で、千ち佳かが演じる和い泉ずみ小こ鞠まり、ミントの演じる滝たき沢ざわみみと邂かい逅こうするシーンである。

「ちょ、ちょっと小こ鞠まりちゃん！　あれ見てっ！」

「……ん。なあに、滝たき沢ざわさん。わ、ちょっと、引っ張らないでよ」

　めくるは思う。

　やはり、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは上う手まい。

　重要なセリフでないにしても、ちょっとした息いき遣づかい、怪け訝げんそうな声、少しだけ焦あせりを混ぜた声こわ色いろなど、ひとつひとつに演技の巧うまさが際きわ立だつ。

　さすが夕ゆう姫ひめだ。『ファントム』の主演を務めただけある。

　そこでふと、めくるは視線を横に移した。

　彼女のライバルである歌うた種たねやすみが、どんな顔をしているか気になってしまったのだ。

「──────」

　彼女の表情は、だれよりも真しん剣けんそのものだった。

　まるで自分が演じているかのように、じっと集中して千ち佳かを見つめている。

　その熱く輝かがやく瞳ひとみや、入り込んでいる表情に目を奪うばわれそうになった。

　結ゆ衣いも同じようにキラキラした目を向けているが、それとはまた違ちがう。

　ライバルなんだな、と改めて思った。

　しかし、慌あわてて視線を前に戻もどす。

　乙おと女めが初めて声を発する場面だったからだ。

「──ん。あぁ、あなたたち。〝オリオン〟の子たちよね。はじめまして、エレノア・パーカーです。わたしのこと、知ってるかな」

「………………」

　脳が痺しびれるようだった。

　おかしな笑えみを浮うかべてしまう。

　思わず、花はな火びのほうを見た。彼女もこちらを見ていた。同じような表情で。

　あぁ、こんなふうに演じるのだな、と。

　めくると花はな火びは、何より乙おと女めの演技に注目していた。

『乙おと女めちゃんのキャラさあ。めくるだったら、どう演じる？』

『えー……？　いやこれ難しいよね、正直。とりあえず、自分の中で一番綺き麗れいな声を出せるようにして……、あとは、落ち着いた感じ？』

『大人っぽー、とかそんなだよね。いや、そうだよなー……。威い圧あつ的てきって感じも違ちがうし。でも、それじゃあさぁ』

『うん……』

　エレノア・パーカーは、作中で究極のアイドルと称しようされ、完かん璧ぺきなキャラクターとして描えがかれている。

　完かん璧ぺきということは弱点がなく、エレノアの場合は遊びも少なかった。

　突とつ飛ぴさもなく、ただただシンプルに『完かん璧ぺきで落ち着きのあるアイドル』という役。

　ある意味、特徴がない。

　純じゆん粋すいに演じれば、没ぼつ個性になる危険性がある。無む味み無む臭しゆう。そこには何も残らない。

　かといって、工く夫ふうの幅はばが広いわけではない……、と頭を悩なやませるキャラだ。

　しかし、乙おと女めはそこにスパイスを入れた。

　凄すご味み。

　セリフは変えず、声こわ色いろもそのままに、しかし、確かに感じられる奥おく底そこにある迫はく力りよく。

　他を圧あつ倒とうするオーラをごく自然に表現している。

　めくるや花はな火びだったら、この領域の演技はできなかった。

　ただただ反省し、次に活いかすために頭を悩なやますばかりだ。

　個人的な反省点は見つかったが、収録は問題なく進み、ちょうどいい時間で休きゆう憩けいになる。

『それでは一いつ旦たんここで休きゆう憩けいで、再開は……』

　調整室から休きゆう憩けいの指示が入った途と端たん、張りつめた空気が一気に緩ゆるむ。

　一ひと息いき吐つきながらブースを出て行く人や、残って雑談に興じる人、台本を確かく認にんする人とそれぞれ別れていく。

「飾かざ莉りちゃーん。いっしょにトイレ行こうよ」

「うわあ、やすみちゃん女子高生っぽ～い。やめてよ、そういう空気出すの」

　悪態を吐つきながらも、飾かざ莉りと由ゆ美み子こはブースから出て行く。

　それを眺ながめていたら、隣となりで花はな火びがぷふー、と息を吐はいた。

　台本をぺらぺらめくり、先ほどの乙おと女めのシーンを見返している。

「乙おと女めちゃん、あんな感じでやるかぁ。さすがだなあ。まだまだ届かんねー、くうー……」

　めくるにしか聞こえない声量で呻うめき、顔を歪ゆがめていた。

　その姿が意外で、思わず問いかける。

「なんだか、悔くやしそうに見えるけど」

「そりゃ悔くやしいさ。あたしにはできない表現だったからね。わかってることだけど、やっぱ遠いわ乙おと女めちゃん」

　苦笑いしながら、頭を揺ゆらしている。

　そういえば以前、花はな火びは乙おと女めのことをライバル視して「いた」と言っていた。

　けれど、それは恥はずかしくて言えなかった、とも。

　めくるにはピンとこない感情だが、同期は意識してしまうものらしい。

　実際、秋あき空そら紅葉もみじと桜さくら並なみ木き乙おと女めは互たがいをライバル視していた。

　売れる時期が重なっていたのが大きな原因だろうが、そういう関係性が存在するのは知っている。

　けれど、花はな火びとめくるはそこから外れた。

　乙おと女めのように第一線を駆かけ抜ぬけた声優を、「ライバル視していた……、とは恥はずかしくて言えなかった」、という考えは理解できる。

　なのに、花はな火びはまさにそれをやっている。

　その理由を尋たずねると、彼女は腕うでを組んで答えた。

「差はついちゃった、というか、つきすぎたんだけどさ。かといって、意識しないようにするのも変かなって。同期なんだからさ。あたしも頑がん張ばって、少しでも追いつきたいよ。まぁ、これは夕ゆう暮ぐれちゃんたちの影えい響きようかなあ」

　ちょっとだけ恥はずかしそうに笑う。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひと歌うた種たねやすみは、これ以上ないほどお互たがいを意識している。

　芸歴の違ちがいはあれど、ライバル同士と言える。

　互たがいを意識し、追いつきたい、追おい抜ぬきたい、と思えるのは確かに良いい関係だ。

　花はな火びは、それに感化されたらしい。

「ふうん……」

　なんとなく思うところがあって、めくるは席を立った。ブースから出て行く。

　すると、ちょうどよく由ゆ美み子こと飾かざ莉りが戻もどってくるところだった。

「歌うた種たね。ちょっといい？」

「あたし？　なあに」

　由ゆ美み子こに声を掛かけると、機き嫌げんよくこちらに寄ってくる。ちょっと、と部屋の隅すみを指差した。

　飾かざ莉りに一ひと言こと掛かけてから行こうとしたが、彼女はするりと脇わきを抜ぬける。

　飾かざ莉りは、めくるの耳元で嬉うれしそうに呟つぶやいた。

「またお説教ですか～？」

「ばかたれ」

　飾かざ莉りはおかしそうに笑い、ブースに戻もどっていった。

　由ゆ美み子こといっしょに隅すみへ移動し、彼女に訊ききたいことをそのまま尋たずねる。

「歌うた種たね、あんた夕ゆう暮ぐれのこと好きよね」

「は？　は、はぁ……？　なにそれ、からかってんの？　んなわけないじゃん」

　ニコニコとついてきたのに、急に顔を赤くして不ふ機き嫌げんそうな表情になる。

　めくるは思わず怪け訝げんな顔をしたが、その理由に思い当たった。

　そういえば、この後こう輩はいたちはとても面めん倒どうくさいんだった。

「言い方間ま違ちがえたわ。演技。演技の話よ。あんた、夕ゆう暮ぐれの演技〝は〟好きでしょ」

「あぁ、そういうこと……？」

　由ゆ美み子こはほっとして、ばつが悪そうな表情に変わった。

　頰ほおを指で搔かきながら、視線をそっと逸そらす。

「まぁそうね。好きだよ。演技は好き。あとはまぁ、顔とか声とか歌も」

　そこまでは聞いてないんだけど。

　せっかくだしつついてもよかったのだが、休きゆう憩けい時間は限られている。

　さっさと訊ききたいことを口にした。

「好きな相手だけど、自分が負けると悔くやしいって思うわけ？」

　その問いかけに、今度は由ゆ美み子こが怪け訝げんそうな顔をした。

「そこは関係ないんじゃん？　そりゃ悔くやしいよ、好きな相手でも。……いや、好きだからこそ、かな。一番、負けたくない、って思ってる相手に負けるんだから。そこは別」

「……ふうん」

　真面目な声こわ色いろに変わった由ゆ美み子こを見て、そうか、と納なつ得とくする。

〝好き〟と〝負けたくない〟、は両立する。

　それどころか、好きであるからこそ、彼女は負けたくない、と強く感じている。

　自分が認めた相手だから、好きな相手だから。一番のライバルだから。

　そういう関係もあり、花はな火びのような関係もあるのだろう。

　花はな火びが見せたように、同期に対たい抗こう意識を持つことは珍めずらしくない。

　少なくとも、紅葉もみじ、乙おと女め、花はな火びはそれぞれ抱いだいていたはずだ。

　近い存在だからこそ、負けたくない。追おい抜ぬかれたくない。

　その心情は理解できる。

　では、自分は？

　同期であり、相方でもある花はな火びに対して、そういう思いは抱いだかないのか。

　乙おと女めや紅葉もみじに対して、負けたくない、と奮起しないのか。

　今まで、それらはすべて否定していた。

　その理由はきっと──。

「あぁ……」

　結局のところ、自分は土俵に立っていなかったのだ。

　自身が柚ゆ日び咲さきめくるを声優として認めていない。声優の土俵に上がっていない。

　だから、花はな火びや乙おと女めに負けたところで悔くやしくなかった。

　自分よりも相応ふさわしい、と喜んでしまう。

「？　どうしたの、めくるちゃん」

「いや。わたしはとことん、目を逸そらしてたんだなって。これじゃまるで、一年生だ」

　めくるの独り言のような言葉に、由ゆ美み子こはますます首を傾かしげる。

　本当に、いまさらだな、と思うことばかりだ。

　由ゆ美み子ことともにブースに戻もどると、今度は乙おと女めがスッと隣となりに座った。

　彼女は嬉うれしそうに笑えみを浮うかべて、耳元に口を寄せてくる。

「めくるちゃん、この前の飲み会楽しかったね。また行こうね」

「………………」

　以前の自分だったら、崩くずれ落おちるほどの高火力。

　本当にこの人は、無自覚に魅み力りよくを振ふりまきすぎだ。

　ため息を堪こらえながら、めくるは反射的に社交辞令を返そうとした。

　けれど、直前で思い直す。

「そうですね。いずれ、また」

　また行くこともあるかもしれない。そう思いながら返事をした。

　めくるが声優との交流を絶っていたのは、壁かべを作らなければ耐たえられなかったからだ。藤ふじ井い杏あん奈なを出さないため。

　けれどもう、めくるの中に声優ファンの杏あん奈なはいない。

　いつの日か、彼女たちと普ふ通つうに接する日が来るかもしれない。

　めくるの返答に対し、なぜか乙おと女めは目をぱちくりとさせた。

　長い髪かみを揺ゆらしながら、こちらを覗のぞき込こんでくる。

「なんだかめくるちゃん、元気ない？」

　普ふ段だんと様子が違ちがっただろうか。

　それとも本当に、元気がなかったのか。

　めくるにはよくわからない。

「いえ。これが普ふ通つうです。普ふ通つうなんですよ、桜さくら並なみ木きさん」

　まるで自分に言い聞かせるように、感情に蓋ふたをした。







　ある日の夜、花はな火びがめくるの部屋にお酒を飲みにやってきた。

　テーブルの上にスーパーで買ってきた総菜やパパッと作れるおつまみを載のせて、ちびちびとお酒を飲みながら、ちびちびと食べる。

　寝ねる用意を済ませてから集まったので、眠ねむくなったらそのまま横になれる。

　隣となりに部屋があるのに、花はな火びが泊とまることも珍めずらしくなかった。

「久しぶりにピザやポテト、スナック菓が子しとかで怠たい惰だ宅飲みやりたいなあ」

「ダイエット中だっつーの。ライブ終わってからね。肌はだ荒あれても嫌いやだし」

「遠いなあ」

　ポテトサラダをもふもふ食べながら、花はな火びが不満そうにしている。

　ここ最近、めくるが体重に気を遣つかっているから、ストレスが溜たまっているのかもしれない。

　かといって、食べても太らない花はな火びに付き合えば、めくるの努力が水の泡あわだ。

　不公平である。

　怠たい惰だ飲み会はしばらくお預けで、今は枝豆をぽりぽり食べた。

　それはそれとして、お酒を飲んでダラダラしゃべっているだけでも楽しいものだ。

「花はな火び、ライブ終わったら温泉でも行かない？」

「あぁー……、いいねぇ……。ゆっくり温泉浸つかりたいなあ……」

「ね。行こうよ、ふたりで。最近は、ほかの人と付き合ってもいいかなと思ったけど、やっぱ花はな火びとふたりでいるのが一番いいや」

　チューハイ缶かんを空にして、はぁー……、と息を吐はく。

　めくるのスタンスが変わったように、人付き合いの仕方も変わるかもしれない。

　そんなふうに感じたものの、結局は馬の合う人とのんびり過ごすほうが楽しかった。

　きっと花はな火びも同じだろう。

　けれどなぜか、花はな火びは微び妙みようそうな表情で見つめてきた。

　めくるの話に相あい槌づちを打たず、スマホを指差す。

「めくる、コーコーセーラジオもう更こう新しんされてるんじゃない？」

「ん？　あー……、そっか」

　言われて思い出し、スマホを操作する。

　彼女の言うとおり、数時間前に最新回が更こう新しんされていた。

　別に急いで聴きく必要はないのだが、言われたからには再生しようか。

　のそのそとページを開いていると、花はな火びがぼそりと呟つぶやく。

「めくる、最近あんまりスマホいじらなくなったね」

「ん？　あぁ、まあ。そうかも。ＳＮＳとかあまり見なくなったから。代わりにテレビとかラジオに時間使ってるけど」

　しゃべりだけで生きていくことは諦あきらめた。

　けれど、トーク力が評価されているのは間ま違ちがいない。勉強は続ける。

　幸い、ファン活動の時間が丸々なくなったので、余よ裕ゆうがあった。

　スマホをタップすると、聞き馴な染じんだ声が聴きこえてくる。

『夕ゆう陽ひと』

『やすみのー』

『『コーコーセーラジオー』』

　特に張り切ることもない、ともすればダウナーと言っていいテンションで番組が始まる。

　以前のめくるは、この始まり方が大好きだった。

　思わずにやけてしまうほどに。

　だけど今は、彼女たちのトークをただ黙だまって聴きく。

　すると、花はな火びがこちらに顔を寄せてきた。じっとこちらを見てくる。

「なに？」

「めくる、楽しそうじゃない」

「え？　あー、まぁ……、集中して聴きいてたから……」

　結局、これも勉強の一いつ環かんだ。

　いろんなラジオを聴きいて、自分たちの番組をより良くする。

　楽しむために聴きいているわけではない。

　そう説明すると、花はな火びはますます顔を顰しかめた。

　反論の声を上げる。

「前はあんなに楽しそうだったのに。歌うた種たねちゃんや夕ゆう暮ぐれちゃんの一言一言を、にやにやしながら聴きいて。自分のメールが読まれたときなんて、ゴロゴロ転がって悶もだえてたのに」

「そういうのは卒業したんだって……。言ったでしょ。これが普ふ通つう。前が変だっただけ。もうメールも送ってないし」

　ファンの杏あん奈なはもうおらず、声優として声優ラジオを聴きいているだけ。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひも歌うた種たねやすみも桜さくら並なみ木き乙おと女めも、今はもうただの仕事仲間でしかない。

　感情を完全に殺すのは案外楽だったし、そのおかげで苦しまずに済んだ。

　オーディションはまだ受けていないけど、きっともう大だい丈じよう夫ぶだ。

　それは花はな火びも望んだめくるの姿だろうに、彼女の表情は晴れなかった。

　何が不満なんだろう。

　空気が気まずくなる中、コーコーセーラジオの音声だけが流れていく。

「なんか……、違ちがうんだよ、違ちがうんだよー……」

　花はな火びは頭を抱かかえ、呻うめくような声を上げた。

　髪かみをぐしぐし搔かいたかと思うと、スクッと立ち上がる。

「帰る」

「は？　なんで？」

「連れん絡らくする必要ができた。片付けごめん。今度、なんかで埋うめ合あわせするから」

　めくるがぽかんとしているうちに、花はな火びはさっさと部屋から出て行ってしまった。

　どう対応したらいいかわからず、呆ぼう然ぜんと見送るしかない。

　彼女があんな態度を取るなんて、初めてのことだ。

「なんだよ……」

　追いかけようかと思ったが、困こん惑わくしているのはめくるも同じだ。

　仕方なく机に突つっ伏ぷして、ラジオの音声に耳を傾かたむけた。

　静かになった部屋の中で、ふたりの声だけが響ひびく。

　めくるはそっと目を瞑つぶった。

『は？　今の可か愛わいすぎ。もっかい聴きこ』『はい、出ました最高～』『こういうとこ。こういうとこだよ』『はい大好き日本新記録更こう新しん』『心臓痛くなってきた』『今のやさしい声聞いた!?　は!?　世界で一番やさしい声だったんですけど!?』『今イヤホンしてたら死んでたかもしれん』

　そんなふうに騒さわいで、花はな火びの肩かたを叩たたいて、苦笑いされていたのも以前の話。

　めくるの口からは、何も声は発せられなかった。







『めくる？　今日、自主練の日だったよね。何時から入るの？』

　部屋で仕事の準備をしていると、突とつ然ぜん、花はな火びからそんな電話が掛かかってきた。

　意図はわからない。食事か遊びの誘さそいだろうか。

　特に気負わずに、予定の時間帯を口にした。

『あー……、時間ギリギリだなー……。わかった、めくる。一いつ旦たん、レッスンルームにそのまま入ってきてくれない？　着き替がえる前に。うん。ちょっと話があるから』

　そんな不可解なことを言われる。

　何か企たくらんでいるのか？　サプライズ？　でも、誕生日はまだ先だし……、と不安にはなったけれど、彼女が来いと言うのなら断る理由もない。

　おかしなことにはならないだろう。

　そう気楽に構えていたせいで、思わぬ不覚を取ることになる。

　めくるは仕事を終えてから、レッスンルームに向かった。

　そこから花はな火びの指示に従う。

　ビルに入り、エレベーターを使い、廊ろう下かを歩き、更こう衣い室しつ──ではなく、そのままレッスンルームの扉とびらを開いた。

　そこで、めくるは大きく目を見開く。

　部屋自体におかしな点はない。いつもどおりの、見慣れた空間だ。

　力いっぱい踊おどっても問題ないくらい広く、床ゆかに邪じや魔まになる物も置いていない。

　壁かべの一面には鏡が設置されていて、こちらの動きを逐ちく一いち映している。

　練習前のレッスンルーム。そこまではいい。

　しかし、部屋の中央に意外な人物が立っていた。

「お、めくるちゃん。来たねー」

「どうも」

「は？　……なんで？」

　そのなんで、は様々な意味を含ふくんでいる。

　まず、その場に花はな火びがいなかった。

　代わりに立っていたのは、由ゆ美み子こと千ち佳かのふたり。

　彼女たちは、〝オリオン〟のメンバーであり、めくるとはいっしょに練習しないのに。

　さらに不自然だったのは、その容姿だ。

　ふたりとも、制服姿である。

　由ゆ美み子こはキャラメル色のカーディガンを着て、短いスカートから白い脚あしを晒さらしていた。

　千ち佳かは白のサマーセーター、長く揺ゆれるプリーツスカート。ネクタイはきゅっと締しめられている。

　めくるも人のことは言えないが、なぜ着き替がえていないのだろう。

　彼女たちも花はな火びに指示されたのだろうか。

　不可解なのは服装だけではなく、顔が違ちがうことだ。

　由ゆ美み子この緩ゆるやかにウェーブのかかった髪かみが、今はストレートになっている。メイクもあっさりめだ。つけまつ毛やネイルチップといった、派手な装そう飾しよくが取り除かれている。

　千ち佳かの長い前まえ髪がみは分けられ、小さな編あみ込こみが作られている。そのおかげで、顔がしっかり見えていた。上品なメイクをすることで、清せい楚そな印象をより強くしている。

　歌うた種たねやすみと夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ。声優の姿をしていたのだ。

「なに、どういうこと……？」

　戸と惑まどいつつも、中に入る。

　ほかの人がいるだけならまだしも、彼女たちがおかしな格好をしているのは予想外だ。

　服装は制服、顔は声優のときのもの。

　……とってもレアな光景だ。

　以前のめくるなら、やすやすと夕ゆう姫ひめの制服コーデ!?　なんだか変身ヒロインの変身が解けかかっているときみたい……！　凄すさまじい特別感……！　と興奮に興奮を重ねたかもしれない。

　しかし今は、おかしな状じよう況きように眉まゆを顰ひそめるばかりだ。

　とにかく説明を求めると、ふたりが順々に口を開いた。

「頼たのまれたんだよ、花はな火びさんに。だから、ユウとふたりで来たの。ちょっと服装は間に合わないから、せめて顔だけでもって感じになっちゃったけど」

「はい。おふたりには借りもありますから」

「……？」

　何かすれ違ちがいが生じた気がする。求めた答えが返ってこない。

　いっそ花はな火びにすべて説明してもらいたいが、肝かん心じんの彼女の姿がない。

　再度ふたりに尋たずねようとすると、由ゆ美み子こが突とつ然ぜん、両手を広げてみせた。

「さ、来いめくるちゃん。やすやすが熱い抱ほう擁ようをしてあげよう」

「は？」

　さらにわけのわからないことを言い出す。

　さっきからひとつも処理できていないのに、これ以上、状じよう況きようをかき回さないでほしい。

　何を言っているんだ、と見返す。

　めくるはごく普ふ通つうの反応をしたつもりだったが、今度は由ゆ美み子こが不思議そうにしていた。

　千ち佳かと顔を見合わせている。

「そういう発注を承うけたまわっていたのですが」

「ね。そうしてくれって」

「はぁ……？　本当にどういうこと……？」

　いったい、なんだって言うんだろう。これも花はな火びの指示だなんて。

　なぜ、めくるが由ゆ美み子こに抱だき締しめられる必要があるのか。

　今となってはどうってことないだろうが、それでも無意味に抱ほう擁ようを交かわす理由はない。

　あほらしい。

　ため息を吐つきつつ、スマホを取り出した。

　そろそろ本人に事態を収しゆう拾しゆうしてもらおう、と彼女の番号を表示する。

「わかった。どういうことか、花はな火びに訊きくから──」

「はい、どーん」

　彼女に電話を掛かけようとした瞬しゆん間かん、後ろからドン、と押された。

　声でわかる。

　花はな火びだ。

　どうやら、最初からこの部屋にいたらしい。扉とびらの陰かげにでも隠かくれていたのだろうか。

　そして音もなくめくるに忍しのび寄より、背中を押してきた。

　その理由は全くもってわからないが、めくるは勢いよくつんのめる。

　けれど、倒たおれることはなかった。

　その先に、歌うた種たねやすみの身体からだがあったからだ。

「はーい、よいしょっと」

　転びかけたところを由ゆ美み子こにぽすっ、と受け止められる。

　それから抵てい抗こうする間もなく、彼女にきゅうっと抱だき締しめられた。

　以前、由ゆ美み子こに戯たわむれで抱だき着つかれたことがあるが、そのときとは全く違ちがう。

　包つつみ込こむような、しっかりとした抱ほう擁ようだった。

「あっ────────」

　パン、っ、と、何か、が、弾はじけそう、になった。

　蓋ふたをしていたものが勢いよく飛び出そうと、溢あふれ出だそうとする。

　閉じ込めたはずの杏あん奈なが、悲鳴を上げそうになっていた。

　やすやすに抱だき締しめられて、まともでいられるオタクいんの？

　いやいや──、待て待て。落ち着け。こうならないためにも、オタク活動を引ひき離はなしたのだ。距きよ離りを取った。濃のう度どと密度を下げた。変わるために。杏あん奈なを切きり離はなすために、だ。

　昔のめくるとは違ちがう。

　今なら、今なら耐たえられるはず。

「おや。めくるちゃん、平気そう。前はあんなんだったのに。こりゃ手て強ごわい」

「あ、ぐ……っ！」

　由ゆ美み子こは愉ゆ快かいそうに笑っている。あの、近くで声出さないで……。

　いや、大だい丈じよう夫ぶ。大だい丈じよう夫ぶだ。

　顔も赤いし体温も急きゆう上じよう昇しようしている気がするけど、すべて気のせい。

　彼女の身体からだのやわらかさが、体温が、声が、直じかに伝わっているけど、なんてことはない。

　こんなの、女子同士の大おお袈げ裟さなスキンシップ。

　意識するな意識するな意識するな意識するな。

　由ゆ美み子こも口にしているではないか。

　前はあんなんだったのに、と。

　一度受けている攻こう撃げきだ。知っている。そのうえで、以前より防ぼう御ぎよ力りよくが上がっている。

　だから、決して屈くつしはしないと──。

「ユウ。サンドイッチ」

「えぇ。柚ゆ日び咲さきさん、後ろから失礼します」

「────あ」

　後ろから、千ち佳かが、抱だき着ついて、きた。

　耳に心ここ地ちよい声とともに、そっと、しかし、しっかりと、身体からだを包まれる。

　前門のやすやす、後門の夕ゆう姫ひめ。

　推おしにぎゅうっと挟はさまれている。ぴったりとくっつかれている。

　まさしくサンドイッチだが、いくら何でもこれはない。

　ない。

　由ゆ美み子こと千ち佳かはお互たがいの背中に手を回し、確実にめくるを圧あつ迫ぱくした。

　片方だけなら、ギリギリ耐たえられたかもしれない。

　百の許容量に九十五くらいまで注がれることになるが、ギリギリ溢あふれはしなかった。

　しかし、前から歌うた種たねやすみに抱だき締しめられ、後ろから夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひに抱だき着つかれている。

　中学生の妄もう想そうだって、もっと加減する。

　口にするのも憚はばかられるような、ひどい世よ迷まい言ごとじみた光景が広がっている。

　そんなところにいきなり突つっ込こまれたら、どうなるか。

　単純な話だ。

　崩ほう壊かい。

　決けつ壊かい。

　全ぜん壊かいである！

「ぴゃ──────────────────────────────────ッ！」

　自分でもびっくりするくらいの奇き声せいが飛び出た。

　臨界点を完全に突とつ破ぱし、情じよう緒ちよを完かん膚ぷなきまで壊こわされた人間の、正しよう真しん正しよう銘めいの悲鳴だった。

　感情の蓋ふたなんて吹ふき飛とび、頭の中はぐちゃぐちゃにかき混ぜられる。

　熱湯に飛び込んだようなものだ。

　限界を超こえた過か剰じような情報が、一気に送り込まれて爆ばく発はつしそうになる。

　だというのに、その状態でも解放してもらえなかった。

「わはは、めくるちゃん声でけー」

「びっくりしました。防音じゃなければまずかったですよ」

　あらかじめこうなると予想していたのか、ふたりは動じていない。

　それどころか、より強く身体からだを密着させてくる。

　ばかばかばか！　人の脳を焼き切る気か……!?

「は、離はなして、はなして！　お、おねがいだから、はなし、たす、け、て……！」

　抵てい抗こうするが、ほとんど手に力が入らない。生気を吸い取られている気がする。

　身体からだが異常に熱くなり、心臓が飛とび跳はねる。視界がぼやけた。

　湯気、湯気が出ている。

　まるで死ぬ間ま際ぎわに見る幸福な夢のようで、くらくら揺ゆれる視界は永遠に続く地じ獄ごくのよう。

　それだけでもまずいのに、さらに猛もう攻こうは続く。

「あんまり暴れないでください」

「そうだよ、めくるちゃん」

「あっ、ちょ、耳は、声、あぅ、あの、やめ、あっ……」

　ＡＳＭＲやめてくださぁい……！

　ダメだ。力が抜ぬけて姿勢を保てなくなるが、由ゆ美み子この腕うでを摑つかもうとしても失敗する。

　そのせいで彼女にもたれかかってしまう。

　そのうえ、後ろからは千ち佳かがぐいぐいと身体からだを押し付け、耳元で囁ささやく。

　バカの考えた拷ごう問もん機具か？　精神の危き惧ぐをするわ！

「なんで、こんな、こんなことを……？　証しよう拠この残らない殺人……？　推おしがサンドイッチして相手を殺害した場合、それは罪になるかどうかの実験ですか……？」

　悪あく魔まの実験すぎる。人の命を粗そ末まつにしないでほしい。

「あたしが頼たのんだんだよ」

　そこに花はな火びの声が介かい入にゆうする。

　ようやく由ゆ美み子こと千ち佳かが身体からだを離はなしてくれたので、ずるずると床ゆかに座り込んだ。

　手がぐっちょりと湿しめっていて気持ち悪いし、息も荒あらくて苦しい……。

　花はな火びはそんなめくるを見下ろしていた。

　めくるは息も絶え絶えに、彼女に問いかける。

「なんでこんなことを……。あ、慣れろってこと……？　もう完全に声優離ばなれできるようにって……。いやでもまだちょっと早いって……、もう少し段階踏ふんで……」

　ファンをやめたと言っても、好きだった過去は変わらない。

　昔と言うほど前でもない。

　最初はもっとやさしく……、肩かたを叩たたく、くらいからスタートしてもらわないと……。

　ぐわんぐわんしている頭で反論すると、花はな火びは真面目な表情で首を振ふった。

「そうじゃない。そうじゃないんだよ、めくる。あたしは、今のめくるは間ま違ちがってるって伝えたくて、それで歌うた種たねちゃんたちに協力してもらったの」

「は……？　間ま違ちがってるって、なにが……？」

　ぽかんとしてしまう。

　言いたいことがわからない。

　いや、わからないと言うなら、何から何まですべてわかっていない。

　さっきから、ずっと。

　なんなんだ、この状じよう況きようは。

　けれどそれは、花はな火び自身も同じなのかもしれない。

　彼女は頭をがしがしと搔かきながら、しかめっ面つらで声を張った。

「上う手まく言えないけど！　あたしには適切な言葉がわかんないけど……、今のめくるは違ちがう、なんか違ちがう！　そう言いたいんだよ……。だってめくる、ぜんっぜん楽しそうじゃない。前はもっとキラキラウキウキしてたのに、今はずっと灰色みたいな目をしてる。そんなめくる、あたしは見たくないんだよ……」

「…………」

　何をいまさら。

　そんなこと、言わないでほしい。

　せっかく、慣れてきたところなのに。

　この生活を受け入れ始めていたのに。

　大きな喜びはなくとも、平へい穏おんで、穏おだやかで、感情の昂たかぶらないつまらない生活を。

　そのおかげで、何とか意識を変えられそうだ。仕事もきっと上う手まくいく。

　それでいいじゃないか。必要だったから、この選せん択たくをしたんだ。

　そうだ、必要だったから。

「……いや、それは。しょうがないことでしょ。わたしは、前のままじゃどうしようもなかった。ファンの自分が邪じや魔まをしてた。だから、捨てた。そうするべきだと思うし、今は上う手まくいきかけてる。間ま違ちがってなんて、ない。いまさら、否定されるようなことじゃない」

　強く言葉を返す。

　さっきまであわあわしていたのが噓うそのように、身体からだは冷え切っていた。

　なぜ、またその話を持ち出してくるのか。

　花はな火びにも成なる瀬せにも、以前の自分を否定された。

　このままじゃダメだと指し摘てきされた。

　だから変わるために捨てたのに、それが間ま違ちがっているなんて言うのはひどい。

　花はな火びをキッと睨にらむと、彼女も同じように睨にらみ返かえしてきた。

「確かに、前のめくるはよくないよ。あたしも思ってた。後こう輩はいに恥はずかしい姿を見せるのはやめてほしいって」

「今みたいなこと？　でもそれは花はな火びが……」

「違ちがう！　そうじゃないよ。あたしが言ってるのは、めくるのスタンスだよ。前のね。オーディションで本気を出せないこと、ほかの声優のほうがいいと思ってしまうこと。あれは後こう輩はいに見せられないような、恥はずかしい姿だってあたしは思う」

「それは……」

　そうだ。言い訳しようがない。

　あれは、恥はずべき姿だ。声優としての恥はじだ。

　それは認める。

　だから、変わろうと必死になっているんじゃないか。

　なのにそれを、花はな火びが邪じや魔ましている。間ま違ちがっているなんて主張する。

　花はな火びは、めくるから視線を外して、由ゆ美み子こたちを見た。

「歌うた種たねちゃんに、夕ゆう暮ぐれちゃん。正直に答えてほしいんだけど。めくるのこと、先せん輩ぱいとしてどう思う？」

　突とつ然ぜんの質問に、めくるのほうが戸と惑まどう。

　由ゆ美み子こと千ち佳かだって、顔を見合わせていた。

　しかし、由ゆ美み子こはめくるに目を向けて、にっと笑う。

　楽しそうに口を開いた。

「正直でいいんですね？　うん。あたしは、めくるちゃんのことは尊敬してる。頼たよりになる先せん輩ぱいだと思ってるよ。〝ミラク〟のとき、本当にありがと。あとはまー、かわいい先せん輩ぱいだとも思ってるかな」

　続いて千ち佳かが、可か愛わいげのない態度で淡たん々たんと続けた。

「わたしも尊敬していますよ。ストイックな方だと思っています。事務所の中でも、ここまでプロ意識が高い方は少ないんじゃないですか」

「うん。きっと飾かざ莉りちゃんやミントちゃんも、同じ思いだよ。ま、ミントちゃんは意地張って言わないかもだけど」

「……………………」

　ふたりの評価は、純じゆん粋すいに嬉うれしい。

　嬉うれしいけれど、同時に痛い。

　彼女たちは、めくるの抱かかえている問題がどこまで深刻かわかっていない。

　張りぼての先せん輩ぱい像を見ているに過ぎない。

　そんな尊敬されるような人間じゃないんだ。

　まるきりプロ意識の欠けた、甘い幻げん想そうにすがっていた人間だよ。そう吐はき出だしたくなる。

　だというのに、花はな火びはこちらに向き直り、まっすぐに告げた。

「そう思われてるんだよ、めくる。尊敬できる先せん輩ぱいだって。見ている人は見ているんだよ。あたしは、そんなめくるを誇ほこらしく思うよ。だからこそ、あたしは言いたい。ほかの先せん輩ぱいがそうしてくれたように、めくるも後こう輩はいから『尊敬される先せん輩ぱい』のままであってほしい」

　尊敬される先せん輩ぱい。

　めくるにだって、そんな人がたくさんいる。

　彼女たちに憧あこがれ、教えられ、追いかけている。

　それと同じように、由ゆ美み子こと千ち佳かはめくるを尊敬する先せん輩ぱいに選んでくれた。

　めくるの背中を見てくれている。

　めくるを認めてくれる人は、いる。

　飾かざ莉りも、ミントも、乙おと女めも、結ゆ衣いも、吉よし沢ざわも、成なる瀬せも、朝あさ加かも、辻つじも、花はな火びも。

　そして、ファンの人たちも。

　大勢の人が声を掛かけてくれる。

　恥はずかしいだけの道を歩んだわけではない。

　だけど。

　だからこそ。

「なら……、なおのこと、しっかりしなきゃいけないでしょうが。声優ファンの自分を捨てて、プロとして徹てつ底ていすべきでしょ。後こう輩はいに見せる姿は、プロであるべきじゃないの」

　結局、そこは変わらないはずだ。

　今までは間ま違ちがっていたから矯きよう正せいする。

　だれに見られても、恥はずかしくないプロの声優になる。

　そのための行動だったはずだ。

　しかし、花はな火びはぶんぶんと頭を振ふる。

　思えば、花はな火びがここまで感情を出すのを初めて見たかもしれない。

　いつも朗ほがらかに笑っていて、やっぱりどこか年上の余よ裕ゆうを感じさせる彼女が。

　そんな彼女が、結論も出ていない、上う手まく言葉にできない感情を吐はき出だしている。

　それでも今の柚ゆ日び咲さきめくるは間ま違ちがっていると、懸けん命めいに主張していた。

「ファンの自分を捨てるのは違ちがう……、憧あこがれを捨てるのは違ちがう！　あぁそうだよ、杏あん奈なは声優に憧あこがれて声優になったんでしょうが！　なのに、声優を続けるためにその憧あこがれを捨てるのは、間ま違ちがってる……っ！　めくるはそう思わないの……？」

「それは……」

　考えなかったわけではなかった。

　めくるの、杏あん奈なの原点はそこだ。

　声優が好きで、好きで好きで堪たまらなくて、杏あん奈なはその憧あこがれを力に代えて声優になった。

　だというのに、今はそれを捨て去ろうとしている。忘れようとしている。

　そこに、何か大きな過あやまちがあるような気がしてならない。

　けれど、それは無視するしかなかった。

　憧あこがれの声優に役を取ってほしい。

　柚ゆ日び咲さきめくるではなく。

　そう考えてしまう限り、めくるはいつまでも声優に憧あこがれる女の子のままだからだ。

「めくるは、憧あこがれられる側じゃいけないの？」

「え……？」

「わかるでしょ。めくるを尊敬する後こう輩はいがいる。認めてくれる仲間がいる。柚ゆ日び咲さきめくるを好きなファンがいる。もうとっくに、憧あこがれられる立場だっていうのに。それでも、めくるは──、杏あん奈なは。杏あん奈な自身がめくるのファンになることはできないの？」

「……わたしは」

　声優・柚ゆ日び咲さきめくる。

　杏あん奈ながめくるの成功を心から望めるなら、それが一番だ。

　ほかの声優に役を取ってほしい、活かつ躍やくしてほしい、と思うのではなく。

『柚ゆ日び咲さきめくるに役を取ってほしい』と望むことができれば。

　ほかの憧あこがれと同列に見ることができれば。

　乙おと女めが森もり香か織おりですら、憧あこがれではなく競争相手として見ているように。

「憧あこがれを捨てるのが必要なんじゃない。好きな声優は好きな声優のまま、それでもめくるが『めくるを推おしたい』と思えることが大事なんじゃないの」

「好きな声優のまま……」

　めくるは、『好き』という感情を捨てようとした。

　その気持ちがある限り、「負けたくない」「自分のほうが相応ふさわしい」という感情を奮い立たせることができないから。

　けれど、由ゆ美み子こたちに教えられた。

　好きと負けたくない、は共存する。

　憧あこがれと負けたくない、は共存する。

　憧あこがれるからこそ、好きだからこそ、負けたくない、と踏ふん張ばれる。

　歌うた種たねやすみが夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひに抱いだくように。その逆もそうであるように。

　乙おと女めが紅葉もみじに抱いだいたように。紅葉もみじが乙おと女めに抱いだいたように。

　その強い感情は、彼女たちの力になっていた。

　めくるが、憧あこがれを力に代えたのと同じように。

「……それなら」

　なら、その感情は。

　めくるのように捨てるのではなく、彼女たちのように背負うべきなのだろうか。

　だって、めくるは。

　柚ゆ日び咲さきめくるは。

　彼女たちと同じ──、声優、なのだから。

「──────────」

　本当に、彼女たちが好きなんだったら、憧あこがれなんだったら。

　その憧あこがれを持って、挑いどむべきだったのだろうか。

　自分も同じ声優であると自覚して、同じ地面を踏ふんでいると自覚して。

　そうして、めくるはめくるを推おすべきだったんだろうか。

　柚ゆ日び咲さきめくるを好きになってくれたファンのためにも。

　周りの人たちのためにも。

　そして、めくると杏あん奈なのためにも。

「めくるちゃん」

　由ゆ美み子こに声を掛かけられ、彼女のほうを向く。

　由ゆ美み子こも千ち佳かも、ごくごくいつもの調子で口を開いた。

「花はな火びさんに聞いたし、焼肉のときにも聞いたけど、正直半信半疑だよ。めくるちゃんがオーディションで力を発揮できない～、なんて。そういうの一番怒おこりそうじゃん」

「えぇ。そんなのプロじゃない、って。後こう輩はいを𠮟しかるならまだしも、𠮟しかられるだなんて。わたしは聞きき間ま違ちがい、勘かん違ちがい、気の迷い、くらいに思っていますよ」

　由ゆ美み子こは肩かたを竦すくめながら、千ち佳かは淡たん々たんと。

　さらりと言ってくれる。

　信しん頼らいが伝わる。

　彼女たちは、以前のめくるを信じてくれている。

　めくる自身は張りぼてだと感じていても、彼女たちの知るめくるはきっと本物なのだ。

　先せん輩ぱい声優であり、プロの声優である柚ゆ日び咲さきめくるが。

「めくる。後こう輩はいたちはこう言ってくれてる。めくるは、どうするの」

　花はな火びだけが、真しん剣けんな表情と声こわ色いろで問いかけてきた。

　ここしかないんだぞ、と彼女は言っている。

　杏あん奈なを切り捨て、憧あこがれを忘れて、灰色の道を歩むのか。

　すべてを背負ったうえで、後こう輩はいたちの期待に応えながら、憧あこがれに挑いどむのか。

『わたしの肩かたには、たくさんの人の想おもいが乗ってる。応おう援えんしてくれる人たち、事務所の人たち、関係者の人たち、そして──、やめていった人たち。たくさんの、たっくさんの想おもいを抱かかえて、桜さくら並なみ木き乙おと女めっていう声優は走ってる。わたしは、その人たちに報むくいたいんだと思う』

　すべての想おもいを肩かたに載のせて、一番の声優という高みに挑いどむ桜さくら並なみ木き乙おと女めのように。

「あぁ──」

　選せん択たく肢しは、ないに等しい。

　彼女たちに、後こう輩はいたちに、ファンたちに、ほかの声優たちに、関係者たちに。

　そして、藤ふじ井い杏あん奈なに胸を張れる声優になると言うのなら。

　残された道は、たったひとつしかない。

　それがどれだけ、自分にとって苦しい道になろうとも。

「そっか……」

　由ゆ美み子こを見る。

　千ち佳かを見る。

　花はな火びを見る。

　由ゆ美み子こじゃ躊躇ためらう。花はな火びもきっと同じだろう。

　ここは、一番抵てい抗こうがなさそうな千ち佳かに頼たのもう。

　千ち佳かの目の前まで歩き、めくるは己おのれの頰ほおを指差す。

「夕ゆう暮ぐれ。気合を入れたい。悪いけど、わたしの頰ほおを思い切り叩たたいて」

　ばちぃんッ！

　物もの凄すごい音が真横から聞こえた。ビリビリと頰ほおが痺しびれる。

　突とつ然ぜんの衝しよう撃げきに耐たえ切きれず、ふらふらとよろめいた。

「あの……、これでいいんですか……」

　千ち佳かは赤くなった右手を擦さすりながら、おずおずと尋たずねる。

　すぐさま、花はな火びと由ゆ美み子こが動どう揺ようの声を上げた。

「ち、躊ちゆう躇ちよないねー……、夕ゆう暮ぐれちゃん……。瞬しゆん時じにビンタしたじゃん……。躊躇ためらいゼロ……」

「普ふ通つう、先せん輩ぱいに頰ほおはたいてって言われても、すぐには動けんよ……。最速ビンタて。やっぱあんた、対人関係のネジどっか外れてんな……」

「わ、わたしは言うとおりにしただけじゃない……！　なぜそこまで、やいやい言われなきゃいけないのよ！　褒ほめられこそすれ、引かれる筋合いはないのだけれど！」

　こちらもそれを期待して千ち佳かにお願いしたが、想像よりも躊ちゆう躇ちよがなくてびっくりした。

　頼たのんでおいてなんだが、めくるも引いている。

　しかし、おかげで痛みと痺しびれがダイレクトに響ひびいた。

「……いや、ありがたいよ夕ゆう暮ぐれ。気合入った。この痛みを忘れないでおく」

　めくるがそう言うと、三人はぴたりと口を閉じる。

　千ち佳かが「ほらね」という表情で薄うすい胸（スリムな体つきがとても魅み力りよく的てきだと思う）を張っていた。

　じんじんと痛む頰ほおを押さえることなく、思い切り息を吐はく。

　そうしてから、改めて三人を見た。

「わかった。わかったよ。わたしは、あんたら後こう輩はいに恥はずかしくない声優になる。覚かく悟ごした。全部、背負うって決めた。……恥はずかしいのは今日だけだから。せいぜい見てなさいよ、『ティアラ』のライブでも容よう赦しやしないから」

　虚きよ勢せいを張るように、意地を張るように、めくるはそう宣言した。

　満足そうに笑う由ゆ美み子こと、肩かたを竦すくめる千ち佳かから視線を逸そらす。

　こちらをじっと見る花はな火びと、目を合わせた。

「……ようやく覚かく悟ごができたと思う。苦しい道になるだろうけど、この道に引っ張り込んだのは花はな火びだからね。ちゃんといっしょに歩いてよ」

　花はな火びは目を見開き、そのあとくすりと笑った。

　続いて、くっくと笑いを抑おさえたような声が漏もれる。

　その顔を見て、なんとなく養成所で声を掛かけてきたときの彼女を思い出した。

　ようやく、あの頃ころから歩き出せるのかもしれない──。

「ていうか、めくるちゃんの恥はずかしいところなんて結構見てるけどね」

「むしろ一番見ている先せん輩ぱいでもあるわね」

「……うるさいな。でも、それがいいんでしょ。そうあるべきだ、って花はな火びに言われたばっかなんだから」

「そう！　そうじゃないと、やっぱりめくるじゃないよ」

　花はな火びは今度こそ、快活に笑った。

　大口を開けて、楽しそうに。

　思えば、花はな火びがこんなふうに笑うのを久しぶりに見たかもしれない。

　めくるがふっと息を吐はいていると、由ゆ美み子こがこちらに寄ってきた。

　ばっと両手を広げる。

「それじゃ、景気づけにやすやすのハグいっとく？　復活記念ってことで」

「夕ゆう姫ひめもつけましょうか。どうぞ、柚ゆ日び咲さきさん。こっち来てください」

「……いや、あの。遠えん慮りよしときます……、いや、本当に。ちょっと！　やめ、ダメだって、死ぬ、死ぬから、あんたらいい加減に、いい加減に！　あぁぁぁぁぁぁぁぁ──────っ！」







　──ライブ会場は、おそろしいほどの熱量に包まれていた。

　ライブ前のめくるは、今までにあったことを振ふり返かえり、それなりに感傷的になっていたのだ。本当にいろんなことがあったなあ、と。

　けれど、そんな気持ちはあっという間に吹ふき飛とばされてしまった。

　観客のボルテージがすごい。

　キャスト陣じんも大たい概がいだが、それに呼応するように観客が昂たかぶり、感情がぶつかり合ってライブ会場に弾はじけ飛とんでいる。

「ひゃー、捌はけろ捌はけろー」

　先頭を走る乙おと女めが、おかしそうに笑っている。

　続く三人も、息も絶え絶えに舞ぶ台たい袖そでに捌はけていった。

〝アルフェッカ〟の一曲目が終わり、すぐさま〝オリオン〟の曲が始まる。

　さっきまでめくるたちが歌い、踊おどっていたステージの上で、今度は〝オリオン〟のメンバーがパフォーマンスを行っていた。

　暗い舞ぶ台たい裏うらで水分補給しながら、モニターに目を向ける。

　そこには客席に歌を届ける、由ゆ美み子こたちの姿があった。

　懸けん命めいに振ふり付つけを披ひ露ろうし、マイクに歌声を載のせている。

『うーん、客席で観みたい。……観みたい。観みたい観みたい観みたい！　なんでわたしはここにいるんだ……。せっかく現地にいるのに！　関係者席行っちゃダメ？　ダメ……？』

　普ふ段だんのめくるなら、そんなふうに考えていただろう。

　モニター越ごしであることに不満を持ちつつも、〝オリオン〟の五人が歌う姿に釘くぎ付づけになっていたはずだ。

　けれど、彼女たちはあくまでモニターの中にいる。

　そのモニターを熱心に見つめる、桜さくら並なみ木き乙おと女めにどうしても視線が吸い寄せられた。

　彼女は肩かたを上下に揺ゆらし、汗あせを流しながらも、決してモニターから目を離はなさない。

　真しん剣けんそのものだ。

　めくるはこのとき、声優ファンではなく、声優としての自分が強く出ていた。

　乙おと女めの隣となりに陣じん取どり、彼女に声を掛かける。

　訊ききたいことがあったからだ。

「桜さくら並なみ木きさん。ひとつ、訊きいてもいいでしょうか」

「うん？　どうかした？」

　乙おと女めは一度、こちらに笑え顔がおを見せたあと、再び視線をモニターに戻もどす。

　一挙手一投足も見み逃のがしたくないような、そんな気き概がいすら感じる。

　その姿を含ふくめ、彼女に対して疑問が湧わいていた。

　乙おと女めに倣ならって、めくるもモニターを見つめたまま口を開く。

「桜さくら並なみ木きさんは、とても熱心に自主練をしていましたよね。そして、何度も口にされていました。『あっちのユニットには負けない』と。それが、わたしには不思議だったんです」

　乙おと女めがひたむきに練習する理由は、あの目標のためだと思っていた。

　日本で一番の声優になる。

　そのために努力を欠かさず、一いつ生しよう懸けん命めいに自主練に励はげんでいるのかと。

　しかし、彼女の目には別の熱が宿っているように感じた。

　その熱が見えるのは、『あっちのユニットに負けたくない』と彼女が口にするとき。

　つまり。

「もしかして桜さくら並なみ木きさんは、本当に負けたくない、と思っているんですか」

　失礼を承知ではっきりと口にすると、乙おと女めは照れくさそうに頰ほおを搔かいた。

　そして、ゆっくりと「変かな？」と笑う。

「確かにね、わたしたちは実際に勝負をしているわけじゃない。お客さんもそんなこと気にしないと思う。でも、そういう構図にはなってるでしょ？　そうなったら、もう──わたしは、あの子たちに負けたくないんだ」

　以前、同じようなことを由ゆ美み子こが口にした。

　ライバルである夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひには、絶対に負けたくない。

　たとえ形式上でしかなかったとしても、あたしにとっては勝負になってしまった、と。

　歌うた種たねやすみがそう口にするのは全く違い和わ感かんがない。

　解かい釈しやく一いつ致ちとさえ言っていい。

　けれど、乙おと女めが同じ発言をするのはしっくりこなかった。

　もし相手のユニットに、かつての秋あき空そら紅葉もみじがいれば話は別だが。

「……それは、目標のためにですか？」

　辺りを窺うかがってから、念のため小声で尋たずねる。

　途と端たんに乙おと女めは顔を赤らめたが、笑いながら首を振ふった。

「そういう意味が全くないかと言えば、そんなことないけど。負けたくない理由は別かな。わたしが負けたくないのはね、やすみちゃんがいるからだよ」

「歌うた種たねが？　どういうことです？」

　ふたりはとても仲が良く、まるで本当の姉し妹まいのようだ。

　乙おと女めが倒たおれたときだって、一番取り乱し、彼女のために走り回ったのは由ゆ美み子こだ。

　その由ゆ美み子こに対して、なぜそんな感情を抱いだくのか。

　乙おと女めの視線は、モニター上の歌うた種たねやすみを追う。

「わたしは、お姉ちゃんだからね。妹相手に、格好悪いところは見せられないじゃない？　やすみちゃんに、『姉さんすげー』って言ってもらうためにも、言い続けてもらうためにも、わたしは努力を欠かしたくない。負けたくないの」

「………………」

　理想の先せん輩ぱいであるために、後こう輩はいのために、彼女は頑がん張ばっている。らしい。

　そこまで、乙おと女めが由ゆ美み子このことを大切にしているとは知らなかった。

　思わず黙だまり込こみそうになったが、疑問はまだ残っている。

　それを再び、問いかけた。

「ですが、桜さくら並なみ木きさん。こちらのユニットが負けるなんてこと、あると思いますか？」

　客観的に見れば、ありえない。

　だれがどう見ても、由ゆ美み子こたちに勝ち目はない。

　ただでさえ盤ばん石じやくだというのに、慢まん心しんもなく、精力的にレッスンに取り組んできた。

　結ゆ衣いに至っては、才能を持て余しているのに、「夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいはもっと仕上げてくるはずです！」なんて憧あこがれの幻げん影えいを見て、レッスンに熱を入れていた。

　そして、桜さくら並なみ木き乙おと女めがいる。

　それが新人を含ふくめた五人に負けるなんて、想像できない。

　だから、そのありえないことに備える乙おと女めが、不自然に映ったのだ。

　乙おと女めはいたずらっぽく笑ったあと、こちらに顔を寄せてきた。

　近いです。

「本当にありえないって、言えるかな？」

「そりゃ、可能性はゼロではないでしょうけど……」

「そうじゃなくてね。だって、あっちにはやすみちゃんがいるんだから」

「歌うた種たねが……」

　いるから、なんだと言うのか。

　めくるが眉まゆを顰ひそめていると、乙おと女めは笑えみを深くした。

「やすみちゃんにはね、不思議な力があると思うんだ。ムラがあるけど、時々、周りの大人がびーっくりしちゃうくらい、とんでもない力を発揮する。人を強く惹ひきつける。わたしは、それが怖こわいんだ」

　それは、めくるにも理解できる。

　一番印象的なのはやはり、『幻げん影えい機き兵へいファントム』のシラユリが魅みせた、壮そう絶ぜつな最さい期ごだ。

　大おお野のでも森もりでもなく、ましてや夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひでもなく、あの回を輝かがやかせたのは、歌うた種たねやすみ。

　もし、あのときのような力が、今回のライブで発揮されれば──。

「それにね、やすみちゃんのところには夕ゆう陽ひちゃんもいる。ライバル同士が手を組むんだよ。怖こわいよねえ」

　言葉に反して、乙おと女めは心から嬉うれしそうにしていた。

　あのふたりは、普ふ段だんはいがみ合ってばかりだが、それ以上に互たがいをよく理解している。

　いくつもの困難をふたりでくぐり抜ぬけてきた、唯ゆい一いつ無む二にのパートナーだ。

　それはめくるも、よく、よく知っていた。

　得体の知れない彼女たちの力を、桜さくら並なみ木き乙おと女めは恐おそれている。

　いや、恐おそれている、という言い方は語ご弊へいがあった。

　乙おと女めはまるで、彼女たちがとんでもない力でぶつかってくることを、心から期待しているようだったからだ。

「だけどね、めくるちゃん。わたしは負けるつもりはないよ。どれだけあの子たちがすごいことをしても、それ以上を見せる。そのために、今まで頑がん張ばってきたんだもん」

　乙おと女めはモニターに目を向けたまま、綺き麗れいな笑え顔がおを見せた。

　経験と努力に裏付けされた、確かな自信を含ふくんだ笑えみ。

　その横顔に、思わず釘くぎ付づけになる。

　暗い舞ぶ台たい裏うらに居ても、彼女はだれよりも光ひかり輝かがやく、アイドル声優・桜さくら並なみ木き乙おと女めだった。

　その笑え顔がおが、再びこちらに向いてどきりとする。

　乙おと女めは、楽しそうに顔を寄せてきた。

　近いです。

「そういうめくるちゃんも、とっても気合入っているように見えるけど？」

「あぁ……」

　見み抜ぬかれているらしい。

　確かにめくるも、このライブに賭かける思いは強い。

　由ゆ美み子こたちに負けない、と宣言した。尊敬される先せん輩ぱいでいると約束した。

　自分自身、柚ゆ日び咲さきめくるを推おしていくと決めた。

　それらの思いもあるけれど、もうひとつ。

「桜さくら並なみ木きさんと同じです。わたしの肩かたにも、いろんな人の想おもいが載のっているので」

　以前、乙おと女めが話してくれた。

　自分の肩かたには、たくさんの想おもいが載のっていると。

　応おう援えんしてくれる人たち、事務所の人たち、関係者の人たち。

　そして──、やめていった人たち。

　先日、『ジュードルらじお』の最終回を録とり終えた。

　最後はパーソナリティが十人勢ぞろいという、収しゆう拾しゆうのつかない無茶苦茶な回になったが、最終回らしい盛り上がりを見せた。

　最後に全員と挨あい拶さつができて、終わりを惜おしむことができた。

　中には、泣き出す人もいた。

　めくるはあくまで、いつもどおりだったけれど。

　辻つじがそうであるように、何人かはもう声優を引退するそうだ。

　共通していたのは、みんな晴れやかな顔をして、めくるにお礼を言ってくれたこと。

　きっともう、二度と会うことはないのだろう。

　それは物もの凄すごく寂さびしいことだし、辛つらいことでもある。

　けれど、落ち込んでばかりじゃいられないし、何より彼女たちは最後まで笑え顔がおだった。

　めくるにできることは彼女たちの想おもいを載のせて、声優として突つき進すすむことだ。

　彼女たちの分まで。

　柚ゆ日び咲さきめくるは、頑がん張ばらないといけない。

　きっと、遠い場所からでも見守ってくれているはずだから。

「そっか」

　乙おと女めはそれ以上何も聞かず、穏おだやかに笑っていた。

　そうしているうちに、次の時間が迫せまってくる。

「よし、めくるちゃん。そろそろ出番だよ。頑がん張ばろう！」

　乙おと女めは照らされたステージを指差し、そちらに歩き出す。

　彼女が飛び出せば、きっと先ほどの比ではない大だい歓かん声せいが会場を包むのだろう。

　やはり、乙おと女めがいる〝アルフェッカ〟が〝オリオン〟に負ける姿は想像できない。

　けれど、めくるの脳のう裏りには、あの生意気な後こう輩はいふたりの顔が浮うかんでいた。
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　オーディション会場の廊ろう下かを黙もく々もくと歩く。

　心臓が高鳴り、手にはじんわりと汗あせを搔かいていた。息も浅い。

　はっと、笑ってしまいそうになる。

　デビューしたての新人じゃあるまいし。

　オーディションでここまで露ろ骨こつに緊きん張ちようするのは、一体どれくらいぶりだろう。

　けれどある意味、これはデビュー戦と言ってもいいかもしれない。

　柚ゆ日び咲さきめくるが、プロとしての意識と覚かく悟ごを持って挑いどむ、初めてのオーディションだ。

「ん」

　緊きん張ちようしているところに、さらに緊きん張ちようする顔を見つけてしまった。

　廊ろう下かの曲がり角から現れたのは、ひとりの女性。

　カーキ色のノースリーブに、ブラウンのワイドパンツ。品のいいショートボブを揺ゆらしているのがとても格好良く、シンプルな服装が魅み力りよくをさらに引き立てる。

　習なら志し野のプロダクション所属のベテラン声優、大おお野の麻ま里りだ。

　突とつ然ぜんの人気声優との接せつ触しよくに動どう揺ようしつつも、めくるは頭を下げる。

「おはようございます」

「ん……？」

　大おお野のは挨あい拶さつしてきた声優がだれなのか、わからなかったようだ。

　無理もない。

　大おお野のとは、数年前に配信番組で共演して以来、会うことはほとんどなかった。

　わからないなら改めて自じ己こ紹しよう介かいを……、と考えていると、そこで大おお野のが気が付く。

　明るい声を返してくれた。

「お。柚ゆ日び咲さきか。久しぶりだなー、あたしのこと覚えてる？」

「も、もちろんです。大おお野のさん」

　気さくに声を掛かけてくれたことに、わーっと嬉うれしくなる。

　覚えてくれていたなんて、と胸が躍おどった。

　しかもそのまま、軽い調子で話を続けてくれる。

「なに？　柚ゆ日び咲さきもオーディション？」

「あ、はい。今からです。大おお野のさんもですか？」

「そだよ。さっき録とり終わった」

「『幻げん獣じゆう伝でん』ですか」

「そうそう……」

　小気味よく言葉を返していたのに、大おお野のはぴたりと口を閉じた。

　彼女は目を細めて、めくるのことをじろじろと見始める。

　なんだろう。

　おかしな格好をしているだろうか、と戸と惑まどう。

　何も言えないまま視線にさらされていると、大おお野のがにっと笑った。

「ふうん……。あたしさ、初めて柚ゆ日び咲さきを見たとき、なんだかふにゃっとした子が来たなって思ったんだよ。なーんか顔が緩ゆるいっていうかさ。正直、大だい丈じよう夫ぶなのかなこの子って思った」

「………………」

　新人時代の話を持ち出され、嬉うれしいやら恥はずかしいやら。

　あの頃ころは仮面をかぶるのにも慣れていなかったし、現場そのものも不慣れだった。

　大おお野のにはいろいろと見えていたのかもしれない。

　思わず目を逸そらしそうになっていると、彼女はめくるの肩かたをぽんぽんと叩たたいた。

　そして、さらりと。

　こう言ってくれたのだ。

「今は良いい面してんじゃんかよ」

「──────────」

　こんなにも、心を温かくする言葉があるだろうか。

　大きな動どう揺ようと確かな悦よろこびが混じり合い、感情が大きく破は裂れつする。

　これから先、きっと何十年と大事にする言葉を突とつ然ぜん放り投げられ、めくるは何も言えなかった。

「じゃな」

　大おお野のは手をひらひらさせて、そのまま立ち去ろうとする。

　憧あこがれの声優の背中を見つめた。

　今までのめくるだったら、きっとそれで終わりだった。

　しかし。

　その背中に投なげ掛かける。

「大おお野のさん」

「ん？」

「何役を受けたか、訊きいてもいいですか」

「クリストァラだよ」

　短く答えると、大おお野のは廊ろう下かの奥へと消えていった。

　はぁ、と熱い息が漏もれる。緊きん張ちようはより高まり、強くなった。

　控ひかえ室しつに入っても、めくるの鼓こ動どうは暴れたままだ。

　血が勢いよく巡めぐっている気がする。

　だというのに、身体からだ中じゆうがぼんやりと痺しびれているような、妙みような感覚が同居していた。

「はぁ──……」

　深呼吸する。何度も何度も。

　もう恐おそれてはいないはずだ。

　椅い子すを取り合うと決めた。自分はこの役に相応ふさわしい！　と叫さけぶと決めた。

　別の声優じゃなく、めくる自身を推おすと決めた。

　ファンとしての自分を残して、憧あこがれを力に代えると決めた。

　後こう輩はいに見られても恥はずかしくない自分になると決めた。

　どんなに憧あこがれ、尊敬する声優であっても、めくるは真っ向からぶつかると決めたのだ。

　たとえ、相手が大おお野の麻ま里りでも。

　めくるだって、同じ声優なのだから。

　──だけど、やっぱり。

　覚かく悟ごを決めても、奮い立たせないと勇気が出ない。

　最初は緊きん張ちようしても仕方がない。

　だからめくるは、反則技わざを使うことにした。

　壁かべに背を預けたままスマホを取り出して、写真フォルダを開く。

　大きな勇気が必要なとき、めくるはそれを見ると決めていた。

「──────────よし」

　たっぷりの勇気が溢あふれてきた。

　その写真は以前、歌うた種たねやすみに個別にファンサービスしてもらったときのもの。

　百点満点の笑え顔がおを向ける歌うた種たねやすみと、顔が蕩とろけ切きっている杏あん奈なの写真だ。

　こんなにも素す敵てきな体験をさせてもらった。

　もう、怖こわいものなんてない。

　名前を呼ばれ、めくるはブースに入っていく。

　目の前にあるのは、マイクが一本だけ。

　このたった一本のマイクで、声優は演技を見せつけ、運命を切り開く。

　それが、杏あん奈なの憧あこがれた世界だ。

　調整室から声が掛かかり、いよいよめくるのオーディションが始まる。

　程ほどよい緊きん張ちよう感かんと隠かくし持もった勇気、確かな闘とう志しを抱いだいて、めくるは声を上げた。

「ブルークラウン所属、柚ゆ日び咲さきめくるです。クリストァラを演じます──」
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　お久しぶりです、二に月がつ公こうです。

　人は誰だれしも表と裏の顔があり、声優さんもいくつもの顔を使い分けている……、というお話をこの作品でよく書かせて頂いています。先日、それを強く実感する出来事がありました。

　わたしは声優ラジオをよく聴ききます。そうなると、パーソナリティの声優さんはラジオの印象が強くなるんですよ。お話を聴きいている時間がシンプルに長いので。

　ラジオ番組なので、面おも白しろおかしいお話をしてくださる声優さんも多いです。

　結果として、面白のイメージが強い声優さんが多くなります。

　普ふ段だんは笑える話をたくさんしてくれる人たちが、ライブで物もの凄すごいパフォーマンスをしたり、イベントでめちゃくちゃきっちり場を回したり、歌や演技が凄すごかったりすると、いや本当によくないと思うんですが、感動しつつ同じ人!?　とギャップにびっくりする時があります。

「この人たち、ソース垂らしてレースしたり、ハンカチ落としで遊んでた人たちだよな？？？」なんて思ってしまうことがあります。ラジオではラジオ用、そういう場ではそういう場の顔を使い分けている、というお話だとは思うんですが、差が凄すごすぎてたまに混乱します。

　いつも楽しいお話をありがとうございます。




　そして、この本が発売される頃ころには終しゆう了りようしていますが、『声優ラジオのウラオモテ』の朗読劇が開かい催さいされました！　朗読劇ですよ!?　リアルイベント！　嬉うれしすぎます。

　佐さ藤とう由ゆ美み子こ役に伊い藤とう美み来くさん、渡わた辺なべ千ち佳か役に豊とよ田た萌も絵えさんという原作すぎる完かん璧ぺきな布ふ陣じんで、朗読劇です。こんな幸せなことがあっていいんでしょうか。嬉うれしすぎます。

　このあとがきを書いている今は開かい催さい前なので、ずっとドキドキしています。心臓が痛い。

　大変光栄なことに脚きやく本ほんを任せて頂いて、すごく楽しく書かせて頂きました。

　どんなふうになっていくのか、今から本当に楽しみです。楽しみすぎる！

　この本を読んでくださった方の中にも、「観みました！」という方がいらっしゃったら、すごく嬉うれしいな、なんて思っております。




　本当に、皆みな様さまにどれだけ感謝の言葉を重ねても足りません。

　とても素す敵てきなイラストを描えがいてくださるさばみぞれさん、いつもありがとうございます！　表紙、今回もとんでもないことになってますね!?　かわいいの高火力が過ぎます。

　そして、この作品に関わってくださる皆みな々みな様さま、読んでくださっている読者の皆みな様さま、本当に、本当にいつもありがとうございます……！

　皆みな様さまのおかげで、大変素す敵てきな経験をさせて頂いております！　ありがとうございます！
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